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別紙 児童福祉法による児童入所施設措置費等国庫負担金についての一部改正新旧対照表（案）  

改正後  

児童福祉法による児童入所施設措置費等国庫負担金について  
平成11年4月30日 厚生省発児第86号  

各都道府県知事・各指定都市の市長・各中核市の市長あて  

厚生事務次官通知  

〔一部改正〕 平成11年12月9日厚生省発児第140号  

平成12年5月19日厚生省発児第91号  

平成12年11月22日厚生省発児第129号  

平成13年8月2日厚生省発児第314号  

平成14年11月11日厚生労働省発雇児第1111002号  

平成15年1月30日厚生労働省発雇児第0130004号  

平成15年12月22日厚生労働省発雇児第1222001号  

平成16年2月9日厚生労働省発雇児第0209007号  

平成16年7月16日厚生労働省発雇児第0716001号  

平成16年12月3日厚生労働省発雇児第1203002号  

平成17年1月4日厚生労働省発雇児第0104003号  

平成17年2月1日厚生労働省発雇児第0201006号  

平成17年6月1日厚生労働省発雇児第0601001号  

平成18年2月3日厚生労働省発雇児第0203005号  

平成18年6月27日厚生労働省発雇児第0627001号  

平成19年3月5日厚生労働省発雇児第0305002号  

平成19年3月6日厚生労働省発雇児第0306003号  

平成19年7月25日厚生労働省発雇児第0725003号  

平成20年2月6日厚生労働省発雇児第0206003号  

平成20年6月12日厚生労働省発雇児第0612002号  

平成20年6月23日厚生労働省発雇児第0623001号  

平成21年1月29日厚生労働省発雇児第0129001号  

平成21年6月29日厚生労働省発雇児第0629004号  

平成21年10月1日厚生労働省発雇児1001第1号  

平成22年1月28日厚生労働省発雇児0128第2号  

このたび「児童福祉法による児童入所施設措置費等の国庫負担金」に係る交  

付要綱が次のとおりに定められ、平成11年4月1日から適用されることとなっ  

たので、その事務処理に当たっては適正かつ円滑なる執行を期せられたく通知する。   

なお、平成10年6月12日厚生省発児第105号「児童福祉法による入所施設措  

児童福祉法による児童入所施設措置費等国庫負担金について  
平成11年4月30日 厚生省発児第86号  

各都道府県知事・各指定都市の市長・各中核市の市長あて  

厚生事務次官通知  

〔一部改正〕 平成11年12月9日厚生省発児第140号  

平成12年5月19日厚生省発児第91号  

平成12年11月22日厚生省発児第129号  

平成13年8月2日厚生省発児第314号  

平成14年11月11日厚生労働省発雇児第1111002号  

平成15年1月30日厚生労働省発雇児第0130004号  

平成15年12月22日厚生労働省発雇児第1222001号  

平成16年2月9日厚生労働省発雇児第0209007号  

平成16年7月16日厚生労働省発雇児第0716001号  

平成16年12月3日厚生労働省発雇児第1203002号  

平成17年1月4日厚生労働省発雇児第0104003号  

平成17年2月1日厚生労働省発雇児第0201006号  

平成17年6月1日厚生労働省発雇児第0601001号  

平成18年2月3日厚生労働省発雇児第0203005号  

平成18年6月27日厚生労働省発雇児第0627001号  

平成19年3月5日厚生労働省発雇児第0305002号  

平成19年3月6日厚生労働省発雇児第0306003号  

平成19年7月25日厚生労働省発雇児第0725003号  

平成20年2月6日厚生労働省発雇児第0206003号  

平成20年6月12日厚生労働省発雇児第0612002号  

平成20年6月23日厚生労働省発雇児第0623001号  

平成21年1月29日厚生労働省発雇児第0129001号  

平成21年6月29日厚生労働省発雇児第0629004号  

平成21年10月1日厚生労働省発雇児1001第1号  

平成22年1月28日厚生労働省発雇児0128第2号  

平成22年 月 日厚生労働省発雇児   第 号  

略  
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置費（児童家庭局所管施設）等国庫負担金及び児童福祉事業対策費等国庫補助  

金について」は廃止する。   

ただし、平成10年度分以前の取扱いについては、なお従前の例によるものとする。  
（通則）   

この交付要綱は、厚生労働省所管補助金等交付規則（平成12年要義箸令第6号）  
第2条の規定に基づき、「児童福祉法による児童入所施設措置費等国庫負担金」  
の交付について定めることを目的とする。  

第1 用語の意義  
次に掲げる用語の意義は、それぞれ各号に定めるところによること。  

1「措置費等」とは、都道府県、指定都市、中核市、児童相談所設置市、   
市町村又は児童相談所が児童福祉法（昭和22年法律第164号。以下「法」と   
いう。）第27条第1項第3号に規定する措置、第22条第1項に規定する   
助産の実施、第23条第1項に規定する母子保護の実施又は第33条第1項及   
び第2項に規定する児童の一時保護業務を行った場合における法第50条第  

6号、第6号の3、第7号及び第8号又は第51条第2号に規定するその児   
童等の入所後又は委託後の保護又は養育につき法第45条の最低基準を維持   

するための費用（別に定める一ところにより助産施設におけると同様の取扱   

いをする厚生労働大臣が設置する国立高度専門医療センター及び独立行政   

法人国立病院機構の設置する医療機関（以下「国立高度専門医療センター   

等」という。）については、入所後の助産に要する費用とする。）をいい、  
これを次の費目に分けるものとする。   
（1）事務費 児童福祉施設（以下「施設」という。）及び児童相談所が設  

ける一時保護所を運営するために必要な職員の人件費その他事  

務の執行に伴う諸経費をいう。   
（2）事業費 事務費以外の経費であって、施設に入所し、又は里親に委託  

されている児童等（ただし、措置が停止されている児童を除  
く。）若しくは一時保護所に一時保護されている児童等に直接  
必要な諸経費を総称したものをいう。   

2 「定員」とは都道府県、指定都市、中核市、児童相談所設置市及び市町  
村以外の者が設置する施設にあっては、都道府県知事又は指定都市、中核  
市若しくは児童相談所設置市の市長が認可した定員（母子生活支援施設に  

ついては世帯数とする。この項において以下同じ。）をいい、都道府県立、  
指定都市立、中核市立、児童相談所設置市立及び市町村立（指定都市及び  
中核市を除く。以下同じ。）の施設にあっては、その都道府県、指定都市、  
中核市、児童相談所設置市及び市町村の条例等で定めた定員をいう。  

（通則）   

この交付要綱は、厚生労働省所管補助金等交付規則（平成12年要請令第6号）  

第2条の規定に基づき、「児童福祉法による児童入所施設措置費等国庫負担金」  

の交付について定めることを目的とする。  

第1 用語の意義   
次に掲げる用語の意義は、それぞれ各号に定めるところによること。   

1 略  

tl  

2  略  

中核市若しくは児童相談所設置市  ただし、都道府県知事又は指定都市   
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の市長が暫定定員を定め  たときは、その暫定定員をいう。  
3  略  3 「保護単価」とは、措置児童等の1人当たりの事務費及び事業費の月額   

（一時保護所にあっては、その→時保護所の運営に必要な事務費及び事業   

費の年額）その他の単価であって、第3に定めるところにより都道府県   
知事又は指定都市、中核市若しくは児童相談所設置市の市長がその施設、   

里親及び一時保護所について設定したものをいう。  

4 「支弁額」とは、保護単価に、その月の定員、措置人員その他の員数を  
乗じて得た値であって、第4に定めるところにより施設又は里親に対し各  
月算定して支弁しなければならないもの及び一時保護所費をいう。  

5 「地域区分」の適用範囲については、次によるものとする。  
（1）．「17／1q製 とは、一般職の職員の給与に関する法律（昭和25年法律第95   

号）第11条の3の規定に基づく人事院規則9－49（以下「人事院規則」という。）   

坦剋別表（以下「坦剋別表」という。）第旦の支給割合が週とされてい   
る地域とする。  

（2）「迎」とは、人事院規則坦匙別表第旦の支給割合が旦型廷旦とされてい  

る地域とする。  

（3）「12／100」とは、人事院規則坦剋別表第旦の支給割合がユ呈廷些とされてい   

る地域とする。  

4  略  

5 「地域区分」の適用範囲については、次によるものとする。  
（1）「持／100」とは、一般職の職員の給与に関する法律（昭和25年法律第95   

号）第11条の3の規定に基づく人事院規則9－49（以下「人事院規則」という。）   
別表（以下「別表」という。）第⊥の支給割合が二塾塑とされている地域とす   
る。  

（2）「上皇（土壁」とはこ人事院規則別表第⊥の支給割合が三墾塑とされている地域   

とする。  

（3）「12／100」とは、人事院規則別表第⊥の支給割合が三墾塑とされている地域   
及び東久留米市とする。  

〔姐 「11ハ00」  とは、人事院規則附則別表第2の支給割合が11／100とされてい   

旦碓域勒  

（旦）「10／100」とは、人事院規則附則別表第旦の支給割合が迎△塑とされてい  
る地域及び習志野市、八千代市、小金井市、東久留米市、逗子市、摂津市  

（4）「10／100」  とは、人事院規則別表第1及  び附則別表第1の支給割合が四級地  
とされている地域及び習志野市、八千代市、小金井市、綾瀬市、座間市、逗  
子市、摂津市、大東市、広島県府中町とする  とする。  

〔弘「9／1PO」とは、．郷   
地域及び綾瀬市、座間市とする。  

（削除）  

（与）「8／100」とは、東大和市、  松原市とする。  （ヱ）「8／100」とは、  人事院規則附則別表第2の支給割合が8／100とされている  
担域及び大東市とする。  

（削除）   （8）「7／100」とは、  東大和市、松原市とする。  
（旦）「6／100」とは、人事院規則別表第1及び附則別表第1  の支給割合が五級地  （旦）「6／100」とは、人事院規則附則別表第旦の支給割合が卓也建とされている   

地域及び狭山市、新座市、鳩ヶ谷市、富士見市、ふじみ野市、埼玉県三芳   
町、蕨市、大阪狭山市、大阪府忠岡町、川西市とする。  

（10）「5／100」とは、ノ卿／100とされている   

地域及び伊勢原市、神奈川県寒川町上する。  

（基）「匙担旦」とは、人事院規則附則別表第2の支給割合が3／1POとされている  

富士見市、ふじみ野市  とされている地域及び狭山市、新座市、鳩ヶ谷市  
埼玉県三芳町、蕨市、伊勢原市、神奈川県寒川町、大阪狭山  市、大阪府忠岡  
町、川西市とする。  

（削除）  

（ヱ）「迎担」とは、人事院規則別表第1及び附則別表第1   の支給割合が六級地  
とされている地域及び長岡京市とする。  

（旦）「その他」とは（1）から（ヱ）以外に属する地域とする。  
地域及び長岡京市、広島県府中町とする  

（1呈）「その他」とは（1）から（11）以外に属する地域とする   



6 「義務教育諸学校」とは、学校教育法（昭和22年法律第26号）に規定す   
る′J、学校（特別支援学校の小学部を含む。）及び中学校（中等教育学校前期   
課程並びに特別支援学校の中等部を含む。）をいい、「高等学校」とは、   
学校教育法に規定する高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。）をいう。  

7 「助産施設」には、妊産婦を入所させる国立高度専門医療センター等を   
含むものとする。  

8 「児童養護施設における乳児」とは、法第27条第1項第3号による入所   
の措置が行われた日の属する月の初日において1歳に達していない児童を   

いい、その児童がその年度中に1歳に達した場合においても、その年度中   
に限り乳児とみなすものとし、「児童養護施設における1・2歳児」とは、   
入所の措置が行われた日の属する月の初日において1歳以上で3歳に達し   

ていない児童をいい、その児童がその年度中に3歳に達した場合において   
も、その年度中に限り2歳とみなすものとし、「児童養護施設における年少   
児」とは、就学前の措置児のうち乳児及び1・2歳児を除いたものをいう。  

9 「母子生活支援施設の保育室における3歳未満児」とは、法第23条第1  
項による母子保護の実施が行われた日の属する月の初日において3歳に達  
していない児童をいい、その児童がその年度中に3歳に達した場合におい  
ても、その年度中に限り3歳末満とみなすものとする。  

10 「乳児院における2歳未満児」とは、法第37条本文の規定による入所の  
措置がとられた目の属する月の初日において2歳に達していない児童をい  
い、その児童がその年度中に2歳に達した場合においても、その年度中に  
限り2歳末満とみなし、「乳児院における2歳児」とは、入所の措置がとら  
れた日の属する月の初日において2歳以上で3歳に達していない児童をい  
い、▲その児童がその年度中に3歳に達した場合においても、その年度中に  
限り2歳とみなし、「乳児院における3歳以上児」とは、措置児のうち2歳  
未満児及び2歳児を除いたものをいう。  

11「児童自立生活援助事業所」とは、法第6条の2第1項による事業を行う   
住居をいう。（以下「自立援助ホーム」という。）  

12 「小規模住居型児童養育事業所」とは、法第6条の2第8項による事業を   
行う住居をいう。（以下「ファミリーホーム」という。）  

6 略  

9 略  

10 略  
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改正後   現行   

第2 国庫負担額等   第2 国庫負担額等   
1略  1国庫負担の基本額  

この国庫負担金は、各年度においてその地方公共団体における支弁総額  
（個々の施設等に対する各月の支弁額の年間の合計額の全施設等の合計額  

をいい、その額が、その地方公共団体が児童等の措置等のために要した実  

支出額（当該費用のための寄付金があるときは、その寄付金の額を控除す  
るものとする。）を超えるときは実支出額とする。）から当該年度におけ  
る第5に定める徴収金基準額を控除した額を基本額として負担するもので  
あること。  

2i略  2負担額及び負担区分  
国は、1により算定した国庫負担の基本額に対し、法第53条の規定によ  

りその2分の1に相当する額を負担するものであること。  
なお、国、都道府県、指定都市、中核市、児童相談所設置市又は市町村  

は、法第50条第6号、第6号の3、第7号、第7号の3及び第8号、第51  
条第2号、第53条、第55粂及び第59条の，4に規定により、次の表に掲げる区  
分によりそれぞれの措置費等を負担するものであること。  

N 

経費の種別措置等主体の区分入所先 堅区分 

市国  所設及1／4 l／41／2  
母子生活支援 

施設及び助産 都道府県立施設 l／21／2  
施設の措置費都道府県、指定都都道府県立施設  

等 市、中核市 市町村立施設及 1／21／2  
び私立施設  

その他の施設都道府県、指定都都道府県立施設  

里親の措置費市、児童相談所設市町村立施設及 1／21／2  
等 置市 び私立施設  

一時保護所の都道府県、指定都児童相談所  

措置費等 市、児童相談所設（一時保護施設） 1／21／2  
置市  

3略  3国庫負担金の概算払  
国は、必要があると認める場合においては、国の支払計画承認額の範囲  

内において概算払をすることができるものであること。  

4 略   4国庫負担金の返還  

国は、交付すべき国庫負担金の額を確定した場合において、既にその額  

を超える国庫負担金が交付されているときは、期限を定めて、その超える  

部分について国庫に返還することを命ずるものであること。  
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第3 保護単価その他の支弁基準の設定方法  
1保護単価その他の支弁基準の関係者への通知  

都道府県知事又は指定都市、中核市若しくは児童相談所設置市の市長は、  
それぞれの監督に属する施設及び里親について、次の2から4までに定め   
るところによりその年度における措置費等の保護単価その他の支弁基準を  

設定しなければならないこと。  

この場合において、都道府県知事又は指定都市、中核市若しくは児童相   
談所設置市の市長はその保護単価その他の支弁基準について市町村長、施   
設の長、里親に対し通知する措置を講ずること。  

2 事務費の保護単価の設定方法  
（1）児童養護施設、児童自立支援施設、情緒障害児短期治療施設、乳児院、  

母子生活支援施設、自立援助ホーム及びファミリーホームのその年度に  
おける措置児童等1人当たり（母子生活支援施設については1世帯当た  
り）の事務費の月額保護単価の設定は、個々の施設ごとにその所在する  
地域、定員等により定まる別表1の事務費の保護単価表の1一般分保護  
単価（別表2の職種別職員定数表等に基づき算定した額）をそのまま設  

定するものとし、その施設が次表第2欄に掲げる場合に該当するときは、  
それぞれ同表の第3欄に定める加算分保護単価を加算した額をもってそ  

の施設の事務費の保護単価とすること。  

錦   

1  
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改正後   現行   

略  単価の名称  設定の条件  適用される単価  

第1欄  第  2  欄  第 3 欄  
1ノト規模施設加算  

分保護単価   2のその施設の職員の定数表  
の「児童指導員、保育士」の  
欄のただし書に掲げる職員が  
おかれている場合   

2職業指導員加算  

分保護単価   援施設であって、別表2のそ  
の施設の職員定数表に掲げる  
「職業指導員」が別に定める  

基準によりおかれている場合   

3母子生活支援施母子生活支援施設であって、  
設保育士加算分別表2のその施設の職員の定  

保護単価  数表に掲げる「保育士」がお   

かれる場合  価  

4母子生活支援施  

設母子指導員加  

算分保護単価   

がおかれている定員20世帯の  
施設の場合   

5母子生活支援施  

設少年指導員兼  

事務員加算分保  

護単価   事務員」がおかれている定員  
20世帯以上の施設の場合   

6寒冷地加算分保  

護単価   する法律（昭和24年法律第200  

号）及び寒冷地手当支給規則  
（昭和39年総理府令第33号）  

に定める地域に所在する場合   



改正後   現行   

略  

単価の名称  設定の条件  適用される単価  

第1欄  第  2  欄  第 3 欄  
7事務用採暖費加  別表1の事務費の保護単価表の  

算分保護単価   2加算分保護単価の（26）事務用  

採暖費加算分保護単価  

8単身赴任手当加  

算分保護単価   た保護単価  

9民間施設給与等  

改善費   以外ノの施設の場合ただし、昭  

和46年7月16日社庶第121号社  

会局長、児童家庭局長通知に  

いう社会福祉事業団等（以下  

「社会福祉事業団等」という。）  

経営の施設を除く。   年指導員兼事務員加算分保護単  

価、寒冷地加算分保護単価、単  

身赴任手当加算分保護単価及び  

事務用採曖費加算分保護単価の  

加算が行われる場合においては、  
それらの単価を加算した額）×  
別に定める基準による加算率（た  
だし、加算率については別に定  
めるところにより、全部又は一  
部を減ずることができる。）  

10除雪費   豪雪地帯特別措置故（昭和37  
年4月5日法律第73号）第2  
条第2項の規定に基づく地域  
に所在する地方公共団体の経  
営する施設以外の施設の場合   

11降灰除去費   活動火山対策特別措置法（昭  
和48年7月24日法律第61号）  
第12粂第1項の規定に基づく  
降灰防除地域に所在する施設  
の場合   

司  
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（2）略  （2）児童養護施設の乳児加算分、1・2歳児加算分、年少児加算分、特別   
指導費加算分及び看護師加算分、児童養護施設及び乳児院の指導員特別   
加算分、児童養護施設、乳児院、児童自立支援施設及び母子生活支援施設   

の心理療法担当職員雇上費加算分、児童養護施設、乳児院、児童自立支援   

施設、母子生活支援施設及び情緒障害児短期治療施設の個別対応職員加算   
分及び基幹的職員加算分、児童養護施設、児童自立支援施設、乳児院及び   
情緒障害児短期治療施設の家庭支援専門相談員加算分及び小規模グループ   

ケア担当職員加算分、児童養護施設、児童自立支援施設、情緒障害児短期   
治療施設、ファミリーホーム及び里親の学習指導費加算分、乳児院（定員   

50人以上）の家庭支援専門相談員加算分、母子生活支援施設の特別生活指   
導費加算分、夜間警備体制強化加算分、保育機能強化加算分及び母子生活   
支援施設（定員40世帯以上）の母子指導員、少年指導員加算分、ボイラー   

技士雇上費加算分、一時保護所の処遇促進加算分の保護単価は、別表1の   
事務費の2加算分保護単価をそのまま設定するものとすること。  

なお、別に定める基準により施設機能強化推進費、入所児童（者）処遇   
特別加算費を必要とするものと認定された場合はその認定額を加算するも   

のとすること。  

（3）（1）により保護単価が設定されたときは、これをそゃ年度の当初の月に   

係る事務費の支弁から適用するものとし、その後においてその年庚申に   
その施設の定員の改定等があった場合においては、その改定のあった日   
の属する月の翌月分（その月の初日にその改定があったときはその月   

分）の支弁から、（1）の方法により、その施設の保護単価を改定すること。  
（4）施設が新設される場合において、その開所する月（施設の開所は各月   

の初日から行うものとする。）の前月分の事務費の保護単価は、（1）の方   
法に準じて設定するものとすること。  

（3）略  

（4）略  

3 略  3 事業費の保護単価の設定方法   

事業費の保護単価の設定は、第4の2の表の（2）から（22）までに掲げる事業   

費の各費目の保護単価をそのまま設定すること。   

4 措置費等の支弁基準の設定方法  
2及び3により保護単価を定めたときは、措置費等の各費目ごとのその   

保護単価による支弁要件、その使途及び各月の支弁額の算式に関する事項   

を定めた支弁基準を設定するものとすること。   
この場合における支弁基準の設定は、第1及び第4に掲げる事項に必要   

な補正を加えてそのまま設定すれば足りること。   

4 略  



改正後  

第4 各月の支弁額の算式及び支弁の方法   

1 地方公共団体の支弁義務  

地方公共団体は、法第50条第6号、第6号の3、第7号、第7号の3、   
第8号及び第51条第2号の規定によりその施設等に対し、2及び3に定め   
るところにより算定した事務費及び事業費の費目の種類ごとの支弁額を合   

算した額を、その月の措置費等の支弁額として支弁しなければならないこ  

と。  

2 措置費等の費目の使途及び各月の支弁額の算式  
児童養護施設、児童自立支援施設、情緒障害児短期治療施設、乳児院、   

母子生活支援施設、助産施設、自立援助ホーム、ファミリーホーム、里親  
又は一時保護所に対する措置費等の費   

目の種類は、次表第1欄に掲げるとおりとし、それぞれの費目の種類ごと   
の支弁対象児童等、その経費の使途及びその各月の支弁額の算式は、同表  
の第2欄から第4欄に掲げるとおりとすること。  

第4 各月の支弁額の算式及び支弁の方法   

1 略  

2 措置費等の費目の使途及び各月の支弁額の算式   

略  
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改正後  現行  

費目  費目  
の種   支弁対象児童等   経費の使途   各月の支弁額の算式  の種  支弁対象児童等  経費の使途   各月の支弁額の算式  
類第  第  2  欄   第 3 欄   第  4  欄  類第  第  4  欄  
1欄  1欄   

胞  児童養護施設、児童  施設等を運営  （1）次のアからツまでにより算定した額  池  児童養護施設、児童  施設等を運営  （1）次のアからツまでにより算定した額  
事  の合算額  事  

部を含む）、情緒障  要な職員の人  ア 略  部を含む）、情緒障  要な職員の人  ア 乳児院、自立援助ホーム及びフア  
務  務  ミリホーム以外の施設については次  

（通所部を含む）、  務の執行に伴  （通所部を含む）、  務の執行に伴   の算式（1）、乳児院については算式  
費   費   （2）、自立援助ホーム及びファミリー  

援施設、自立援助ホ  援施設、自立援助ホ  ホームについては算式（3）により算定  
ーム、ファミリーホ  ーム、ファミリーホ  した額。ただし、その月初日におい  
ーム、里親又は一時  ーム、里親又は一時  てその施設に対し、2以上の支弁義  
保護所（一時保護の  保護所（一時保護の  務者がある場合における各支弁義務  
委託を受けた施設を  委託を受けた施設を  者の支弁額の算定は次の算式（生）（関  

含む。）   含む。）   係支弁義務者が協議を行い、各支弁  
義務者が措置児童数等にかかわらず、  
支弁すべき人員（いわゆる協定人員）  
を定めて支弁することとしていると  
きは算式（5））によって算定した額と  
する。  

算式（1）  

その施設の月額保護単価×その施  
設の定員（（通所部の場合は通所部  
の定員）（その月初日において私的  
契約児があるときは、その数を控除  
した数））  

算式（2）  

2歳未満児の月額保護単価×［定  
員（その月初日において私的契約児  
があるときは、その数を控除した数）  
ーその月初日の2歳児措置児数－そ  
の月初日の3歳以上児措置児数］＋  
2歳児の月額保護単価×その月初日  
の2歳児措置児数＋3歳以上児の月  
額保護単価×その月初日の3歳以上  
児措置児数  
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改正後  現行  

費目  
の種   支弁対象児童等   経費の使途   各月の支弁額の算式  

費目  
の種  支弁対象児童等  経費の使途   各月の支弁額の算式  

類第  第  2  欄   第 3 欄   第  4  欄  類第  第  4  
1欄  1欄   

欄  

幽 事  幽 事  算式（3）  

務  
その施設の月額保護単価×その施  

務  設のその月初日の現員（その月初日  

費  
において私的契約児及び家庭裁判所  

費  からの補導委託児等があるときは、  
その数を控除した数）  

算式（4）  

その施設の月額保護単価×その施  
設の定員（その月初日において私的  
契約児があるときは、その数を控除  
した数）×支弁率  

その支弁義務者の支弁すべき  

その月初日の措置児童数等又は世  
帯数  
その施設その月朝日の相手菅置児童  
数等又は世帯数  

算式（5）  

その施設の月額保護単価×その協  
定人員（その月初日において私的契  
約者があるときは、その数を控除  
した数）  

イ 略  イその月初日において、児童養護施  
設に乳児、1・2歳児又は年少児が  
それぞれ入所している場合には、次  
の算式により算定した額。  

算式  
乳児、1・2歳児又は年少児加算分  

月額保護単価×その月初日の乳児、  
1・2歳児又は年少児数  

・ 雄二恵三ニニニ  ー 竺一r■；ざ：一三王室ギ箪蚤＋杢∴■；ざ： 一重∴∴賞与ニモボ・′チゝ∴二   
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改正後  
現行  

嘉弁対警児童篇   寮費晋便意   嘉月の支雷額の算惑  
児童議  葉費晋使嶺   

し1ノ  
嘉月の支菅額の算扁  

事  し1ノ  

ウ略  事  
務  

務  
費  

費  

－■■▲  

N  

く．⊂〉  

エ略  

オ略  

カ略  

ヵ蒜萱鞄還蒜芸蒜  
算式  

キ略  



改正後  
現行  

費目  
の種  支弁対象児童等  経費の使途  各月の支弁額の算式  支弁対象児童等  各月の支弁額の算式   

類第  第3欄  第  4  欄  棟第第2欄  第  4  欄  

1欄  
1  

営  
（り  

算式   口  

務  
務  

費  ク略  費  
ク児童養護施設及び乳児院が別に定 、ては  

ケ略  
立 ∫  
ミ  

ては、次の算式によって算定した額。  
算式  

単  

コ略  
コ  

算式によって算定した額。  

サ略  

シ略  

対象とはしないこと。  
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改正後  現行  

費目  費目  
の種  弁対児童 費便   月の支額の算  の種  支弁対象児童等  経費の使途   
類第  各月の支ム額の算式  

類第  
1欄  第  4  

1欄   
欄  

凪  
事  

池  
事  

算式  

基幹的職員加算分月額保護単価×  

務  アの算式により算定した定員  
ス略  務  ス乳児院が別に定める基準に該当す  

費  
る場合においては次の算式によって  

費  算定した額。  
算式 

乳児院（定員50人以上）の家庭支  
援専門相談員加算分月額保護単価  
×アの算式により算定した定員  

セ略  セ母子生活支援施設が別に定める基  
準に該当する場合においては次の算  
式により算定した額。  

算式  
特別生活指導費加算分月額保護単  

価×アの算式により算定した定員  
ソ略  ソ母子生活支援施設が別に定める基  

準に該当する場合においては次の算  

式によって算定した額。  
算式  

夜間警備体制強化加算分月額保護  
単価×アの算式により算定した定員  

タ略  タ母子生活支援施設が別に定める基  
準に該当する場合においては、次の  

算式によって算定した額。  

算式  
保育機能強化加算分月額保護単価  

×アの算式により算定した定員  
チ略  チ母子生活支援施設が別に定める基  

準に該当する場合においては、次の  
算式により算定した額。  

算式  
母子生活支援施設（定員40世帯以  

上）母子指導員、少年指導員加算分  
保護単価×アの算式により算定した額  



改正後  現行  

費目   
費目  

支A対象児並等  経費の使途   各月の支弁額の算式  の種 支弁対象児童等    経費の使途   各月の支弁額の算式  

類第  第  4  欄  類第  第  4  欄  

欄   1欄   

団  ッ 凪  壬几ヽ ▼′－▲，  
に該当する場合においては次の算式  

事  
事  により算定した額．  

算式  

務  務  単身赴任手当加算分月額保護単価  

×アの算式により算定された定員  

費  （2）略  費  （2）施設が新設される場合における事務  

費の支弁額は、その開所する月の前月  
分の支払額は、次の算式により算定し  
た額とし、開所した月からは（1）による。  

ただし、その開所した日がその月の  
初日でなかった場合においては、本文  
の適用はない。  

算式  
その施設の月額保護単価（民間施  

設給与等改善費を除く。）×その施  
設の定員×0．5（半月分）  

（3）略  
（3）一時保護所の事務費の支弁額は、次  

のアからりまでにより算定した額の合  

算額とする。  
ア次により算出した利用定員が該当  

する保護単価。  
（［前年度の一時保護延べ人目／12  

月／30．4］（小数点以下第1位の数値  
を切り上げる）×1．205）（小数点以  
下第1位の数値を四捨五入）  

イその一時保護所が別に定める基準  
に該当する場合においては、次の額  
を加算する。  

一時保護所処遇促進加算分保護単価  

ウその一時保護所が国家公務員の寒  
冷地手当に関する法律（昭和24年法律  

第200号）の別表に定める支給地域に  

所在する場合  
一時保護所寒冷地加算分保護単価  

を加算した額。  

－  －  ■ 
－ 
．＿． 
∴，√ －．・て＿・で  － ．・∴＿ ， √モ・∴＿Jヤー ．∴ ・．・‾   
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改正後  現行  

費目  
費目  

の種  支弁対象児童等  経費の使途   各月の支弁額の算式  の種  支弁対象児童等  経費の使途   各月の支弁額の算式  
類第  第  4  欄  類第  
1欄   

第  4  欄  
1欄   

（4）略  （4）児童養護施設、児童自立支援施設、  
事  

事  情緒障害児短期治療施設及び乳児院に  

おいて暫定定員を超えて認可定員又は  
務  

務  条例等で定めた定員に達する範囲内で  

費  
一時保護を受託した場合、自立援助ホ  

費  ーム及びファミリーホームにおいて定  

貞に達する範囲内で一時保護を受託し  

た場合、知的障害児施設、第一種自閉  
症児施設、第二種自閉症児施設、盲児  

施設、ろうあ施設、肢体不自由児施設  
入所部、肢体不自由児療護施設及び重  

症心身障害児施設において認可定員又  

は条例等で定めた定員に達する範囲内  

で一時保護を受託した場合、及び肢体  

不自由児又は重症心身障害児を入所さ  

せる児童福祉法第7粂第6項に規定す  

る指定医療機関において一時保護を受  

託した場合のそれぞれの支弁額は、次  

の算式により算定した額とする。  

その施設の月額保護単価／30．4（10円  

未満の端数は切り捨て）×その月の受  
託延べ日数  

（注）受託施設が障害児施設又は指定医療  

機関である場合の施設の月額保護単価は平  

成19年12月18日厚生労働省発障第1218002  

号「障害児施設措置費（給付費等）国庫負  

担金について」において定める月額保護単  

価とする。  



改正後   現行   

略  
費目  
の種  各月の支弁額の 
類第  第  4  欄  

1欄   

（2）  

童自立支援施設（通  

所部を含む）、情緒  ァミリーホーム、里親、自立援助ホー  
障害児短期治療施  
設（通所部を含む）、  

乳児院若しくはフ  ただし、乳児院において別に定める  
アミリーホームの  基準により乳児院病虚弱等児童加算費  

入所児童、若しく  の加算が認められるときには算式（1）に  

は里親の委託児童、  より算定した額に次の算式（2）により算  

一時保護所（一時  定した額を加算する。  
保護委託を含む）  算式（1）  

般  次の表の一般生活費月額保護単価×  

その月初日の措置児童等数（適所部の  
場合は通所部の措置児童数とする。ま  
た、母子生活支援施設にあってはその  

月初日の入所者数とする。ただし、保  
入所児童   育室のある場合には3歳以上入所児童  

生  又は3歳未満入所児童数とし、次の表  
的諸経費  に掲げる単価をそれぞれ乗じて得た額  

を上記により算出した額に合算するも  

のとする。）  

の入所者   要する日常生  
活に必要な経  

括  常的諸経費  

母子生活支援施設  
の保育室における  
保育児童（保育機  
能強化事業の母子  
家庭の母等の児童  

費   食給食費、そ  
の他の児童に  
ついては副食  

給食費）  

句  

√・エモモニ・・ごニ‾、ヤ「ノ；竿幸：さ 
． 

∴よ喪二桓 よざ 
＿－   
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改正後   現行   

略  

ている児童又は母子生活支援施設に入所  
している児童が、情緒障害児短期治療施  
設又は児童自立支援施設に通所  
する場合については、次の算式により算  
定した額。  
算式  

（月額保護単価÷その月の開所日数）  
活  ×その月の通所した日数  

（注）10円未満の端数は切り捨てる。また、  
■「開所日数」とは、日曜日、国民の  
祝日及び休日を除いた日数をいう。  

（5）一時保護所（一時保護委託を含む）の  
場合次の算式により算定した額。  

費  
算式  

法第33条の規定により一時保護され  
る児童で生活費を必要とする延児童数 × 

1，560円（児童が乳児の場合、延児童  
数×1，800円）  

法第27粂第1項第3号の規定により  
措置される児童で被服の支給を必要と  
する延児童数×3，150円  

（ただし、6か月以内に措置の変更を  
する場合を除く）  

里親の委託児童  里親が一時的  
な休息の支援  
を受ける場合  
のその児童に  算式  
係る日常生活  
に必要な経常  別に定める基準による延児童数×  
的諸費用   5，500円  

ぎナ・・」－臆∴‾ぎ隼≠ 
．＿  釘奪還・ユー宿∴空室喜連警碧・こ三森∴牽こ⊥一豆過▲一成奪還・」－諒∴ぎ三」三言玄空▲一 ご 
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改正後   現行   

略  

費目 の種 類第  
1欄   

嘉月の支雪額の算蒜  

富  

碍  
受  

ム 
、ファミリーホ  

套   
よる児童数×。額85。。  

東 

（4） 乳 児  

等  
詣網野児童数（3歳未満児）×  

受  

入  

加 算 費  （5）  ≡一室壷  次の算式により算定した額の合算額。 算式 アその入所妊産婦が社会保険（ 
ア  ．＿  健康保険、日雇  

労働者健康保険、国民健康保険、船員保険、国  

点  
家公務員共済組合、公共企業体職員等共済組合、  
地方公務員等共済組合又は私立学校数職員共済  
組合等をいう。以下同じ。）の被保険者、組合  
員又は被扶養者である場合においては、診療報  

数  酬の算定方法（平成20年厚生労働省告示第59号。  
以下「診療報酬の算定方法」という。）及び入  
院時食事療養費に係る食事療養及び入院時生活 のの  

分   療養費に係る生活療養の費用額算定に関す  
る基準（平成18年厚生労働省告示第99号。以  
下「入院時食事療養費の算定基準」という。）  
に準じて算定した額から、その社会保険におい  
て給付が行われる額を控除した額。  

⊥
当
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改正後   現行   

略  
費目  

の種  各月の支弁額の算式  

類第  第  4  欄  

1欄   

（5）  助産施設の入所  

妊産婦  必要な事務費  酬の算定方法及び入院時食事療養費の算定基準  

助  及び生活諸経  に準じて算定した額。  

費   なお、別に定める基準により施設機能強化推  

産  進費（総合防災対策強化事業に限る。）を必要と  

点  するものと認定された施設（第二種助産施設に  

施  限る。）にあっては、その認定額を加算する。  

設  

数  注異常分娩のため第二種助産施設から  

基  入院する場合等については、この欄に掲  

げる経費のほか、医療費を支弁できるも  

本  のとし、その支弁要件、その使途及び各  

月の支弁額の算式については、この表の  

分  （14）の費目の項に定めるところによる。  

保  （ア）  分娩を取り扱った場合においては、ア  

イ  の入所妊  により支弁する点数分のほか、分娩介助料  
護  分 挽  として分娩児1人につき148，310円を限  

点  度として支弁できる。  

費   

以  胎盤鱒置料   胎盤の処置を他に委託した場合において  

外  はアにより支弁する点数分のほか、その  

の  実績を支弁して差し支えない。  
分  

（ウ）  新生児介補料  新生児の介補を行った場合においては  

新  アにより支弁する点数分のほか、新生児  
生  
児  介補料として分娩児1人当たり1日につ  
介  
浦  き3，810円を限度として支弁できる。  
料   

＿トへ＿土 ．′＿．ノ   肺 J坤iL＿ む一一丁て十 ▲ 上  8士⊥■⊥      ▲  ■  1■－iご＿√」て■ii‘－→＝r 



改正後   現行   

略  
費目  
の種  各月の支弁額の算式  
類第  第  4  欄  
1欄   

（5）  保険料   分娩を取り扱った場合においては、  

イ  アにより支弁する点数分のほか、医学  
的管理の下における出産について、特  
定出産事故に係る事故が発生した場合  

占 薮  において、出生者の養育に係る経済的  
萎  負担の軽減を図るための補償金の支払  

に要する費用の支出に備えるための保  
険契約（出生者等に対し、総額3，000万  
円以上の補償金を支払う契約）が締結  

宴  
されており、かつ、特定出産事故に関  
する情報の収集、整理、分析及び提供  
の適正かつ確実な実施のための措置を  
講じている場合に、その保険料相当額  
として、分娩児1人につき、30，000円  
を限度として支弁できる∩  

定した 
（6）  

情緒障害児短期治  
幼  ている児童であって、幼稚園就園に必要な  

しくはファミリー  入学金、保育料、制服等の実費（寄付金は  
ホームの入所児童  除く。）を合算した額。  

稚  
．立  

ただし、各自治体において幼稚園就園奨  
励費を補助している場合においては、その  
就園奨励費補助額を控除した額とする。  

園  

費   

児  
（7）  ただし、教材代、通学のための交通費、  

情緒障害児短期治  
療施設若しくはフ  

教  

入所児童又は里親  
の委託児童であっ  

ゴギ 日  に入学する児童があるときは算式（7）によ  
校又は特別支援学  
校の高等部に在学  て算定した額に加算する。なお、算式（ヱ）  

費   

支援学校の高等部  
1学年に入学する  めの交通費   
もの。  

⊥
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改正後   現行   

略  
費目  

の種  各月の支弁額の算式  

類第  第  4  欄  

1欄   

（7）  （4）部活動費  

（5）学習塾費  次の表の教育費学年別月額保護単価  

（6）児童自立  ×その月の学年別就学措置児童数  

教  支援施設の  

教材費  学年別小学校中学校特別支度学校  

（7）その児童  高等部  
虫  
日  の特別支  

援学校高等  

部入学に必  

費  要な学用品  

費等   その施設又は里親のその月における  

その措置児童の別に定めるところによ  

り教科書に準ずる正規の教材として学  

校長が指定するものの購入に必要な実  

費を合算した額。  

算式（3）  

その施設又は里親のその月における  

その措置児童であって、交通費の支給  

を必要と認めるものがあるときは、そ  

の児童が最も経済的な通常の経路及び  

方法により通学する場合のその普通旅  

客運賃の定期乗車券（定期乗車券のな  

い場合にあっては、これに準ずるも  

の。）の実費を合算した額  

算式（4）  

その施設又は里親のその月におけるそ  

の措置児童の中学生のうち部活動に入部  

している児童であって、部活動に必要な  

道具代、遠征費等の実費を合算した額。  

惑▲  ▲●占■L■／t′・■モLこrri∵、  ▲ 一，＿．．＿ ノ＿  
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改正後  現行  

費目  費目  
の種   支弁対象児童等  経費の使途   各月の支弁額の算式  の種  支弁対象児童等  経費の使途   各月の支弁額の算式  
類第  第  4  欄  類第  第  4  欄  
1欄   1欄   

（7）  算式（5）  （7）  算式（5）  

略  その施設又は里親のその月におけるそ  
の措置児童の中学生のうち学習塾に通っ  

教  教  ている児童であって、学習塾に必要な授  
業料（月謝）、講習会費等の実費を合算  
した額。  

算式（6）  算式（6）  

士  
略  

虫  
教材費月額保護単価小学校該当児  

胃  日  190円、中学校該当児270円×その月の  
児童自立支援施設の小学校又は中学校  
別該当措置児童数（ただし、算式（2）  
及び算式（3）の対象児童を除く。）  

算式（7）  算式（7）  

費  特別加算費年額保護単価58，500円×  費  特別加算費年額保護単価58，100円×  
特別支援学校の高等部第1学年入学措  特別支援学校の高等部第1学年入学措  
置児童数  置児童数  

（8）  略   略  （8）  

童自立支援施設、  
学  

療施設若しくはフ  徴収される実費を合算した額。  
校  校  

入所児童又は里親  
給  給  

て、学校給食を実  
食  食  

育諸学校又は特別  
費   費   

に在学中のもの∩   
（9）  略   略   略  （9）  児童養護施設、児童自  その児童の見  次の算式により算定した額の合算額  
見  見  立支援施設、情緒障害  学旅行に直接  算式  

学  児短期治療施設若しく  必要な交通費、   次の表の見学旅行費学年別年額保護  
旅  旅  単価×その月の学年別見学旅行参加措  
行  行  置児童数  
費  費   

校第6学年、中学校第  

3学年若しくは高等学  

校第3学年（特別支援   

⊥
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改正後  現行  

費目  費目  

の種  支弁対象児童等  経費の使途   各月の支弁額の算式  の種  支弁対象児童等  経費の使途   各月の支弁額の算式  

類第  第  4  欄  類第  第  4  欄  

1欄   1欄   

（9）  略  （旦）  見学旅行費保護単価表  

見  見  （措置児童（者）1人当たり）  

学  学年別 保護単価（年額）  

学 旅  旅  小学校第6学年  20．600円  

行  行  中学校第3学年  55，900円  

費   費   高等学校第3学年 108，200円  

旅行（通常の「見  （特別支援学校高等部を含む。）  

に参加するもの∩  

（10）  略   略   略  （10）  児童養護施設、児  その児童の入  次の算式によって算定した額の合算額  

入  入  童自立支援施設、  進学に際して  とし、4月分の措置費等として支弁する。  
進  進  情緒障害児短期治  必要な学用品  算式  

学  次の表の入進学支度金学年別年額保  

アミリーホームの  
入所児童又は里親  應繍置児童数  

学 憂  の委託児童であっ  （措置児童1人当たり）  

て、小学校第1学  学年別 保護単価（年額ト 
年に入学し、又は  巨小学校第1学年入学児童 39，500円 

中学校第1学年に  校第1学年進学児童 46．100円 

進学するものハ   

略   
（11）  次の算式によって算定した額の合算現。    （11）  に掲げる経  次の算式によって算定した額の合算観。  

費等として支弁する。  、   費等として支弁する。  
特  算式（1）  特  

略  ホーム若しくはフ  次の表の特別育成費公私別月額保護  

別  別  

太  
入所児童又は里親  

日  士 日  

て、別に定めると  
成  成  

学校に在学してい  保護単価（月額） 

費   費   22，270円 

校第1学年に入学  32．970円 

するもの。   教科学習費  
算式（2）  

（措置児童1人当たり） l公私別ll l国・公立高等学校1l l私立高等学校ll  

通学費等  
特別加算費年額保護単価畳む迎円×  （2）その児童   特別加算費年額保護単価58，100円×  

高等学校第1学年入学措置児童数  の高等学校  
入学に際し  
必要な学用  

品費等   

サあー■」 －】■■・－．  ・←－】■－か■■－－ ■  ノ  トん  － 
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改正後   現行   

費目  

略  の種  各月の支弁額の算式  

類第  第  4  欄  

1欄   

夏  

季  

等  夏季等特別行事費1件当たり保護単  
特  価3，000円×夏季等特別行事参加措置  
別  児童数  
行  
事  

費   

もので、その学校  
又は教育委員会が、  
当該学年の児童・  
生徒の全員を参加  
させて行う夏季等  

の臨海、林間学校  
等の行事に参加す  

るもの∩   
期  

末  
療施設、乳児院若  算式  

時  期末一時扶助費年額保護単価5，070  
扶  円×12月初日の措置又は一時保護児童  

助  数  
費   

の一時保護児童   
（14）  

童自立支援施設、  
医  その施設等のその月におけるその措置児  

療施設、乳児院、  童等につき、診療報酬の算定方法及び入  
ファミリーホーム  院時食事療養費の算定基準に準じて算定  

療  した額（その医療機関が社会保険の指定  

の措置児童等又は  医療機関であり、かつ、その措置児童等  
里親の委託児童又  が社会保険の被扶養者等である場合にお  

費   いては、その社会保険において給付が行  
時保護児童であっ  われる額を控除した額とする。）を合算し  
て疾病等により医  た額。  
師、歯科医師等に  なお、その措置児童等の看護、移送等  
よって診察、治療、  に要する費用についても健康保険法の取  

投薬、手術等の医  扱いの場合に準じて支弁して差し支えな  

療を受けるために   い。  

⊥
畠
－
 
 
 



改正後   現行   

略  
費目  

の種支弁対象児童等  各月の支弁額の算式  

類第第2欄  第  4  欄  
1欄  

（14）  

認められるもの。  

医 療  

費   

（15）  次の算式により算定した額の合算額  
童自立支援施設、  算式（1）  

職  

業   

補   

導  

費   にあってはこれに準ずるもの）の実費  
の委託児童であっ  算式（2）  

て義務教育を終了  職業補導費月額保護単価4，800円×そ  
した後、公共職業  の月の職業補導機関に通っている措置児童数  
訓練施設等の職業  
補導機関に通うも  
の∩   

（16）  

童自立支援施設（通  

所部を含む）、情緒  に入所している児童が情緒障害児短期治療施  
児  設又は児童自立支援施設へ通所する場合に  

設（適所部を含む）、  おいては、算式（2）により算定した額。  
乳児院、母子生曙  ただし、その支弁のできる期間は、10  

童  月分から翌年3月分までに限る。  
ファミリーホーム  算式（1）  

の入所児童等又は  次の表の児童用罪暖費銀地別月額保護  
用  単価×その月初日の措置児童等数  

算式（2）  

次の表の児童用採暖費叔地別月額保護  
採  単価÷その月の開所日数×その月の適所した日数  

（注）10円未満の端数は切り捨てる。また、  
「開所日数」とは、日曜日、国民の祝日  

曖  及び休日を除いた日数をいう。  

費   

1■  

」  
‘1  
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改正後  現行  

費目  費目  
の種  支弁対象児童等  経費の使途   各月の支弁額の算式  の種  支弁対象児童等  経費の使途   各月の支弁額の算式  
類第  第  4  欄  類第  第  4  欄  
1欄   1欄   

（16）  略  （16）  児童用採暖費保護単価表  
児  児  （措置児童等1人当たり）  

＿＝±二   ＿コ：ヒ：．   

施設種別児童養護施乳児院母唖読援  

役儀立 徽1髄  

激情 立働  
用  用  槻嘲 所凱情緒章  

ナ台痍施設、 老′顎郵托庶  

採  採  フ7ミ世ホーム 施設適所部  

、里親  
曖  暖  旧5級地6，820円7，210円1，130円  

旧4級地5．2205．660 960  

費  費  旧3級地3．3803．590 590  

旧2銀地2．5202．620 380  

その他の地域1．2601．260 190  

（注）この表の「旧5級地から旧2級地」までの級地区分は  

一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法  

律（平成16年法律第136号〉の施行（平成16年10月28日）  

前の国家公務員の寒冷地手当に関する法律第1条に定め  

る地域とし、「その他の地域」は旧5級地から旧2級地  

までの地域以外の地域とすることn  

（17）  略   略   次の算式（1）によって算定した額とし、  （17）  児童養護施設、児  （1）その児童  次の算式（1）によって算定した額とし、  
就  措置が解除される日の属する月の措置費  就  

等として支弁する。  情緒障害児短期治  し必要な寝  等として支弁する。  
職  ただし、別に定める基準に該当する場  職  

合においては、算式（2）によって算定した  アミリーホームの  類鄭：購入費  合においては、算式（2）によって算定した  
支  額を加算する。  支  

算式（1）  の委託児童であっ   の就職に際  算式（1）  
度  就職支度費1件当たり保護単価  度  

正L匹旦円×その月の就職による措置解  職するためその括  居費、生活  75，000円×その月の就職による措置解  
費  除児童数  費   費等   除霜童数  

算式（2）   ととなったもの。  算式（2）  

略  就職支度費1件当たり特別基準保護  
単価137，510円×その月の別に定める  
基準による就職による措置解除児童数  

⊥
会
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改正後  現行  

費目  費目  
の種  支弁対象児童等  経費の使途   各月の支弁額の算式  の種  支弁対象児童等  経費の使途   各月の支弁額の算式  

類第  第  4  欄  類第  第  4  欄  
1欄   1欄   

（18）  略   

略   次の算式（1）によって算定した額とし、  （18）  児童養護施設、児  （1）その児童  次の算式（1）によって算定した額とし、  
措置が解除される日の属する月の措置費  大  童自立支援施設、   の進学に際  措置が解除される日の属する月の措置費  

等として支弁する。  学  情緒障害児短期治  し必要な学  等として支弁する。  
進  ただし、別に定める基準に該当する場  

合においては、算式（2）によって算定した  進  療施設若しくはフ  用品及び参  ただし、別に定める基準に該当する場  
学  

学  アミリーホームの  考図書類等  合においては、算式（2）によって算定した  
額を加算する。  等  入所児童又は里親  の購入費  額を加算する。  

自  算式（1）  自  の委託児童であっ  （2）その児童  算式（1）  

立  大学進学等自立生活支度費支度費1  立  て、その児童が大  の進学に際   大学進学等自立生活支度費支度費1  

生  件当たり保護単価  生  学等へ進学するた   し必要な住  件当たり保護単価  
活  77，000円×その月の進学による措置解  活  めその入所の措置  居費、生活  75，000円×その月の進学による措置解  
支  ‾層頂竜数  支  費等   除霜音数  

度  度  算式（2）  

費  算式（2）  費   大学進学等自立生活支度費1件当た  
り特別基準保護  

略  単価137，510円×その月の別に定める  
基準による進学による措置解除児童数  

（19）  略   略  （19）  

童自立支援施設、  
情緒障害児短期治  

葬  葬  

自立援助ホーム若  額が450円を超えるときはその超える額  
祭  祭  を、自動車料金その他死体の運搬に要し  

ホームの入所児童  た費用の額が10，760円を超えるときは  
費   費   8，940円の範囲内においてその超える額  

童であって、死亡  を、それぞれ加算する。  
したもの（以下「死  算式  
亡児」という）   葬祭費1件当たり保護単価153，900  

（20）  略   略   略  円×死亡児数             （20）  児童自立支援施設  その児童の捜  その施設のその月におけるその児童に  

連  連  の措置児童であっ  索及びその児  つき捜索し又は連れもどす者の運賃、日  
れ  れ  て、その施設を逃  童を連れ戻す  当及び宿泊料につきその都道府県の旅費  
も  も  ために必要な  
ど  ど  経費   普通旅客運賃）とその児童の普通旅客運  

し 費  し 費   

賃、宿泊料とを合計した額にこれらの経  
費以外の特に要した費用があるときには  
これを加えた額の合算額。  

▲ 。＿  ．  ′懲煎・㌔■＿】■＿．  ▲  ＿   ▲   一  ． 仁＿－ ．▲  し．   せ、・▲  ‘＿   



改正後   現行   

略  
費目  

の種  各月の支弁額の算式  

類第  第  4  欄  

1欄   

（21）  次に掲げる経  

里里  費  ただし、算式（2）については、委託を開  

親親  （1）その児童  

受手  に係る委託  
託当  手当  ア里親手当  

支・  （2）新たに措  里親手当月額保護単価72，000円×  

度  置した際に  1人  

費   必要な経費   ただし、二人目以降は36，000円×そ  

の月の措置児童数  

イ専門里親手当  

専門里親手当月額保護単価123，000  
『 

円×1人  

ただし、二人目は87，000円×1人  

算式（2）  

里親受託支度費1件当たり保護単価  

4乙600円×新規委託措置児童数  

（22）  

受フ  た際に必要な  

託ア  経費   ファミリーホーム受託支度費1件当  

支ミ  たり保護単価4乙600円×新規委託措置  

度リ  児童数  

費蓼  

ホ  

】  

ム   

⊥
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3 定員外支弁の禁止  
事業費の各種目ごとの支弁額の算定に用いる措置人員の数には、やむを  

得ない特別の理由がある場合を除いては、その施設の定員を超える部分は  

算入しないものとすること。   

第5 徴収金基準額   

1 各月の基準額の算定方法  
各年度における徴収金基準額は、その措置児童等（母子生活支援施設に  

ついては入所世帯、助産施設については入所妊産婦とする。以下この項に  
おいて同じ。）単位に、表の施設種別及び各月初日（月の途中で入所した  

措置児童等についてはその月の初日。以下この項において同じ。）の措置  
児童等及びその措置児童等の属する世帯の扶養義務者（自立援助ホーム  

の入所児童の扶養義務者は除く。）の税額等による階層区分によって定ま  

る基準額（この額にその月のその措置児童等に係る次の2により算定した  

支弁額が満たない場合においては、その支弁額とする。）により算定した  
額の年間の合算額とすること。  

2 各月の支弁額の算定方法  
児童養護施設、児童自立支援施設（通所部を含む）、情緒障害児短期治  

療施設（通所部を含む）、乳児院、母子生活支援施設、自立援助ホーム、  

ファミリーホーム又は里親の各月のその措置児童等1人当たり又は1世帯  
当たりの支弁額は、次の算式（1）により算定した額とすること。  

ただし、その措置児童等の在籍日数が1カ月未満であるときは、算式（2）  

によるものとすること。  

なお、民間施設給与等改善費、施設機能強化推進費、単身赴任手当加算   
費、入所児童（者）処遇特別加算費、除雪費、降灰除去費、里親手当及び保  

育機能強化加算費は、徴収の対象とはならないこと。  
算 式（1）  
その施設の事務費の月額保護単価（乳児、1・2歳児、年少児、特別指   

導費及びボイラー技士雇上費の単価を含み、民間施設給与等改善費、施設   
機能強化推進費、単身赴任手当加算費、入所児童（者）処遇特別加算費、除   

雪費、降灰除去費、保育機能強化加算費の単価を除く。次の算式（2）にお  

いても同じ。）＋事業費の各費目（里親手当除く。次の算式（2）において  

も同じ。）のその月におけるその措置児童等につきその支弁した額の合算   

額  

3 略  

第5 略  

ご■  
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算 式（2）   

［（事務費の月額保護単価＋事業費の各費目のうち月額保護単価により   

支弁した額の合算額）÷その月の目数］×その月の措置児童等在籍日数＋   

月額保護単価により支弁した費目以外の事業費の支弁した額の合算額   

第6 端数計算の方法  

この国庫負担金における金額の計算課程において、ある金額をある数値で   

除し、又はある金額にある数値を乗じて計算した場合の金額に1円未満の端   

数を生じたときは、その端数金額が生じた長那皆においてこれらを切り捨てる   

ものとすること。  
ただし、診療報酬の算定方法及び入院時食事療養費の算定基準に準じて算   

定する場合においてはその定めるところによるものとすること。   

第7 保護単価等の特例措置   

都道府県知事又は指定都市、中核市若しくは児童相談所設置市の市長は、   

特別の事由があるため、この交付要綱に定める保護単価、徴収金基準額その   
他この交付要綱に定める支弁及び徴収の要件によることが適当でないと認め   

られるときは、その事実につき厚生労働大臣の承認を得て、別に定めるとこ   

ろによって支弁することができるものとすること。   

第8 児童養護施設に移行した法改正前の虚弱児施設の経過措置  
児童福祉法の一部改正（平成9年法律第74号）により、児童養護施設へ移   

行することとなった虚弱児施設については、厚生労働大臣の承認を得て、別   
に定めるところによって支弁することができるものとすること。  

第6 略  

第7 略  

第8 略  

第9 保護受託者の廃止に伴う経過措置  
児童福祉法の一部改正（平成16年法律第153号）により、廃止することと  

なった保護受託者については、改正法の施行の際現に保護受託者に委託され  

ている児童がいる場合は、委託期間が満了するまでの間は従前の例により支  

弁することができるものとする。   

第9 略  



改正後   現行   

略   
表 児童入所施設徴収金基準額表  

母子生活支援施設  
児童自1一、。  

各月初日の措置児童等の属する世帯の階層区分  入所施設  棚卸  
自立援助ホーム  

階層  定  義  徴収金基準額  徴収金基準額  

区分  （月額）  （月額）  

生活保護法による被保護世帯（単給世  

帯含む）及び中国残留邦人等の円滑な  

A    帰国の促進及び永住帰国後の自立の支  0円   0円  
援に関する法律による支援給付受給世  

帯  

B  A階層を除き当該年度分の市町村民税  2，200   1，100  

非課税世帯  

A階層及びD階層  

Cl   を除き当該年度分  4，500   2，200  

の市町村民税の課  

税世帯であって、  

その市町村民税の  6，600   3，300  

額の区分が次の区  

分に該当する世帯   

Dl  A階層及びB階層  9，000   4，500  

を除き前年分の所  13，500   6，700  

得税課税世帯であ  40，000円まで  
って、その所得税  18，700   9，300  

の額の区分が次の  70，000円まで  

区分に該当する世  29，000   14，500  

帯   183，000円まで  

その月のその措置  

D5  

児童等にかかる措  

183，001円から  
403，000円まで  

その額が411200円  

を超えるときは  

41，200円とする。）   20，600  

r▼  
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改正後   現行   

その月のその措置  

略  
児童等にかかる措  

403，001円から  

D6  703，000円まで  
その額が54，200円  

を超えるときは  

54，200円とする。）   

その月のその措置  

児童等にかかる措  

703，001円から  

D7  1，078，000円まで  
その額が68，700円  

を超えるときは  

68，700円とする。）   

その月のその措置  

児童等にかかる措  

1，078，001円から  

D8  1，63乙000円まで  

その額が85，000円  

を超えるときは  

85，000円とする。）   

その月のその措置  

児童等にかかる措  

1，632，001円から  

D9  2，303，000円まで  
その額が102，900  

円を超えるときは  

102，900円とする。）   

その月のその措置  

児童等にかかる措  

2，303，001円から  

DlO  3，117，000円まで  
その額が122，500  

円を超えるときは  

122，500円とする。）   



改正後  現行  

その月のその措置  その月のその措置  
児童等にかかる措  児童等にかかる括  

3，117，001円から    置費等の支弁額   費等の支弁額（全  3，117，001円から    置費等の支弁額   
Dll  4，173，000円まで  （全額徴収。ただし、  Dll  4，173，000円まで  （全額徴収。ただし、  

その額が143，800  その額が143，800  
円を超えるときは  円を超えるときは  
143，800円とするハ）   71．900円とする∩）  143．800円とする∩）   
その月のその措置  その月のその措置  
児童等にかかる措  児童等にかかる措  

4，173，001円から    置費等の支弁額   費等の支弁額（全  4，173，001円から    置費等の支弁額   
D12  5，334，000円まで  （全額徴収。ただし、  D12  5，334，000円まで  （全額徴収。ただし、  

その額が166，600  その額が166，600  
円を超えるときは  円を超えるときは  
166，600円とするn）   166．600円とする。）   
その月のその措置  その月のその措置  
児童等にかかる措  児童等にかかる捨  

5，334，001円から    置費等の支弁額   費等の支弁額（全  5，334，001円から    置費等の支弁額   
D13  6，67も000円まで  （全額徴収。ただし、  D13  6，674，000円まで  （全額徴収。ただし、  

その額が191，200  その額が191，200  
円を超えるときは  円を超えるときは  
191．200円とするn）   95．600円とする∩  191200円とする）   

D14  6，674．001円以上  全額徴収   全額徴収  D14  

1略  
6，674．001円以上  全額徴収  全額徴収   

1この表のCl階層における「均等割の額」とは、地方税法（昭和25年法律  
第226号）第292粂第1項第1号に規定する均等割の額をいい、C2階層にお  
ける「所得割の額」とは、同項第2号に規定する所得割（この所得割を計算  
する場合には、同法第314粂の7、第314粂の8、同法附則第5条第3項及び  
第5粂の4第6項の規定は適用しないものとする。）の額をいう。  

備  備  なお、同法第323条に規定する市町村民税の減免があった場合には、その  
額を所得割の額又は均等割の額から順次控除して得た額を所得割の額又は均  
等割の額とする。  

2この表のDl～D14階層における「所得税の額」とは、所得税法（昭和40年  2この表のDl～D14階層における「所得税の額」とは、所得税法（昭和40年  
法律第33号）、租税特別措置法（昭和32年法律第26号）及び災害被害者に対  法律第33号）、租税特別措置法（昭和32年法律第26号）及び災害被害者に対  
する租税の減免、徴収猶予等に関する法律（昭和22年法律第175号）の規定  する租税の減免、徴収猶予等に関する法律（昭和22年法律第175号）の規定  
によって計算された所得税の額をいう。  によって計算された所得税の額をいう。  

ただし、所得税額を計算する場合には、次の規定は適用しないものとする。  ただし、所得税額を計算する場合には、次の規定は適用しないものとする。  
（1）略  （1）所得税法第78条第1項、第2項第1号、第2号（地方税法第314粂の7第1項第  

考  2号に規定する寄附金に限る。）、第3号（地方税法第314条の7第1項第2号  
に規定する寄附金に限る。）、第92粂第1項、第95粂第1項、第2項及び第3項  

考  （2）租税特別措置法第41条第1項、第2項及び第3項、第41条の2、第41条の3の2第4  （2）租税特別措置法第41条第1項、第2項及び第3項、第41条の2、第41条の3の2第4  
項及び第5項、第41粂の19の2第1項、第41条の19の3第1項及び第2項、第41  項及び第5項、第41粂の19の2第1項並びに第41条の19の5第1項  
粂の19の4第1項及び第2項並びに第41粂の19の5第1項  （3）租税特別措置法等の一部を改正する法律（平成10年法律第23号）附則第12条  

（3）略  3この表のイ入所施設」とは、児童養護施設、児童自立支援施設情緒障害  
3この表の「入所施設」とは、児童養護施設、‘児童自立支援施設、情緒障害  児短期治療施設、乳児院、助産施設、ファミリーホーム及び里親をいう  
児短期治療施設、乳児院、助産施設、ファミリーホーム及び里親をいう  

逼錮  

1  
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4 児童の属する世帯の階層がB階層と認定された世帯であっても、次に掲  

げる世帯である場合には、上表の規定にかかわらず、当該階層の徴収金基  

準額は0円とする。  

（1）「単身世帯」………扶養義務者のいない世帯  

（2）「母子世帯等」……母子及び寡婦福祉法（昭和39年法律第129号）第17粂  

に規定する配偶者のない着で現に児童を扶養している  

ものの世帯。  
（3）「在宅障害児（者）（社会福祉施設に措置された児童（者）、児童福祉法  

第24条の2により障害児施設を利用する児童、障害者自立支援法（平成17  

年法律第123号）第6条の自立支援給付の受給者（障害者自立支援法第5  

条第5項、第6項、第13項、第14項及び第15項のサービスに限る。）又は  
障害者自立支援法附則第22条の特定旧法受給者を除く。）のいる世帯」  

‥・次に掲げる児（者）を有する世帯をいう。  

ア 身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）第15条に定める身体障害  

者手帳の交付を受けた者。  
イ 療育手帳制度要綱（昭和48年9月27日厚生省発児第156号）に定める  

療育手帳の交付を受けた者。  

ウ 特別児童扶養手当等の支給に関する法律（昭和39年法律第134号）に  
定める特別児童扶養手当の支給対象児、国民年金法（昭和34年法律第1  

41号）に定める国民年金の障害基礎年金手当等の受給者。   

エ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和25年法律第123号）  

第45条に定める精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者。  

（4）「その他の世帯」…保護者の申請に基づき、生活保護法（昭和25年法  

律第144号）に定める要保護者等特に困窮している  

と児童福祉法第56条の規定による都道府県又は市  

町村の長が認めた世帯。  

5 同一世帯から2人以上の児童等が入所している場合においては、その月   

の徴収金基準額の最も多額な児童等以外の児童等については、その施設のこ   
の表の基準額に0．1を乗じた額をもってその児童等の基準額とする。   

ただし、平成18年10月1日以降において、措置児童等の属する世帯の扶養   

義務者が、児童福祉法第24条の2の障害児施設給付費を支給されている場合   
又は同一世帯の児童が障害者自立支援法第5条第7項の児童デイサービスを   
利用している場合、当該措置児童等の世帯に係る徴収金基準額については、  
「児童入所施設に係る徴収金基準額＋児童入所施設に係る徴収金基準額×0．1   

×（当該世帯における施設入所児童の人数－1）」を当該世帯に係る上限（当   
該世帯における施設入所児童のうち、徴収金基準額が全額徴収又は日割りで   

あること若しくは児童自立支援施設通所部、情緒障害児短期治頗施設通所部、  

「障害児施設措置費（給付費等）国庫負担金について（平成19年12月18日厚  

生労働省発障第1218002号厚生労働事務次官通知）（以下「1218002号通知」と  

いう。）」の別表4－1障害児施設徴収金基準額表（扶養  ）に定める   



知的障害児通園施設、難聴幼児通園施設及び肢体不自由児施・設通園部の徴収  

金基準額である場合は、当該世帯における施設入所児童の徴収金基準額の合  

算額を当該世帯の上限額とする。なお、児童福祉法第24条の2に定める障害  

児施設に入所している児童等に係る徴収金基準額は、障害者自立支援法附則  
第1条第2号に定める目前の児童福祉法に基づく1218002号通知の徴収金基準  

額とする。）とし、その額がその月の利用者負担額（児童福祉法第24条の7に  
規定する食事の提供に要した費用及び居住に要した費用並びに児童福祉法第24  

条の20に規定する障害児施設医療に係る利用者負担を含む利用者負担の上限  

額（実際に利用者負担として支払った額が上限額を下回る場合は当該支払った  

額とする。）をいう。以下同じ。）を上回る場合は、その額と障害児施設の利用  

者負担額との差額を児童入所施設に係る徴収金基準額とし、障害児施設の利用  

者負担額が当該世帯の上限額を上回る場合は、児童入所施設に係る徴収金基準  
額は0円とする。  

6 里親又はファミリーホームに委託されている児童及び母子生活支援施設に入  
所している児童が、児童自立支援施設又は情緒障害児短期治療施設へ適所する  
場合の通所に係る徴収金基準額は0円とする。   

7 助産施設における助産の実施については次のとおりである。  
（1）児童福祉法第22条に規定する助産の実施は、その妊産婦が次のいずれ   

かに該当するときは行わないものとする。   
ア その妊産婦の属する世帯の階層区分がD階層であるとき。ただし、  

真にやむを得ない特別の理由があるときはD階層のうち所得税の額が  
8，400円までの場合であっても差し支えない。   

イ その妊産婦の属する世帯の階層区分がA階層及びB階層である場合  
を除いて、その妊産婦が社会保険の被保険者、組合員又は被扶養者で  
その社会保険において出産育児一時金等の出産に関する給付を受ける  
ことができる額（以下「出産一時金」という。）が、390，000円以上で  
あるとき。  

（2）入所妊産婦に係るこの表の適用については、その出産一時金の額にB   
階層にあっては、20％、C階層にあっては、30％、D階層のうち所得税の   

額が8，400円までの場合にあっては50％をそれぞれ乗じて得た額をこの表   

の徴収金基準額に加えるものとする。  

なお、この表の徴収金基準額は、その入所した日 
の期間に係る基準額とみなす。  
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改正後   現行   

別表1   別表1   

事務費の保護単価   事務費の保護単価   
［児童1人（母子生活支援施設については1世帯）当たり〕表   ［児童1人（母子生活支援施設については1世帯）当たり】表   

1一般分保護単価   1一般分保護単価   

（1）児童養護施設   （1）児童養護施設   

地域区分   地域区分   
ユ旦∠ユ旦915／10012／10010／100 8／100 6／100   1辺迎 ユ旦∠ユ旦旦12／100 ユ」∠ぷ迫10／100 出迎   

定員   定員   
円  円   円   円   円   円   円   円  円   円   円   円   

30人まで  1岨 1j迫且坦 適⊥巡 遁軋≡L姐 適⊥退迫 逓五1遡   30人まで  ユ旦乙ユ盟 通過迎 適⊥む旦 遁鮎巳史 上姐丘担 通過   
31～ 40人  週且呈呈9 迅皇ヱ辺 迅⊇▲旦迎 ユAL旦鎚 1⊇且生娘 ユ週   31－・40人  1旦旦▲呈迎 適遇 遇 1旦呈．旦迅 1旦ユ．旦迎」週   

41～ 50  1旦避 退旦ユ至迫 遇 ⊥姐」遡 遇．雲矧11逃止姐   41－ 50  遇 j遇 1旦1▲旦麹 1旦1．旦迎 週臥1逓 1呈皇▲ユ旦9   

51～ 60  ユ呈⊇．裏坦 退 避坦 題坦 遇．生！旦 週呈且担   51～ 60  週呈．主立旦 週且退迫 ぷ迫且…坦 週1日旦 週且む担 1；迫▲旦建   

61－ 70  1呈旦旦迎 1呈旦．裂担 週 週互生遁 1呈旦且亘9 ⊥1旦且坦   61～ 70  ユ過 遇且坦 週呈上坦 j且乙≧長里 ユ2且旦坦 週   

71～ 80  避 退且迎 週 1】旦ぷ担 出色鍾9 11迅   71－ 80  週 1む．む旦 週毘迎 吏且邑迎 週 ⊥週   

81～ 90  ユ呈1．呈三旦 週迫 ユユ且旦；旦 通 過迫 1ユ⊥退坦   81～ 90  週旦且坦 迅 ユ過 月旦A娘 週迫 1ユ旦且⊇旦   

91～100  週迫 山A旦迫 1ユ呈A迅 1」且旦≧旦 1岨 超過迎   91～100  ⊥1且旦迎 11且旦旦旦 ユ⊥星且廷 吏⊥姐臣 ユ⊥旦ヱ担 ぷ迫且⊆坦   

101～‖0  ⊥1旦長辺 ⊥1且山辺 ユユ旦旦！迎 1旦旦．≧呈9 通過 ぷ迫且迎   101～110  ⊥1生ヱ旭 出且旦坦 ユユ且三三旦 ユ旦臥≡迫9 廻 ユ旦む！j迎   

111～120  週迫 ユユ⊥姐封 1姐週劉1姐起釧 ユ毯題劉 ユ出題   111～120  ユ」且週 足且11旦 避迫⊥迎 」J迫且辺 通過 』且旦迫   

121～130  ユユ呈ユ至坦 ユ姐 通運ヱ旦 週 進也裏迫 ぷ且旦坦   121～130  月⊥退坦 遇▲壁旦 ユ旦三丘迎 遇 j．堅L皇j坦 週且賀坦   

131～140  題坦 ⊥！迫且姐 1旦亘且邑9 1旦皇．生娘 題坦 週   131～140  』且芸迫 j且乙史坦 通過 ユ旦量」遡 1姐 題迫   

141～150  週且…坦 ユ旦巨．亘旦⊆ 遁皇且迎 皿甚担 遁⊥む建 玉迫且迅   141～150  週且辺 ぷ迫且建 ユ旦姐迎 遁迎 1旦呈．旦！遁 ユ旦呈且担   

151～160  剋迫 ぷ迫且担 ユ旦呈丘旦9 19乙≧j迫 遇．芸迫 旦旦』迎   151～160  ユ旦乙生ユ旦 週且1些 遇 週呈堅坦 週⊥坦 週⊥遇   

181～170  ユ旦乙皇祖 j旦亘題担 ユ過 適1且迫 戯坦  塑丘≡坦   †61～170  ユ旦邑ユ姐 ユ旦生且担 通過迎 迎且蚕追 出比丘建 過払堅迫   
171～180  題迫 1旦皇丘皇9 ユ旦呈止≧旦 1些．旦！坦  剋迫  旦乙旦担   171～180  ユ週旦 皿且迫 1！退避 1旦1」鮎坦 週且旦坦 ユ姐王＿辺   

181～190  遇且迎 週遇 遁L遇 ユ襲且相 良旦且盟 旦王且旦9   181～190  ユ史止迎 1姐 皿姐 適 職  5迫長辺   
191人以上  逓且亘迎1里長迎遁1▲遁9姐旦臥≧呈旦旦旦．ヱ皇旦   191人以上  玉垣ユ辺上姐エ9⊥1星旦1岨姐旦邑且；迫  

地域区分  地域区分   
3／100 その他   8／100 迅迫 6／100 出迎 3／100 その他   

定員   定員   
円    円   円   円   円   円   円   円   

30人まで  ユ旦1▲旦遁 遡   30人まで  ⊥星▲旦些 1堕遇 ⊥姐1呈旦 週 ユ量j遡 遇   

31～ 40人  1地 建退廷   31～ 40人   週 ぷ且退坦 1三泣』迎 退出 避 退ユ丘建   
41～ 50  1呈旦．堅坦l」ほ且且韮   41～・50  剋迫 皿坦 ユ呈邑』迎 1ま5止遁 1姐 1呈負ぶ担   

51～ 60  1ユ旦且迎 ⊥1ヱ遡   51～ 60  週 遇 遇 週⊥む担 
61～ 70  11且呈旦⊆ 1遇   61～ 70  週 週ヱ辿 j⊥邑且旦旦 ⊥1腿 週 1遇   
71～ 80  11呈．旦！迎 皿迫   71－ 80  遇 遇 ユユ週 ユユ且呈三塁 出乙巨迎 ⊥坦且⊇坦   
81～ 90  週 週   81～ 90  山越 週 ユユ⊥⊇旦9 ユ1旦長生旦 1旦邑且！坦 週   

91～100  ぷ迫史坦 ユ旦≧．旦皇9   91－100  1旦旦」＿担 1旦旦且担 ユ旦三越 ユ姐 1岨 ユ旦呈．旦1旦   

101～110  迎 週   101～110  週⊥虹旦 ユ旦亘．旦呈旦 張迫且追 返遥王迫 ユ旦⊇．旦三塁 避止且迎   

111～120  エ巨星⊥巨星  羞迫且辿   111～・120  英！且迎 過 去腿 遇退室坦 」旦邑ぷ担  旦旦且些   

121～130  エ！迫且辿  5迫且坦   121－130  ．迅むと坦 遇 皿旦 逓且吏追 出迫遡迫  j迫遜坦   

131～140  j迫且姐  皇鮎辻9   131′・■140 迎且辺 ぷ辺⊥1旦 週⊥ぷ担 ユ旦！追娘  旦腿  堕．三屋迫   

1引 ～150  む退廷l．堕．旦⊆旦   141～150  週坦 皿旦担  旦旦ヱ旦9  塑且迫  旦ヱ丘；坦  旦旦且担   

151～160  地  盤ユ旭   151′、■160  ユ旦旦且遁  旦旦且；坦  旦旦⊥王旦  旦邑A辿  豊且鮎担  当A旦坦   

181～170  旦巨遡  j辿⊥；迫   161～170  」遡止量旦 5迫且通  過上辺 坦且担  迎旦  皇室山辺   

171～180  j迫』迫 姐   171～180  姐  旦旦▲旦旦g  旦Z．旦建  毀且坦  塑ユ坦  旦呈且迫   

柑1～190  並⊥迎  旦≧止！坦   181～190  塑且；辺  地  旦工旦担  並且建  皇室．1ま9  壁且生旦   

191人以上  望．亘辺 地   191人以上  週旦 良三上辺 旦邑ヱ些 玉垣且坦 旦生丘坦 旦⊇追担   

⊥
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改正後   現行   

（2）児童自立支援施設   （2）児童自立支援施設   

地域区分   地域区分   
遁△j迫 適△j迫12／10010／100 8／100 8／100   皿迎1豊△」迎12／100 止∠1旦910／100 出迫   

定員   定員   

円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   
30人まで   ぷ鼠色迫 む且鎚拉 孔迅迫 ヱ1脳 之凶 炎色遇  30人まで   公且公迫 n亘ヱ組 む乙邑辿 む⊥ま迅 ヱ姐 題且鎚迫   
31－ 40人  遁出題l適鮎剋一週⊥芸坦 遁皇．乙坦 遁旦且建 遁遇  31・－ 40人 1皿 ユ旦皇ユヱ立 通山迫臣 1旦む辿 ぷ迫且迫 』旦且迫   
41～ 50   避迫 週⊥星組 吏ヱ且泣 出且亘j迫 1退避 1王軋〕盟  41【・50  遁昆虫l週軋L迎 皿 遇 ⊥迫』迫 週   
51■〉 60   週旦丘】£ 1ヱ豆皿迫 1ヱユ．旦廷 吏迫且旭 土星且】旦 1星山  51－ 60  皿月 日ユ戯泣 出ユ丘迎 ⊥迫A担 1旦9ヱ迎 剋迫   
61－ 7一  皿泣 剋泣 』且迦迫 適量ユ迫 1皇空虚辿 1王迫丘全史  61－ 70 t．迅出題l出払姐封 ユ戯ぷ矧．追出皿．ほユ鎚迫 適⊥出迫   
71～ 80   剋泣 1旦乙呈辿 適且⊥岨 1巨星丘迎 』且ぷ泣 ぷ迫丘迎  71－ 80  適皇丘呈生 』⊥題劇 二遮旭弧l適出払Hl姐戯剰 二退出題   
81－ 90  1皇皇．剋皿11出超鮎 1旦乙旦ヱ9 出血ぷ泣 1ま8．旦Z立 通且遜迎  81～ gO  凪1迎 1互生丘泣 出且應迫 皿ヱ退 出迫ヱ】且 ユA≦乙麿坦   
91～100   適且弘以出立迫引 二旭鮎辺 1坐丘鎚 1ま乙呈出 適9止迎  91～100  適⊥乙姐 出且麿迫 1坐丘辿 』且亘辺 地且迫 幽   

101～110  適ム裏迫 ユA皇．皇！迫 1生亘且之仝 出立ヱ迫 週⊥乙1仝 週姐迫  101－110  遇止担 1旦乙旦迎 剋迫 辿且泣 出且乙迫 迅乙迎   

111～120  出払ほ射出ム迫引．追出辺 1Al丘鮎‖ 二ほ＆出動1釘迅剋  111～120 1姐皿泣 出且広泣 出呈』迫 ユ且L鮎迫 迅 血盟   
121－130  1皇旦丘迎 出立ヱ泣 出且ぷ迫 1姐 題泣 遇且辿  121・－130  迅ユヱ迫 皿 出乙鮎泣 出⊥鮎旦 出没 』旦丘迎   
131－140  鯉j！迎 辺土創泣 出⊥皇迎 ぷ迫』迫 二良三長蛇 1遊丘廷  131－140  迅旦A退 出且且相 通ユユ池 辺止遁 ユ迎．凶 ユ⊥過且辿   
141～150  1AL王ヱ立 通呈ぷ泣 1皇姐迫．迫邑ユ迅 1述」j迫 ぷ出重犯  141－150  月且㍑朗＋吏払出似 吏迫題矧l⊥退』泣】1遡．旦退 出ヱ且迫   
151－160   出且公追 出ヱ且迫 』且之迫 ム泣ヱ迎 1⊇且ヱ迫 』且ヱ迫  151－160  エ坐．Z卓立 迅⊥丑辿 ぷ迫ヱ辿 1追ヱ辿 1⊇エ之迎 1；且ぷ泣   
161～170  適地姐卜止止必．辺地矧 二出過剰」題』脚 j皿幽  161～170  出且迫8 迅凶迫」旦旦丘8立 ば逼迫 脳坦 ユ逝．迎巳   

171～180  適呈且退 出払出迫 遇丘辺 』且裏坦 1迫．亘1甜」止迅題  171－180  止むL姐 皿 』エ墓迫 遇 1⊇皇丘迎 遇   
181－190  止乙旦辿 1並丘辿 1辿ユ之9 剋迫 ぷ乙工迎 1迎』迎  181～190  適剋 』且ぷ泣1姐 ユ鼠色迫 皿且 1姐   
191人以上   迅⊥遇 適且迅 1遊且辺 週通過 迅 週且出迫  191人以上  週且ぷ坦 1姐 通過迎 遇 遇且担 ぷ且遜迫   

地域区分   地域区分   

3／100 その他   8／100 むぷ迫18／100 むユ！迫 3／100 その他   

定見   定員   

円   円   円   円   円   円   円   円   
3ロ人まで   迦且ヱ姐 1旦皇．ヱ旦立   30人まで   題遇 迎鋸1建 迎姐坦 遇長辺 題且ぷ退 避且ぷ迫   

31－ 40人  血迫 』ヱ且迫   31～ 40人．迫臥鮎迫 1旦星丘娘 脳追 出泣ユ姐 週且鮎坦 工三三ぷ迫   

41－ 50   ユ丘乙ヱ主8 月迫ユ迫   41－ 50  皿迫 道⊥妃9 日旦ユ姐 遇良工8 1旦乙ヱ迅 適五郎迫   

引 ～ 60   』⊥ヱ拉 遁迎   51～ 60  月迫且迫 1主立塵之生 1皇A且追 出迫丘退 避⊥ぷ迫 遇Jj迫   

61～ 70   1巨星ヱ！迫 適皿   61～ 70  遁払旦娘 遁乱罠旦 遁鋸封通 運上組9 適且と坦 週⊥旦坦   

71～ 80   1A皇．呈！迎 1皇皇逓迫   71～ 80  j皿 1皇⊇．旦凶 ユ亘之丘退 出A姐 ユ旦皇．ヱ色白 辺見公迫   

81－ 90   山嵐且坦lユ裏u題   81～ gO  エ皇皇．主題JA乙逃 出泣 出丘』追 出五胡迫 避迫   

91～100   週ユ芸迫 遇且迎   91～100 1旦2止迎 迅⊥建立 ユ腿 週旦ヱ阻 1鎚迫 剋坦   

101～110   皿迫 必迫   101′・■110  適山』‖ ム姐止別」脳⊥払 出腿 ム迫遇 エま乙旦弧   

111－120   』Aぷ迫 1封ユ鎚   111～120  週且≦廷迫 週且鮎迫 週ユ出迫 遇且退 避 皿坦   

121～130   出払五坦11避退ぷ   121′・■130 1追丘辿 』1鮎迫 』姐迫 』且旦泣 出且ぷ泣 出   

131～川0  1迫ぷ似．岨㍑辿   131～140  追出幽lぷ必出‖ ⊥迫姐引 ユ迦』劇 二腿盟弧l昆出題   

141～1聞 lム迫且迫11出超誠   141－150  』且遡迫 』旦皿迫 ユ呈皇．巴坦 遇且迎 1呈1且過Ilぷ迅ム   

151～1即Il⊥辺且担】ユぷ止鎚   

161～170   週且裏迫11鮎迅英   161・～170  退出弧l追出腿l週日週l』出題 1之む迫9 週旦A迫   

171～180   必泣 ユヱ皇丘邑9   171－180  皿迎 』乙封設 題 出 血且 週旦且迫   

181－190  1」ご且辿 1Z豊丘坦   181～190  罠Z。辿封1乱遊以 ユ迎ヱ迎 昆皇ユ担 ユ上之且1旦 遮迫   

191人以上   1ヱ乙旦皇立 1ヱ皇．ユ旦塁   191人以上  1皿 剋氾 1之皇且建 艮且且姐 皿退 避   

151－160  血迫 1旦Aヱ迎 ぷ且ぷ迫 1呈乙Z辿 』且ぷ氾 皿坦  
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改正後   現行   

（3）乳児院（2歳未満児用）   （3）乳児院（2歳未満児用）   

地域区分   
適△上辺 適△j迎12／10010／100 8／】00 6／100   

定員   

円   円   円   円   円   円   
10人まで   坦ヱ坦 並』1王旦 壁且』迫 壁姐．巨 星ユ且亘壁 旦1旦且！旦   

11～15人 望且匙坦 起立聖坦 旦1且鎚担 亘9皇且！迎 裏担ユ担 旦旦⊥§」迎   

16 ～ 20人 並通 史遇 坐迅迫 旦巨星遇 坐む吐旦 坐題   

21～ 25  ま凶 裏旦遡迫 ±迫亘且邑旦 地底迫 迎通 退迫且辿   

26 ～ 30  裏⊥通 過止迎 遮迫 遡且旦坦 旦坦ユ迎 封ユ』迎   

31～ 35   鮎泣 出旦 遡且ぷ辿 旦三三丘組 ま王呈且姐 旦堕ヱ辿   

36 ～・40   旦邑邑丘≧旦 旦旦姐迫 旦王呈．旦巨9 遇且退 避⊥且坦 遇．堅坦   

41－ 45  辺且辺 星組 旦邑1．呈迎 旦亘亘且邑9 退 避止坦   

46 ～ 50   週 迎且建 立皇旦」＿亘9 退且広坦 遇j迎 旦姐遇   

51～ 55  避退且坦 旦亘剋 迦 退且堕旦 迎ヱ匹；迫乙旦遁   

56・一 60   廻坦 旦…迫良三9 適ヱ辺 旦生姐迫 題坦 題迫   

61～ 65   三迫邑』迎 呈皇ユ．1皇9 三週且皇二迫 旦⊇且主星旦 追越 避退L坦   
66 ～ 70   遊且ぷ辿 退且必迎 退⊥旦坦 旦⊇旦．鮎坦 旦⊇ユ且担 旦≧且遇   

71～ 75   遊適 塾且且坦 胡乱艮坦 辿且迎 廻 旦星4．呈≧旦   

76 ～ 80  週 旦生旦A皇9 剋迫 遇 週 遊乙1些   
81～・85   出 題且遡迎 迎遡迎 避且遜迫 呈呈旦且≧旦 退旦且≦坦   

86・－ 90  呈重工越 廼旦迎 迎遡迎 遊ヱぷ坦 進呈』迫 呈jヱ且辺   

91・－ 95   旦生地 迎ユ娼 出 違宣長設 題旦丘娘 旦1皇ユ！迫   

96人以上遊旦．㌫迫三日五三並遇且坦退且旦1旦遊且巡遊且ほ9  

地域区分   地域区分   
3／100 その他   8／100 五ユ以之16／100 出迎 3／100 その他   

定員   定員   
円   円   円   円   円   円   円   円   

10人まで   盟1Zj追 出匁旦辿   10人まで   j弘鮎担旦 邑！且旦辿 む且色坦 j退出 塑三屋迫 盟出呈旦   

11～15人 望迫旦墜＝ 二裏且ぷ辿   11～15人 並旦丘1旦 生娘且建 旦む止坦 並王且坦 坐旦且坦 週   

16 ～ 20人 生⊇⊥旦≡迫 旦呈⊥む旦   16 ～ 20人 坐旦ヱ退 出遇 坐1且辿 旦⊇且旦坐 錮⊥辺 堂⊥む坦   

21～ 25   退且星組 旦辺ヱ辿   21′｝ 25  逝遡迫 遡⊥逃 避且≧二坦 胡乱星旦9 旦ヱ且坐旦 旦王姐迫   

26 ～ 30  剋坦 進通   26 ～ 30  遡遇 避通 過 立通 旦卓出 星組ユ生旦   

31～ 35   旦邑邑．旦旦9 遇且廷   31′〉 35  韮呈』迎 逃出L担 旦辿 並遇 蚕且遜坦 皇室且旦迎   

36 ～ 40  退ヱ』辿 遇且迎   36 ′〉 40  避止』迎 廻 遊且退坦 ぷ迫ヱ迎 三池1退迫 退且ぷ迫   

4】～ 45  旦週 旦≧旦．旦呈旦   41－・45  旦亘迎 逆且迎 退且旦姐 退五郎独 適 量迫丘担   

46 － 50   墨1と！迎 呈出止旭   46 － 50  ；迫旦遡迎 避エ≧坐 遣A旦邑旦 違乙遇 廻坦 む且立坦   

51－ 55   墨迎 退ヱ丘坦   51～ 55  旦⊇ヱ且巨旦 呈姐u旦；迫姐迫 題坦 旦≧且旦≧旦 旦！ヱヱき坦   

56 ～ 60   呈呈呈且亘旦 む且塾坦   56 ～ 60 ；迫垂丘担 旦呈呈．旦旦9 遊むと坦 進通 遺且辿 旦1亘．呈旦塁   

61～ 65  旦呈姐坦 む旦且坦   61～ 85  追出臼迫 旦迎丘担 旦呈旦且坦 迩且担 旦辿ヱ圭坦 呈ユ且呈1旦   

66 ～ 70   旦1且迎 む＿⊥呈旦旦   66 － 70  旦遇 旦≧且芸坦 退且左辺 避退ユ姐 旦ユ且迦 旦11ユ邑9   

71～ 75   旦1且迎 迎ヱ辿   71－ 75  遊且長辺 遊星且辿 ⊇呈皇」＿矧．迫旭矧払出迎l遡出題   

76 へ・80  主旭且姐 遡上狙旦   76 ～・80  廻旦 主星旦A鎚 退且』迎 封j丘担 週迫 迎王ユ担   

81～ 85   む呈出坦 遡且封坦   81－ 85  週 退且遇 旦退避坦 旦1エ生娘 む且裏坦 迎   

86 ｛′ 90   む且鎚 呈！迫ユ盟   86 ～ 90  旦呈呈且旦9 旦呈旦且迫 旦臼ユ迎 旦1且旦≧旦 旦19A旭 旦姐   

91～ 95   呈旦邑A坦 遊山⊥週   91～ 95  退且史坦 山 越 剋迫 退迫且坦 旦！払．鎚迫   

96人以上   む且む史 避退堕   鈍人以上  辺地 ぷ迫丘娘 遊遇 遇丘坦 む旦且19 遡上鮎坦   
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改正後   現行   

（3）乳児院（2歳児用）  （3）乳児院（2歳児用）   
地域区分   地域区分   

適△上辺 適△j迎12／10010／100 8／100 6／100   j迎迎1皇∠ユ上辺12／100 追／1！迎10／100 旦∠ユ旦塁   

定員   定員   

円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   
10人まで   立ムと建 並旦且辿 主星皇ヱ皇9 邑王之19 虫鮎退色 異星ユ坦  10人まで  立通 主星星ユ迅 迎丘担 塾生且追 出乙旦堕 互生旦．⊇旦旦   

11～15人 出 二妃乙旦坦 坐辿 坐旦且建 坐凶泣 虫乙王坐  11～15人 生出建立 生乳旦迎 坐乙弘塾 生迫遡 旦皇旦A坦 坐㌫出泣   

16 ～ 20人 望乙じ迫 ま1且土星9 地色三通 旦！追越 旦姐』迎 三辺迦  16 ～ 20人 出且遇 ま退避迫 ±担±丘≦坦 些⊥堅迫 廻坦 遊星遜迫   

21～ 25  遥虹辺 旦邑軋≡迦 遜色星迎 呈三豊ユ退 避乳星巡 遊＆王遁  21～ 25  迎邑遡迎 呈邑亘丘鎚 旦辿．1旦9 退ヱA迫 遣遇 旦臼且建   

26 ′｝ 30  旦王邑且辺 旦！迫．！＿矧．姐退矧l過姐迎l迎出題l退出亜  26 － 30  毘坐 遊越 旦姐止匹 遊王．主星9 並剋 旦姐   

31～ 35   遜色塾坦 旦皇旦．1皇9 遡上哩 退且a≦立 退⊥ぷ辿 封且必迫  31・〉 35  胡乱退迫 廻 蚕ム逝立 通遡迫 退色と坦 迦迫丘三色   
36 － 40  蚕ムむ旦 遇ユ泣 出乙旦ヱ旦；迫乙創設 遇丘姐 遡上臼旦  36 － 40  遊星且担 旦皇乙主星空 地≧且迫 迎且辿 迎王且迫 旦呈遇   

41～ 45  週丘坦 週 迎 旦≧旦且…坦 旦≧皇且坦 む＆退迫  41・〉 45  並鋸逃 避丘坦 三迫蔓ユ延 迎ぷ坦 胡旦戯坦 遜色史担   

46 ～ 50  三迫乳皇迎 遇ヱ三色 呈呈皇．退退 避且旭 む且辺 辺ヱ娘  46 － 50  迎且；坦 旦≧乱三三9 遊遇 旦≧呈丘！追 越且迫 旦週   

51～ 55  避止担 呈≧且邑1旦 遥且ぷ独 占弘Lと担 む呈出坦 遡且聖坦  51～ 55  週迫 退且ぷ迫 退温良迫 ぷ迫且迫 むユ且迫 旦1過   

56 － 80  迎』；担 旦≧且旦星空 む旦且坦 ヨユ迅迫 旦1g止盟 遡主題  56 － 60  迫ほ矧l追出矧lむ出迎lむ封遡り 封ぷ巡‖ 退且巡   

61～ 65  過 旦姐 むエ星迎 旦1呈遡 三迫王遡迫 遡乱払旦  61～ 65  遊邑且退 避1且辿 旦1エ1迎 むA鮎坦 旦1呈A辿 旦ユ且遇   

68 ～ 70  出 違山越 む遇 封且迎 呈！迫且坦 遡虹些迫  66 － 70  迎臥1並 旦1旦且迎 旦1皇丘色白 旦】且呈迎 胡乱虹9 迎遇   
71・・′ 75   遊且堅坦 封旦且辿 退呈．日独 迎迅迫 迎剋 貴通  71－ 75  ；呈⊇止≡迫 む且題迫 旦1ユ．旦亘旦 遡且包迫 迎適 塾迫且星旦   

76 ■〉 80  ぷ且退勤l旦1旦旦ユ旦 迎豊丘迫 遡姐迫 遡乱星組 盟主丘迫  76 － 80  遊里遡迫 む遇 迎皇且坦 迎遇 迎遇 遡呈』迫   

81～ 85  遊里』迫 む且鎚迫 迎旦且迫 迎乙≧巡 遊．u迎 遇止迎  81－ 85  む且ユユ旦 鮎1ヱ辿 j迫星且迫 遡迫．生娘 三追越 呈；迫遡迎   

86－・90  旦1エ辺 む且鮎坦 旦岨 題且裏迫 遥立通 呈皇過  86 － 90  旦1旦且辺 逝迫丘坦 遡旦ぷ坦 遡迅迫 呈坦．堅迫 呈坦退廷   
91－ 95  む互且四 辺旦且坦 三担⊥邑1仝 呈旦Zユ姐 退廷丘辿 題軋遇  91－ 95  む通 過遇 遡⊥邑旦 廻 呈釘迫担 遡越   

96人以上遡且堅迫旦1皇．旦延週呈坦遜迫遡且ヱ姐並邑ユ盟  

地域区分   地域区分   
3／100 その他   8／100 辺迎 6／100 鼓ユ！迫 3／100 その他   

定員   定員   
円    円   円   円   円   円   円   円   

10人まで   皇呈払出坦 亘岨   10人まで   迎乳量迎 量⊇且王旦9 遇且迫 髭亀裂迫 墨色芸担 互生皇．旦延   

11～15人 建且≦迫 旦≧旦A坐   11－15人 旦亘乱【迫9 皇坐且迎 通過担 坐立』迫 虫旦且迎 避退   

16 － 20人 週丘坦 避止迎   16 ′－ 20人 旦泣』迫 避退 遡1ユ遡 遥土≧二辿 退旦且退 避虹臼迫   

21一－ Z5 l追出迎l退山辺   21－ 25  呈皇旦ユ旦旦 並亘．生建 蚕呈出迫 遡且且迫 蚕豆皇≧旦 呈生乙ユヱ旦   

26 ′〉 30  避迫 呈≧旦且≧旦   26，－ 30  呈≦且旦迎 週 胡Aと坦 週坦 遡坦 皇祖ヱ迫   

31～ 35   旦≧＆生19 遊腿   31－ 35  迫1ユ建 遇丘辿 以坦 旦⊇且ぷ坦 旦≧軋む旦 旦姐   

36・－ 40  旦≧旦L王旦塁 ヨユ呈且辿   36 － 40  旦⊇呈丘建 迎且姐 遣上皇±坦 旦≧互生皇9 旦≧且堅迫 旦1遇   

41～ 45  むユ遇 旦旦生長ユ月   41－ 45  過姐殴l進通亜t む出題1む出展＝ 封⊥遇 廻   

4¢ ～ 50   逃迫．塁二坦 呈皇且堅迫   46 － 50  旦1互生迎 旦迫血坦 週迫 遡且迎 迎遇 呈旦邑且坦   

51′・－ 55   遡⊥出旦 呈皇姐迫   51・一 55  旦1呈且坦 む且虹色 避退止坦 旦【迫．ヱ辺 呈旦1．旦迎 廻j迎   

58・－ 60  遥旦丘！迫 塑出遡   56 ～ 80  む旦且坦 迎遇 避退 遡且臼旦 呈坐且担 呈む止坦   

61・一 85   遥且』史 坐＆遇   61－ 65  迎迅辿 迎萱止邑旦 鎚旦 旦9且三重坦 退姶良坦 呈旦旦且迫   

66 ～ 70   呈皇旦ユ迫 呈邑邑ヱ亘塁   66 ～ 70  三迫姐迫 遡且退迫 遡且軋旦 呈皇旦ヱ！迫 裂迫且迫 呈旦皇丘！迫   

71～ 75   遊山壁掛【星型遥些   71■－ 75  遡互む旦 廻 呈≦迫Ll些 呈旦亘ヱ坦 呈旦1⊥担l呈朗退廷   

76 ～ 80   呈出』迎 嬰⊥塾担   76 ■－ 80  迎軋1ヱ負 呈追越 廻坦 胡且蚕坦 廻 避1且廷   

81■－ 85   廻 呈2旦且迫   81～ 85  呈旦乙旦迎 題且遇 週且姐 胡旦遡迫 呈邑皇ヱ姐 呈ヱ皇．ま些   

86・一 90   題迫 呈2ユ韮迫   86 － 90  呈旦亘．退坦 呈旦乙旦呈全 逓且迫 呈旦皇．旦1生 壁且芸坦 退ヱ且旭   

91一｝ 95   廻辺 地   91～ 95  2盟丘姐 貴弘迦迎 塑遇 遥且む旦 遥⊥送坦 辺脳迫   

96人以上   退迫』過 払且辿   96人以上  呈皇皇道迎 週 ぷ迫且坦 題且ぷ迫 呈旦邑⊥通 過n迎  
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改正後   現行   

（3）乳児院（3歳以上児用）   （3）乳児院（3歳以上児用）   

地域区分   地域区分   
．退∠1」迎 1≧∠1」迎12／10010／100 8／100 6／100   皿迫1旦∠1」迎12／100 ユ山迎10／100 弧迫   

定員   定員   
円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円  円   

10人まで   鎚迫 皇屋島ヱ生色 並邑丘【坦 裏旦且迎 旦旦旦．皇！迫 旦⊇エ迫立  10人まで   旦Z旦ユ些 生山亘旦旦 ま迫』坦 坐呈A迫 坐旦且辿 坐姐担   

11～15人 通 塾生1旦旦 辺且退 避且⊇坦 遊且退迫 遊且と迫  11～15人 廻且旦迎 姐1且担 退エ≧j迫 墨旦且迫 三迫左辺 旦避止担   

16 － 20人 呈旦腿 廻旦 題且堅迫 題且旦皇⊆ 呈旭丘担 呈ヱ旦ヱ坦  16 ～ ZO人 呈旦餌迫旦 胡且赴担 呈並．旦週 呈旦1巴坦 題且工坦 廻坦   

21－ 25   呈ヱ旦丘皇旦 皿 剋迫 呈巨星且辺 呈王迫長辺 呈旦亘ヱ辺  21～ 25  週 呈迎且坦；迫Z』j迫 迎と1坦 呈姐且坦 呈旦1遡   

26 － 30  呈旦遇 遇丘通 過 三辿む三鎚 廻 左辺丘坦  26 ～ 30  呈姐⊥辺 呈亘旦丘！迎 呈姐且建 呈坐A担 廻旦且退 塾ま旦旦9   

31～ 35   蓑⊥堅坦 廻且堅坦 廻且む旦 呈鎚迫 呈旦迎 墨且蓮坦  31～ 35  剋坦 剋迫 廻且皇坦 呈旦乱主張 餌担 呈旦亘』迫   

3（；～ 40  廻ユ上坦 避止建 墨ユ⊥建 遊山臼旦 廻 毘⊥1亜  36 ′－ 40  廻 退出臼迎 墨皿 呈星旦』坦 廻 呈呈亘且王旦   

41～45  廻坦 墨色旦辺 呈む．亘旦g 週迫 む且遇 呈ユユ▲旦皇9  41～ 45  避止迫 呈≧旦』迎 壁上且迫 週 呈1旦．呈旦9 む且鮎坦   

46 ～ 50  呈呈⊥之迎 廻 呈1ユ．旦旦9 迎出張 呈旦巨且担 呈旦呈ヱ盟  46 ～ 50  む且鮎坦 呈1迎 呈⊥1▲旦呈9 呈1旦旦担 呈旦邑且皇旦 些ユ旦迎   

51～ 55   週迫 む且土建 堅！軋釘月 製迫且迎 呈旦呈且呈⊆ 1皇旦ヱ邑9  51～ 55  む且と担 呈11．鮎坦 呈旦姐坦 剋坦 迎遡担 呈旦ま．退迫   

56 ～ 60   呈1且旦呈9 む且辺 地 呈岨 ユ姐 剋迫  56 ′｝ 60  過 劉迫 迎姐迫 剋迫 呈姐 揖迫   
61～ 65  星口．旦呈旦 呈旦王」＿坦 三迫星且坦 週旦』担 1旦迎 通過  61～ 65  通 過且娘 呈姐 迎1．堅坦 週 週   

66 ～ 70   呈旦邑．ま⊇旦 j坦越 遇 ユ旦旦ヱ皇9 」且まぷ迫 遇』迫  66 － 70  迎姐迎 迎呈丘些 ユ皇旦且迎 1旦邑．1旦9 1並且担 剋迫   

71～ 75   堅迫ヱ迎 三坦剋 1旦旦．旦娘 週旦』迎 jj且ぷ迫 週工聖坦  71～ 75  迎週 1旦皇．旦些 迅i且担 通過 1姐旦建 1旦乙呈迎   
76～ 80   呈！退▲旦迎 1旦王ヱ廷 ⊥旦⊇過辺 遡 運上鮎坦 週且旦三塁  76 － 80  呈岨 ユ旦む；廷坦 適量A坦 題坦 週且堅坦 週且ユ旦9   

81～ 85   』且ぷ迫 週 適むL担 剋坦 1旦皇．旦≧旦 週且旦坦  81′・■ 85  1旦1旦建 週且封迫 』且蓮迫 適且題迫 週ユ塾迫 週且ユ旦9   
86 ～ 90   裏迫且建 1日遡 週ヱ．⊇j坦 ユ旦ま丘旦旦 適ユ▲旦1旦 1ヱ旦且亘旦  86 － 90  1日」j坦 ユ堅退廷 剋坦 遇 ユ旦皇．亘；坦 1j迫ユ坦   
91～ 95   ぷ迫且迫 週且旦坦 1旦皇．遇 週⊥姐旦 ユヱ旦．旦1旦 遡迫  91－ 95  1旦ユ』迎 週乱雲坦 週且匙坦 週呈且生色 1旦1．裏坦 適旦⊥；坦   

96人以上週且』迫1旦亘A！坦ユ」弘▲呈！迫1旦邑．⊇旦9週且裏坦1旺且辺  

地域区分   地域区分   
3／100 その他   8／100 と韮坦 6／100 むユ！迫 3／100 その他   

定員   定員   

円   円   円   円   円   円   円   円   
10人まで   堂且1鮎‖ 二む且且辺   10人まで   史迫ヱ坦 坐腿 剋坦 旦⊇且ユ旦旦 旦呈旦且姐 む且＆坦   

11～15人 旦1旦堅坦 む且山旦   11－15人 旦呈旦ユ坦 遇且担 旦呈旦L鮎坦 墨⊥遇 む旦且建 旦1且旦迎   

16 ～・20人 呈旦旦▲ヱ⊇旦 占迫呈丘坦   16・｝ 20人 呈ヱ旦ユ迎 出色ぷ迫 呈蟄ユ旭 日呈且迫 蚕且堅迫 呈盟且迎   

21～ 25  呈皇9且迎 廻   21～ 25  呈塑止坦 旦亘遇 呈巨星丘匹 星組 ぷ迫』迫 呈4曳迎   

26 ～ 30  呈⊇且封迫 毘旦』迫   26 ～ 30  題迫 蟄⊥星∈追 出迫 ぷ辻且退 避迫 盟邑ヱ担   

31～ 35   蓑且1旦旦 む且堅迫   31～ 35  遇ユ迎 呈旦≧．旦！迎 墨旦且迫 ㌫迫丘迎 墨且旦鎚 呈j且堅坦   

36 ～ 40  呈1旦⊥坐 む⊥出旦   36 ～ 40  迎A旭 貴之土坦 毘⊥匹旦 む且生建 呈ユ且遡 むユ遡   

41－ 45   呈9ヱユ旦旦 迎遇   41′〉 45  呈1亘．堅坦 呈1且坐9 むユ且空迫 む旦且担 呈旦1匹坦 迎且呈巨旦   

46 ′・■ 50   週且ぷ迫 1皇且迎   46 ～ 50  呈姐 呈仝4ヱ担 呈j迫．鎚旦 堅江上担 ユ旦旦．鎚迫】二ほ且旦廷   

51一－ 55   ユ旦皇且辿 遡迫   51～ 55  呈迫星』迫 呈旦⊥呈±担 』且ヱ呈仝 裏迫ヱ！迫 1鋸迫．迅且堅迫   

56 ～ 60  1旦呈．迎 ⊥邑Z且辿   56 ′〉 60  週 1鎚』迫 遭遇 剋迫 1旦呈▲呈j迫 週工封迫   

61～ 65   剋坦 ユ旦皇旦王立   81′〉 65  皿 週且む迫 避退 1旦乙退迫 通 過皇且呈9   

66 ～ 70   週凰且坦11型ユ甚   66・一 70  適量』迫 』且匙坦 遁9且廷 1姐 ユ幽 週呈．旦Z旦   

71～ 75   ユ旦⊇．旦1旦 週   71～ 75  通過 週迎 通過 1壁上坦 週且姐旦 1ヱ臥呈！担   
76～・80   ユ旦弘之ユ旦 ユヱ旦．生亘旦   76 － 80  週ヱユ旦旦 ⊥姐且担 適旦．旦呈旦 通 過 遇   

81～ 85   吏ヱ且建 1辿   81～ 85  通過 ユ旦⊇．旦亘9 適⊥出旦 j姐亘坦 1遇 題迫   

86 ～ 90   艮且旦！旦 ⊥辺ヱ三旦   86 ～ 90  週⊥遇 ユ＿建造坦 1ユ旦且！迫 』ユ堅辺 地 1ヱ臥Z」良   

91～ 95  止姐．旦 1塁ヱ且迎   91～ 95  遇．ロ迅辿 1ユ邑旦辺 ユヱ旦丘三塁 週 1旦乙旦遡   

96人以上  1ヱ邑．呈亘旦 週   96人以上  1旦皇A迎 週皇題 遇 1腿 1巷．呈≦迫 皿   
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改正後   現行   

（4）乳児10人未満を入所させる施設  （4）乳児10人未満を入所させる施設  地域区分  地域区分  柑／100 1亘∠ユ旦塁12／10010／100 8／100 6／100  止△j迎 適△迎12／10011／10010／100 旦∠ユ旦旦  定員  定員  円    円    円    円    円    円  円    円    円    円    円    円  1人につき払且追出迫堅迫且迫む且1迫塞迫且迫旦5迫．旦ヱ旦  
1人につき 鎚坦主星乙呈≦担壁且玉垣釘且墜坦旦1旦▲鎚坦呈出』迎  

地域区分  

3／100 その他   

定員   
円  円   

1人につき  鮎迫 旦王ヱ丘堕   
地域区分     8／100 辿迫 6／100 弧迫 3／100 その他    定員        円   円   円   円   円   円       1人につき  弘旦亘旦 互生≧』迎 坐且鮎迫 仝旦迫旦 ±退塾且坦 旦Zユ迎  
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改正後   現行   

（5）母子生活支援施設   （5）母子生活支援施設   

地域区分   地域区分   
ユ出辿15／10012／10010／100 8／100 6／100   17／100 1皇∠ユ」辿12／100 出∠1上迫10／100 9／100   

定員   定員   

円  円  円  円  円  円   円  円  円  円  円  円   
10世帯まで  裏道且；坦 適且聖坦 遇且担1辿156．120154．160  10世帯まで  ユ月且旦迎 ユ旦1且旦9 適旦且迫 ユ旦旦且亘旦 ⊥≡迫且辺 ユ旦三越   

世帯   世帯   
11～ 20   □旦且泣 出且且坦 週坦1遁且且」皿止辺上辺餌堅  11～ 20  ⊥週 ユユ且旦旦9 週迫」⊥㌫辿封 ユ超過鎚＝ □⊥題迫   

21～ 30  旦乙堅坦 旦巨⊥旦！迫 旦皇且建 堂過 重狙』迫 90．200  21～ 30  旦Zユ辿 旦巨』迫 長辺ぷ坦 月旦遜迫 旦呈ユ旦旦 旦≧⊥！迫   

31～ 40  二追丘≦坦 進呈辺 週且竣 旦乱≡坦旦 旦旦且亘旦 鎚且迫  31～ 40  二迫且旭 nユ坦 ヱ姐坦 脳泣 出坦 壁上≧旦   

41～ 50  姐 旦皇⊥≧旦旦 63，920 地 盤且；坦 釘＿且迫  41～ 50  旦旦且辿 旦生ヱ迫 63．920 旦旦且皇旦 旦旦L鎚迫 旦≧丘！坦   

51～ 60  旦旦之旦里 長迫⊥坐 旦Z且！迫 56．240 長短A∈坦 互生ヱ旦旦  51～ 60  週且坦 立ぷ迫 旦旦且≦迫 塑退塾 56．240 姐   

61～ 70  亘乙旦Z旦 旦1⊥旦ヱ旦 豆乳9j辺 地 48．750 坐且坦  61－ 70  むユ；迫 迎ユ廷 塁旦且Z旦 旦旦」Z旦9 姐 姐   

71～ 80  坐且堕 坐且1旦 週 堂▲亘旦9 4呈且≧旦 旦1止亘塁  71～ 80  旦生且辺 地 ご迫ユ≡迫 皇≧⊥旦巨旦 生長室坦 4迅迫   

81～ 90  逆退塾 三迫且≦坦 36．230 迅 遊遡 旦生且坦  81～ 90  三泣且坦 ⊇旦』迎 36．230 並且坦 姐 逆上；迫   

91世帯以上旦姐過29．31028．93028，55028．170  

地域区分   地域区分   

3／100 その他   8／100 ヱ∠ユ旦9 6／100 呈出迎 3／100 その他   

定員   定員   

円  円   円  円  円  円  円  円   
10世帯まで 151．220 剋坦   10世帯まで 156．120 週且吏担154，160 ⊥坦⊥旦旦151．220 避坦   

世帯   世帯   
11～ 20  逓且更別 二 11～ 20  封⊥遇 ⊥題坦 通史担 適且堅迫 二坦乙裏坦 週且裂迎   

21～ 30  塵迫遡 並A迫   21～ 30  皇⊥ま辺 地 90．200 旦皇⊥む坦 旦邑且1旦 旦旦且辿   

31～ 40  66．580 旦互退坦   31～ 40  堕且坦 岨 j退避 旦1且；坦 66．580 旦皇ユ坦   

41～ 50  卓迫且坦 立退ユ旦   41～ 50  壁ヱユ旦 むユ坦 釘遡 貞且旦迎 旦辿迫 羞迫且！迫   

51～ 60  姐 凶   51～ 60  姐 堕⊥9立 並ユ退 塾退廷 旦旦丘旦旦 皇乙旦堕   

61～ 70  47，090 旦星山迎   61～ 70  48J50 坐旦；坦 越 生Z⊥ヱ亘旦 47．090 坐且≡辿   

71～ 80  姐 鮎担   71～ 80  坐且廷 吏＿ヱ辿 旦1A坦 旦1⊥1旦9 迎且9旦 ⊇旦1ヱ坐   

81～ 90  34，100 迎   81～ 90  蓑ヱ担 旦亘1旦坐 ⊇旦週 旦生且迫 34．100 ⊇旦且担   

91世帯以上  27，600 星且廷   91世帯以上  28．550 呈＆旦邑旦 28．170 呈Z且坦 27．600 笠且辿   

⊥
竺
－
 
 
 



改正後   現行   

（6）情緒障害児短期治療施設   （6）情緒障害児短期治療施設   

地域区分   地域区分   

ユ旦∠ユ旦9 ユ旦∠ユ旦塁12／10010／100 8／100 6／100   迫△j追 出△！迎12／100 出∠1j迫10／100 出迎   

定員   定員   

円  円  円  円  円  円   円  円  円  円  円  円   

30人まで  題互生迫 左迫遜迫 左迫且迫 退迫且追 出迫 呈…迫且王迫  30人まで  退迫ぷ迫 呈江姐迫 呈三通 廻 廻迫 出払望坦   

31～ 40人 蚕且琶迫 星組 堅且ぷ迫 辺土旦坦 仝吐遷延 週  31－ 40人 呈巨星且邑巨 益過 聖担丘辺 呈生色ヱ旦旦 呈坐且1旦 呈！迫且迎   

41人以上 呈旦王且迎墨且堅迫聖ユ芸迫退温ぷ坦週呈通過辺  廻迫辿且坦墨ユユ旦旦呈呈邑旦迎呈星旦遡呈出且坦  

地域区分   地域区分   

3／100 その他   8／100 遮坦 6／100 立迎 3／100 その他   
定員   定員   

円  円   円  円  円  円  円  円   

30人まで  題且堅迫 聖迫且坦   30人まで  遊迎 退迫且迫 製造遡追 返止迎 呈迫］＿且≧旦 建且迎   

31～40人 払＆坦 呈担旦建   31～ 40人 出遇 ㌫迫且坦 呈旦ヱ丘！迫 呈過 呈⊇ユユ王旦 呈呈旦」遡   

41人以上  む⊥裏坦 鎚坦   41人以上  ㌫坦ヱ迎 む且襲坦 週迫 呈ユ旦且辺 呈週 呈堕A⊇旦   

鞄一ヂ賛望洋一方ヤー・庸一一 月融かヰや掬＝弧＿ ぷ恕準・ヤ  撤触蟹む ．‰L   － ．■iiヨ専一．． ■■－ゝ  



（7）児童自立支援施設通所部  （7）児童自立支援施設通所部  

地域区分 区分  18／100  15／100  12／100  10／100  8／100  6／100  児童自立支援  円  円  円  円  円  円  施設通所部  ●；一Il  ●● ■ l  鮎止迎  ●一 一冊  姐  旦≧⊥旦亘9   児童自立支援   地域区分 区分  ⊥王∠二坦旦  剋迎  12／100  11／100  10／100  旦∠裏迫    円  円  円  円  円  円  施設通所部  ● ；一●  旦旦A旦9  堕良二坦  旦旦且担  j辿止≧旦  旦蔓且担   

地域区分 区分  3／100  その他  児童自立支援  円  円  施設通所部  ●●・●  ● 一；●   

児童自立支援   地域区分 区分  8／100  7／100  6／100  5／100  3／100  その他    円  円  円  円  円  円  施設適所部  壁止迎  旦呈且⊇旦  旦星旦；坦  旦ユ⊥旦生9  旦姐泣  姐   

（8）情緒障害児短期治療施設通所部  （8）情緒障害児短期治療施設通所部  

地域区分  

剋迎  15／100  12／100  10／100  8／100  6／100   

区分  

情緒障害児短期   円   円   円   円   円   円   

治療施設適所部  避退且坦  ユ旦1⊥旦≧旦  塑ヱ≧旦  旦王LZ旦塁  塑遡  旦皇ユ辿   

地域区分  

17／100  ユ旦∠二1旦旦  12／100  11／100  10／100  9／100   

区分  

情緒障害児短期   円   円   円   円   円   円   
治療施設退所部  週且⊥迫  ユ岨  羞迫▲≧旦9  旦邑丘⊇旦  j辺ユ萱旦  坦週   

地域区分  
8／100  7／100  6／100  亘∠ユ旦旦  3／100  その他   

区分  

情緒障害児短期   円   円   円   円   円   円   

治療施設通所部  旦迎  羞迫且Z旦  j担迎  旦旦且坦  ●  一 －  羞迫ユ；坦  

地域区分  
3／100  その他   

区分  

情緒障害児短期   円   円   
治療施設通所部  聖止坐  ●●  ●  



改正後   現行   

（9）ファミリーホーム   （9）ファミリーホーム   

地域区分   地域区分   

ユ旦∠ユj迫15／10012／10010／100 8／100 6／100   1ヱ△！追 出△j迫12／100 封∠1j迫10／100 出迫   

現員   現員   

円  円  円  円  円  円   円  円  円  円  円  円   

1人につきぷ且且迫適立退迫避且題迫遡迫適⊥旦王迫適且u旦  皿迫ユ主星之呈9ユ旦⊇且坦j旦呈』迫⊥亘呈．旦亘旦過且坦  

地域区分   地域区分   

3／100 その他   8／100 ムユ望之l（／100 立通旦 3／100 その他   

現員   現員   

円  円   円  円  円  円  円  円   

1人につきと担山辺」⊥壁上鎚  1人につき 週1亘旦ヱ迎ユ旦拠出且！迫旦吏追出迫吏担且坦  

（10）自立援助ホーム  （10）自立援助ホーム   

地域区分   地域区分   

適△迎1亘∠王」迎12／10010／100 8／100 6／100   皿迫 ユ旦∠ユ旦912／100 止△堕10／100 旦∠ユ旦塁   

現員   現員   

円  円  円  円  円  円   円  円  円  円  円  円   

6人まで  塾生ぷ迫 呈旦払生迎 適且ぷ迫1出題 ユ旦1遜迫1姐且坦   6人まで  裁迅迫 』且1迎 通 過 週 通過≦坦   
7 ～ 9  遇且担 適且旦；迫 適呈丘旦旦 題追 出ユぷ迫 遇  7 － 9   』＆丑坦 上皇姐迫 週呈且担 適ユ．皇2旦 適且蚕坦 ユヱ私製迫   

10 ～12  ユ旦ま且豊里 道且芸坦 題迫 ユヱ旦ヱ±担 週 ユ戯A旭  10 －12  ．迅⊥包迫 週1王姐追 出且』迫 週 足⊥裏坦   

13 ～15  ユユ邑丘亘旦 ユ迎1三通 適鮎⊆迫 適貞通過 適且辺  13 ′〉15  1王ム裏迎 ⊥王立ヱ9旦 艮⊥む坦 ユヱ旦ユ坦 適且堅独 英且ぷ迫   

16 ～18 1ヱ亘且1旦 週 凰追旦 避迫 週且ぷ迫 ユ旦ユ．生；迫  16 ～18   週 ユヱ軋≦退色 適且蚕迫 力江遜迫 ユ旦邑」旦旦 遁皇且≦坦   

19人以上ユユ⊇．旦≧旦ユ朗且迎ユ旦旦之皇旦適過適⊥裏迫1亘旦且辺  ユ是』迫1旦旦ぷ迫適鎚！迫』主題迫週且弘旦ユ旦呈且旭  

地域区分   地域区分   

3／100 その他   8／100 迎迫 6／100 辿迫 3／100 その他   

現員   現員   

円  円   円  円  円  円  円  円   

6人まで  処 遇   6人まで  適⊥丑担1旦臥巨呈旦 適乱巴追 出迫且迫 週且堅迫 ユ旦1．旦⊆迫   

7 － 9  月ユ丘迫 遡坦   7 － 9  1王遇 ユヱ皇．亘皇91遁蓮坦 ユヱ皇ユ迎」ヱL逆 運姐迫   

10 ～12  ユ旦曳ヱ旦91星⊥1二迫   10 －12   遇』迫 通且迫 ユ旦邑．呈迎 ユ旦乙ユ旦旦 遇ヱ姐仁旭u遡   

13・－151ユ塵旭迫仁追出週   13 ′・■15  週 ユ塵．退迫 適腿 ユ旦過 ユ旦姐坦 適且旦迎   

16 ～18  出題担 通史担   16 －18   ユ旦呈ヱ！迫 避退丘≦坦 j迅 封迫遇 j且乙丘旦旦 ユ互生．ま！迫   

19人以上  1亘む迫旦 ユ旦1．旦旦旦   19人以上  朗坦 遁旦j望旦 ユ旦旦且2旦 適ユぷ迫 週旦A坦 週  
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改正後   現行   

（11）一時保護所   （1り」時保護所   

地域区分   地域区分   

剋＿⊆泣  出迫 12／100 10／100  8／100  6／100   ⊥剋辿 」j∠上迫 12／100  ⊥1∠迫塁llO／100  旦∠⊥！辿   

定員   定員   

円  円  円  円  円  円   円  円  円  円  円  円   

5人まで  旦」且之且迫 ＆旦皇址1旦 ＆迅 鼠題且盟包 む廷臣且坦 旦ヱヱ1．皇王立  5人まで  且題且ヱ飽 ＆邑§且鎚坦 ＆出土且迫 且出払ま迎 且剋坦 且錮且迎   

6～10人  ユ土建呈且迅 週止迫ヱ迎 1呈且担ユ姐 ユ且ユ旦巨A迫．はぷ迫ユ迫 退避遡迎  6～10人 1旦且巨且旦毘 ユ旦ぷユ云坦 』且出且迫 』上之乙且迫 週⊥弘之迫 皿A坦   

11－15   ユ豊丘虹避退 適．鮎ム述引週追出且迫 1王ユ姐ぷ迫 1工公乙遇 ユエ1」姐丘迎  11～15   ユ且出色丘迎 遁．追出迫旦 脳且1二迫 ユヱ且迫ヱ姐 1エ追旦且1立 11揖且迎   

16～・20   出且迫遜辿 jほ且u．裏坦 遇丘弘 之乙辿⊥出泣 出』貞迫ヱ迎 乙1丘過  16←20   ヱ＆乙乙星丘迎 ヱむ相星且旭 ヱ乙ユま邑且迫 Z乙迫且剋迫 退廷且ぷ迫 ヱZ⊥主星且1生   

21～25   題上皇乙王皇立」退⊥公丘旭 Zヱ．ま旦ヱ．ま旦9 運上迫皿迎 ぇ皇A迫丘岨 題且ほ山迎  2ト〉25  ヱ旦止9旦且蛇 足且皇且裏迫 出土2且邑≦迫 乙乙ユ旦王．鎚坦 並．旦皇旦』迎 之邑ユ1呈ユ娘   

26～30   追ユZ且遇 旦乙旦卓立且廷 毘⊥出題 封j皿 ま1』旦1且坦 呈⊇止生工」＿迎  26～30   遥止旺．Z剋 ㍊丘旦亘且迫 旦Z⊥；迫且迫 鮎．鮎且丑迎 む丘生旦A迫 鮎ヱ凶⊥迫   

31′〉35   呈出迫王ユ迫；巳ユ坦丘飽 避ユ圭迫且担 逃」＿亘皇．些坦 遊丘旭且坦 三姐且8ヱユ∈迫  31－35   呈鮎迫三．星組 三迫Al呈且迫 旦虹辻臥乙1良 ⊇且坐弘道皇 道ユ生Z且∈迫 避止呈ま且辺   

38～40  公．蛇弘之組 まZ丘岨 吏．出立 公ヱ日長組 幽 遡ユ1ユ裏迫  36～40  虫ヱ妃且弧 旦乙ユヱ乙ま退 出．生主ょ生ヱ9 ま1．Q旦Z且辿 亜ユ迎丘迫 岨且迫   

4†～45   A乳量まヱユ巨立 jユ呈出．1祖 公⊥妃A8立 並且旭丘迎 坐丘迫丘坦 ま旦且迫ぷ坦  41～45   旦旦⊥遇ユ鎚 公且迫且旭 公ユ旦之ユ迫 旦星ユ姐 A亘ぷ娃丘皇白 土全．鮎且』迫   

46■〉50  毘．ま組 立ユ皇乏ヱ皇9 避止出止辿 公且規且…迫 姐且退 出ユ邑王且辿  48～50  姐止迎 む．旦出丘∈迫 辿且1且鎚迫 ㍊ヱ迎且迅 生む追払皇祖 脱退   

51～55  週j妃ユ姐 三迫且生邑且辺 長ぷ温凹 出丘姐⊥退 出上蓋迫ユ迫 毘且乙乙且弧  5l～55  迅ユ辺 地且迫 皇i止8エ之≦迫 並脳追且∈迎 5旦ぷ迫且建 とu捜星且担   

56～80  岨ヱ迎 鮎．適 地ヱ退 出止虹丘迫 主星ぷ地 主ヱ．；迫エむ旦  56～60  壁ユ5迫且鎚 旦王j旦旦丘辿 旦蛸捜丘辿 馳且ぷ迫 出⊥乙乙ユ迫 剋止旦1ヱ旦旦   

61～65  旦鮎肌 色皇．互生ヱ且辿 姐丘辿 旦旦JLa旦ユ亘旦 旦乙旦1且遇 邑」且Z一旦拉  61～・65  鎚止岨 卓見並豊．旦迎 旦皇．旦ま1．三重迫 旦皇ヱ邑鮎L辿 旦⊇．ヱ1旦ユ邑9 脱退   

66－70  ヱ旦ユ巨星且之旦 む良皇軋乙迫 旦9j追⊥乙≦坦 腿j二辺 旦ヱ．1旦乙鎚追 出且2⊥㌫坦  66～70  之乙ぷ盟且姐 週ユi迫且迅 旦皇．皇ユ且旦ま9 旦鎚坦 旦鮎臼旦遡迎 旦乙ヱ1呈．旦皇旦   

地域区分   地域区分   

3／100  その他   8／100  ヱ∠ユ旦塁  6／†00  亘∠山辺  3／100  その他   

定員   定員   

円  円   円  円  円  円  円  円   

5人まで  鮎拙L乙建 出払皇迎   5人まで  む日工三組 乳量皇遇 旦ヱ邑皇．呈迎 ＆旭丘1誠 鋸岨 ヱ且2且鎚迫   

6～10人  昆ユ岨 週且遮   6～10人  通過旦Z丘担 エむ比旭坦 避止旦乙9二迫 止丘88⊥辿 罠且辿』迎 ユエ旦王A且姐   

11～15   エ豊丘王星丘已⊇ 1且Z旦皇．ユ丘9   11～15  艮A巳A蛸 足ヱ盟且迎 jユ退色ぷ迫 適且出．通史 1餌二迫ヱ坦 適ヱ！迫且坦   

16■Y20   之9且迫ヱ迎 ヱ岨止辿   16・〉20  邑且妃ヱ迎 旭丘建 乙1丘辺ユ坦 之ユ且払出氾 三色且邑Z通過 出長辺且延   

21■－25   益丘弧且迫 Z全長旦1ユ辿   21～25  ヱ呈上Z乙旦迎 ぇ邑ヱ皇9A追 越皿！迫』迎 遊ユ泣ユ：迫 益且迫遜泣 出j長辺且迅   

26′－30   題．旦1皇且星空 ；退ユ！迫且辿   26・〉30   逓．迫1丘之生 遡ユ1ま且辺 旦む迫乙旦1立 迎ユ迫ユ互生 週且ぷ迫 皿   

31～35   ⊇⊇且退．Z⊇虫 呈乙旦1皇遇   31～35   追且述ユ辿 姐且坦 迦且む皿 姻止辿 並且u上］且 過迫   

36・｝40  遥且生1A辿 遣ユ鎚丘辿   36－40  坐迫乙1且迫 避止鎚⊥迅 呈出j辿長辺 避止豊且ぷ迎 三迫ヱZ旦ヱ【迫；泣ユ邑㌫こ迎   

ヰ1～45   旭丘坦 裏良題且迫   ヰ1～45  出上述』泣 出」ヱ】追迎 坐ユ姐ヱ坦 A呈且辿ユ迫 公丘地 史且迫ヱ辿   

46～50  ま！出迫Zユ姐 姐ヱ迫   ヰ6～50  皇皇止むヱ担 坐且u遇 亜⊥n且組 ま王ユ迫ぷ迫 皇皇．王迫Z』迫 まむ≡迫旦旦迫   

51′｝55  通且適 量皇．ヱ3且皇迎   5卜〉55  ぷ丘鎚ぷ迫 主星．！迫亘ユ退 出丘姐 鮎ユ乙亘．ユ互生 出⊥出血迫 幽ヱ追丘迎   

56～60  辿且迫 豆乳旦辿丘辿   56～60  避止迫且迫 立丘塾良三独 立乙立退』j迫 羞迫丘1邑⊥辿 鼻息皇三見旦Z免 責且旦1且旦（迎   

61－65  岨ヱ全史 題．1之2ユ星立   61－85  旦乙呈旦皇ヱ凶 旦乙鮎土ヱ19 む止王Z丘迫 鎚．M 迫進呈ユ迅l呈出皿出題   

66～70  岨』迫 旦乙旦1呈上辿   66～70  皇王⊥！且丘呈9 堕丘鎚．生娘 鎚．j迫萱止圭迫 鎚且旦まユ辿 旦皇▲担且且∈坦 旦退迫丘迅   

※1か所当たりの年額   ※1か所当たりの年額   
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改正後   現行   

2 加算分保護単価   2 加算分保護単価   

（1）小規模施設加算分保護単価   （1）小規模施設加算分保護単価   

児童集注施設   児童養護施設   

地域区分   地域区分   

週∠1j迎 1旦∠1上辺 12／100 10／100  8／100  8／100   吏∠1」迎  適△j迎 12／100  揖ム！迫 10′100  鮎ユ！迫   

定員   定員   

円  円  円  円  円  円   円  円  円  円  円  円   

30人まで  適遡  遁且坦  適且遁  ユ亘丘迎 15．390 15．150  30人まで  適止姐  適』迎  遁且担  ユ且王皇旦  遁ぷ坦  遁遡   

31～40人  週之辺 ．追且迫 12．6gO 12．500 1之，3柑 12．120  31－・40人  j旦⊥迎  週．辿 1乙6gO ．ほ且辿 12．500  週』辿   

41人以上＆出旦旦ユ辿9．520＆姐旦9．2309．090  

地域区分   地域区分   

3／100  その他   8／100  立通之l（／100  鮎ユ！迫  3′100  その他   

定員   定員   

円  円   円  円  円  円  円  円   

30人まで  14．790 14．430   30人まで  15．390  ユ且≧迎 15，150 1退  出ユ担 1ヰ．430   

31～40人  11，830  止ぷ迫   31～40人  12．3†0  皿 12．120  エ乙；乙姐  ⊥1．凶9  足長坦   

41人以上   8．870   8，860   ヰ1人以上   9．230  旦ユ旦旦  9．090  旦且迅  8』二迫  8．660   

鮎毎 号鮒苧ナ・モーー触鯉二幽ヤ 畢 一一触・一撃‰㌣一塊野馳－、   ▲ ．    JL■■J■璧・ －  



改正後   現行   

（2）職業指導員加算分保護単価   （2）職業指導鼻加算分保護単価   

ア 児童養護施設   ア 児童養護施設   
地域区分   地域区分   

遁∠1j迫1出旦12／10010／100 8／100 8／100   艮△起」週△迎12／100 ユ」∠英坦10／100 鮎退迎   

定見   定員   
円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   

30人まで  」A裏坦 適．鎚迫 1も封坦14．14013．93013．720  30人まで  1皇且迫 1生虐泣 出且泣 出逼迫14．140 週』迫   
31～ 40人 1⊥旦≦迫 ⊥L乙皇9 11、480 11．310 11．14010，970  31・〉 40人 11．旦1旦 1ユ．旦皇911．480 1ユ．皇！迫11．310．uヱ；迫   

ヰ1～ 50   ＆旦9旦  旦迎  8，610  8．480  旦．旦！迫 8．230  41～ 50   旦且呈旦  ＆出塁  軋610  旦丘辿 8．480 旦A≧旦   

51′〉 60   旦且至辺  土堅迫  7，750  ヱ▲旦皇旦  7．520 工ま1旦  51～・60   旦且担  ヱ丘邑9  7，750  乙畳屋迫 迎 1邑8旦   

81～ 了0   ヱ⊥皇立  迎  8．890  旦．王旦旦  旦且坦 6，580  61～ 70  11坦 旦且坦  6．890 軋邑生空 色遡 旦遇   
71～ 80   旦丘！迫  旦山辺  6．030  5．940  5．850 5．760  71～・80   旦遇  軋u旦  臥030  亘且邑塁 5，940 瓦腿   

81・｝ 90   亘』追  越  互⊥Z旦  5．090  5，010 旦且！坦  81′・■ 90   皇遡  きヱ盟  主』迫 互上辺 5．090 迎   

91～100   姐迫  A旦！迫  4．300  4．240  4．180 4．110  91－100   皇A亘旦  豊丘王旦  4．300  皇且迫 4．240 旦之1旦   

101～110   越  生ユ1旦  4．020  3．960  3．900 3．840  101～110  旦」」迫 姐坦  4．020  ヨ止塁旦 3．960 退迫   

111～1之0   旦旦旦9  旦且坦  3，730  3．870  3．620 3．560  111～120  旦且坦 旦ヱ邑旦  3，730  呈』迫 3，670 迎   

121－130   呈』迫  呈丘⊇坦  3．440  3．390  3，340 3．290  121－130  乙む坦  姐迫  3．440  姐坦 3．390 且㌫坦   

131～1ヰ0  遇 遇  3．150  3，110  3．060 3．010  131～140  ヨ追匹 遇  3．150 ＆遇 3．110 迎   
141－150   立鎚迫  まぷ坦  2．870  遇  2．780 2．740  141・一150  乙已Z旦  乙釦坦  2．870  乙鮎旦 乙旦迫 迅迫   

161～170   遇  乙塑旦  2．680  2．640  乙600 2．560  181－170  乙乙坦  2ユ≧旦  2，680  乙鮎迫 2．640 呈且≧旦   

171－180  呈』迎 乙鮎迫 2．580  2．540 乙500 2．470  171～180  凶迫  退迫  2，580  呈1姐之 2．540 乙舅坦   
181～190   呈．堅迫  乙聖迫  2－480  2．450  2．410 2．370  181～190  乙鮎迫  呈且≧迫  2．480  旦土建 2．450 過   

191人以上   之皇⊆坦 乙ま盟 2．390  2．350  2．320 2．280  191人以上   む必 出迫  2．390 乙∑迫 2．350 呈．三坦旦   151～160   呈遡旦  呈L鮎坦  2．770  2，730  2．690 2．650  151～160  呈且迎 ＆出旦  2．770  呈ユ亘旦 2，730 乙む旦  
地域区分   地域区分   

3／100 その他   8／100 五色旦之l亡／100 皇△」迎 3／100 その他   

定員   定員   
円    円   円    円    円    円   円   円   

30人まで  13，400 13．080   30人まで  13．g30 ユ且旦迎13．720 1且旦辿13．40013．080   
31～ 40人 10．720 j旦A迫   31～ 40人 11．140 ユ⊥！迫旦 10．970 避止坦10，720 避止辿   

41・・■ 50   8．040  7．850   41′〉 50   鮎出迫  ＆；迫9  8，230  軋出迫 8．040 7．850   

51～ 60   7，230  7．060   51～ 60   7，520  ヱ止邑旦  ヱ．皇旦⊇  ヱ．呈豊里 7，230 7．060   

61～ 70   6．430  6．280   61′〉 70   旦且迫 旦丘迎  6．580 重点⊇旦 6．430 6．280   
71－ 80   皇．旦迎  5．490   71～・80   5．850  五匹史  5．760  五む旦 互旦迫 5．490   

81・〉 90   4．820  4．710   81～ gO   5．010  4且互生  姐迫 旦L凶旦 4．820 4．710   

91′〉100   4．020  3．920   91～100   4．柑0  貞止建  4．110  姐坦 4，020 3．920   

101′、■110   3．750  a．860   101～110  3．gOO  旦且三塁  3．840  む辻旦 3．750 3．660   

111～120   3．480  3．400   111～120  3．620 遇  3．560 旦長生立 3．480 3．400   

121・－130   3，210  3．140   

131・〉1ヰ0   2．940  2．870   131－140  3．060  遇  3，010  呈且担 2．940 2，870   

141～150   2．680  2．610   141～150  2．780  2▲迎  2．740  呈ヱ三塁 2．680 2．610   

151－160   2．590  2．530   151～160  2．690  呈且迫  2，650  呈▲旦迎 2，590 2．530   

161～170   2．500  2．ヰ40   161－170   2．600  乙主星9  2．580  と立迫 2．500 2．440   

171・〉180   2．410  2．350   171～180  2．500  乙公迫  乙470  ま旦…迫 2．410 2．350   

181～190   乙320  2．280   181～190  2．410  呈▲退迫  2．370  呈．旦皇旦 2，320 2．260   

191人以上   2．230  2．180   191人以上   2．320 遇  2．280 乙む迫 2．230 2．180   121～130  3．340  呈且辿  3．290  且退迫 3．210 3－140  
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改正後   現行   
イ 児童自立支援施設   イ 児童自立支援施設   

地域区分   地域区分   
ユ旦△」迎 適△迎12／100＝0／100 8／100 6／100   迫△」追 出△旦912／10011∠1坐10／10叫旦△辿   

定員   定鼻   

円   円   円   円   円  円   円   円   円   円   円   

30人まで  適且退 避遡 ユ且1旦旦 ユ土建 ユAヱ迎14．500  30人まで  1皇ユ担 適A相 通遇 適且設 題迫 ユ土星生旦   
31～ 40人 ．ほ遡．ほA；迫 1≧ユ辿 出且∈迫11．78011．600  31－ 40  避退退 避遥坦 ㍊止迫 ユ呈且盟 ユユ．旦旦旦 止且迫   

41～ 50  ＆日没l＋旦旦迅‖＋g．110  8，970 鼠色担 8．700  41－・50  乱裏迫 旦Z！坦  9，110  且色坦 8，970 姐迫   

51～ 60  出超‖ 」出題  8．200  8，070  7．950 7，830  51－ 60  姐迫 鮎髭迫 8，200 私通似 8．070 鮎と旭   

61－ 70  遇 ム公迫 ヱ之坦 迅  7．070 6．960  61～ 70  遇 工遇  遇  ヱ．2呈旦 1L辺 1じ迫   

71～ 80  鮎必‖ 」出題」！迫娘1 6．280  6．180 6，090  71～ 80  鮎出＝出必‖ 鮎必＝ 鮎鎚‖ 8．280 皇之迎   

81■－ 90  五日旦  五萱旦9  5．460  5．380  5．300 5，220  81～ 90  屋且辿 皇屋坦  5．460  且鮎坦 5，380 豊丘亀虫   
91－100   £む迫  姐迫  4．550  4．480  曳ぷ迫 4，350  91－100  岨坦 姐迫  4．550  裏必‖ 4．480 建設   
101・－110   裏辿之  皇良坐  4．250  4．180  4¶120 4．060  101′・■110  む吐立 皇且迫  4．250  鮎乙辿 4，180 立退迫   

111・・′120   旦．1Z9  曳鎚担  3．940・呈避迫  3．830 3．770  111－120  豊丘豊里 生迎 3，錮0 且旦相 星且塾生 呈旦亘9   

121－130   皇且迫  ㌫臼迫  3．糾0  旦丘皇9  3．530 3．480  121－130  ㌫迫立 退迫  3，糾0  呈丘ユ旦 迎 退迫   

131－140   辿 む揖  3．340  3．290  3．240 3．190  131～140  辿迫 迎  3．340  旦；乙建 3，290 旦之！辿   

141■｝150   ＆出坦  旦』迎  3，030  2．990  2，940 2，900  141～150  ＆出迫 遇  3，030  且鎚坦 2．990 乙旦！迫   

151－160   迎  ま劇迎  2．930  2，890  乙840 2．800  151～160  呈且担 乙皇星空 2．930 呈且迫 2．890 呈且辺   
181－170   姐迫  迅迫  乙830  2，790  2，750 2．700  161～170  呈且坦 ＆邑三塁  2．830  ま旦坦 2，790 乙乙迫   

171～180   過 Z』辿 2．730 2．690  2．6亭0 2，610  171・－180  過 乙【迫 2，730 乙乙旭 乙690 乙鎚坦   

181一－190   乙雲坦l＋呈且墜  2，630  2．590  2，550 乙510  181－190  乙左辺 呈且迫 2，630 呈．旦1旦 2．590 呈且辿   

191人以上  呈．旦旦9 呈丘邑9 2，530  乙4gO 2，450 乙410  191人以上  乙旦2旦 出迫9 2．530 乙弘旦 2．490 呈A迫   

地域区分   地域区分   
3／100 その他   8／100 辺【迫 6／100 出迎 3／100 その他   

定員   定員   
円   円   円   円   円   円   円   円   

30人まで  迅止辿 1遇   30人まで  適ユ迫 皿14，500 ユ且星組 適ユ塾 ユ且旦建   

31～・40人 J⊥遇11．050   31－ 40 11．780 jユぷ迫 11．600．日長！坦 出。ぷ迫11．050   

41～ 50  8．490  姐迫   41～ 50  姐迫 旦ユ！迫 8．700 鮎ら辿 8．490 鮎迦   

51～ 60  7，640  7．460   51－ 60  7．950  ヱ且皇仝  7．830  乙蚕坦 7．640 7．460   

61～ 70  6．790  6，630   61－ 70  7．070  ヱ且坦  6．960  且墜矧亡．790 6，630   

71－ 80  5．940  5．800   71－ 80  6．180  旦ぷ泣  6．090  旦且豊里 5－g40 5．800   

81～ 90  5．090  4．970   81－ 90  5．300  立退迫  5．220  皇ユ辿 5．090 4，970   

91（一100  4，240  4，140   91～100  出止立 旦遇  4．350  皇且1旦 4．240 4．140   

101－110   3．960  ＆邑Z旦   101－110  4，120  姐迫  4，060  皇且；迫 3．960 豊丘∈迫   

111′－120   3，680  3．590   111～120  3．830 遇 3，770 呈．三重 3．680 3．590   

121～130   3．390  3．310   121′〉130  3．530  ⊇』迎  3，480  旦A亘仝 3，390 3，310   

131－140   3．110  旦旦生旦   131～140  3．240 出張 3．190 ＆1旦9 3．110 豊丘辿   

141′｝150   2．830  乙760   141－150  2．940  姐迫  2．900  呈且Z旦 2，830 2．760   

151■〉160   2．730  2，670   151′－160  2．840  乙鮎坦  2．800  呈ユ！泣 2．730 2．670   

161～170   2．640  呈．皇星空   161・－170  2，750 乙む迫 乙700  乙旦邑9 2．640 乙互ヱ9   
171■｝180   2，540  2，480   171～180  2．650  乙迎  2．610  2．皇旦立 2，540 2．480   

181■｝190   2．450  2．390   181′〉190  2，550  乙送迎  乙510  ヱ．皇旦旦 2．450 2，390   

191人以上  2．360  乙300   191人以上  2．450 呈A；迫 2．410 呈遡 2．360 2．300  
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改正後   現行   

（3）母子生活支援施設保育士加算分保護単価   （3）母子生活支援施設保育士加算分保護単価   

地域区分   地域区分   
剋迫1出迫12／10010／100 8／100 6／100   ユヱ△旦9 ユ4∠ユ旦旦12／10011△旦910／川0 皇∠ユ旦負   

定員   定員   
円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   

10世帯まで  ま乱9」迫 遵遡 呈乱ぷ迫；迫ヱ三坦 呈遇 27．440  10世帯まで 塑ヱ迫 呈皇ユ迎 題ユ坦 呈旦▲堅坦 占退避 呈且旦辺   

世帯   世帯   
11～ 20   墨A娘 呈≧▲鎚迫 呈⊥旦坦 呈⊥ぷ迫 迎』迎 20．580  11～ 20  ⊇盗ぷ迫 呈⊥旦皇9 邑且迫 まLむ坦 弘之迫；巳」通史   

21～ 30   吐坦旦 適 1曳旦！迫 14．140 13．93013．720  21～ 30 1A鮎坦 ユA旦巨旦 ユA旦≡追 越14．140 ユA鎚泣   

31－ 40   ぷ遡 ユ且旦1旦12，92012．730 ユ且邑迎 週遡  31～ 40  』追坦 j且1ユ旦 12．920 1星且；迫12．730 週長辺   
41～ 50   ユj．堅坦l二止ユ些 11，480 11．310 11．14010，970  41～ 50 1ユ且旭 ユ⊥ぷ坦 11メ80 ユ⊥旦！迫11．310 ⊥1且迫   

51～ 60   ＿坦』迫 ユ且呈Z旦 10．050  9．900  9，750 9．600  51－ 60  ＿坦且辿＝ 三通ユ塑 10．050  且㌫坦 9，900 旦剋迫   

61～ 70  旦且旦旦 姐迎 8．610 姐 姐迫 8．230  61～ 70  姐迫 旦ユ辿 8，610 ＆堕9 邑皇豊里 ＆姐⊇   
71～ 80  迅坦  遇  ヱユ邑9  7．070  6．960 6，860  71～ 80  ユ史担  ヱぷ迫  ユユヱ9 11呈9 7．070 エ軋坦   

81～ 90  皇」迎旦 旦旦迫 5．740 退迫  5，570 5．480  81～ 90  旦且≡坦 姐迫  5，740 旦ヱj迎 旦且亘旦 互邑1旦   
91世帯以上   4遡 丸些迫 4，300 4．240  4．180 4．110  91世帯以上  旦A巨9  豊丘ヱ旦  4，300  旦．≧ヱ9 4，240・4ヱ1月   

地域区分   地域区分   
3／100 その他   8／100 迅迎 6／100 旦∠ユ旦旦 3／100 その他   

定員   定員   

円   円   円   円   円   円   円   円   

10世帯まで  呈旦且四 迷⊥辺   10世帯まで 呈乙旦旦旦 呈遇 27．440 呈ヱ▲Z呈旦 三迫遡迎 呈臥1j迫   

世帯   世帯   
11～ 20   20．100 週遁辿   11－ 20  呈旦遜迫；坦ユ迎 20，580 j迫A；坦 20．1001姐迫   

21～ 30  13．400 13，080   21－ 30 13．930 週追≧旦 13．720 迎13．40013．080   

31～ 40  12．060 11．770   31－ 40 1呈且迫 1呈1坐9．ほ遥迎 ユ且Z差迫12．06011．770   

41～ 50  10，720 週．皇辺   41～ 50 11，140 日遡 10．970 1旦且≦迫10，720 ユ旦旦∈迫   

51～ 60  9β80  旦」旦9   51～ 60  9，750 豊丘迎 9．600 ＆≡i迎 9．380 且ぷ坦   

61′・■ 70  8．040  7，850   61～ 70  旦遇 ＆巴坦  8，230 且封迫 8．040 7，850   

71～ 80  （S．700  6．540   71～ 80   6．960  旦立退  8，860  旦堅迫 6．700 6，540   

81～ 90  5．360  5，230   81”90  5．570  皇ぷ迫  5．480 互生迫 5．360 5．230   

91世帯以上   4．020  3．920   91世帯以上  4．180  匁吏娼  4．110  旦望迫 4．020 3．920   
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改正後   現行   

（4）母子生活支援施設母子指導員加算分保護単価   （4）母子生活支援施設母子指導員加算分保護単価   

地域区分   地域区分   

18／10015／10012／10010／100 8／100 6／100   ユヱ∠迎旦 ユ旦∠通史12／100 止△凶10／100 む退迫   

定員   定員   

円  円  円  円  円   円   円  円  円  円  円  円   

1世帯につき遊ユ堕坐且辿呈皇且辿呈旦長辺呈且呈坦呈乙旦週  

地域区分   地域区分   

3／100 その他   8／100 山辺 6／100 出迎 3／100 その他   

定員   定員   

円  円   円  円  円  円  円  円   

1世帯につき 鮎迫 呈1ヱ坦   1世帯につき 貴之坦 呈旦且旦白 墨且⊆迫 呈乙弘旦 呈呈▲旦迎 むユ坦   

ェ去irふLrタ㌘一丁、▲・慮ご‾遍靂葺き㌫控誓婿竺誓ぜ 串要望蓮黛攣桓竺誓一報蕪碧空。凄束奉七二唾蓮華尊卑ヰ▲ノ？二濾蕪産婆室生拳撃破メ撃ニーー1   



改正後   現行   

（5）母子生活支援施設少年指導員兼事務員加算分保護単価   （5）母子生活支援施設少年指導員兼事務員加算分保護単価   

地域区分   地域区分   

適△題 1亘△j迎12／10010／100 8／100 6／100   ユヱ∠ユ旦914／10012／100 ユユヱユ旦旦10／100 9／100   

定員   定員   

円  円  円  円  円   円   円  円  円  円  円  円   

20世帯まで  旦旦且坦 占迫丘迎 塑過迎 蓑．旦旦9 呈≧⊥ユ呈9 むユ堕  20世帯まで  呈旦ユ辿 呈迫ぷ坦 墨且迎 呈呈1旦亘旦 呈≧A辺 呈≧ヱ坦   

世帯   世帯   

21～ 30  1亘且坦 追越15．220 14．980 14，740 迅丘旭  21～ 30  ユ且旦1旦 ユ且坐旦15，220 1亘ユ【坦14－980」A∈迫⊇   

31～ 40  11且坦 ユ⊥旦邑9 通 過 通 過  31～ 40  通 過 ⊥1．且迫 ⊥遇 ユ⊥呈⊇旦 ユ⊥1旦9   

41～ 50  ユ且封迫 週丘；坦 10．270 10．110  9，950 9．790  41～ 50  ユ且旦ヱ旦 適遡 10．270 週ユ坦10．110 遁且坦   

51～ 60  旦丘旦旦  旦退廷  9．130  8．990  出垣旦 8，700  51～ 60  旦且≦迫  鮎巳旦  9，130  旦且旦9 8－990 ＆旦1旦   

61～ 70  鮎必‖ 二出題  7，990  7．860  7，740 7．610  61～ 70  旦1呈旦9 軋u旦  7．990  上皇≧旦 7．860 ヱ且！迫   

71～ 80  11辺  土む旦  6．850  6．740  6，630 軋堅坦  71～ 80  1日旦  旦▲旦亘9  6．850  見逃 6．740 旦丘邑9   

81～ 90  互生迫  皇麿迫  旦ヱ1旦  旦鎚坦  旦遇 5，440  81～ 90  旦堅坦  と聖坦  姐迫  旦遜迫 皇▲旦ユ旦 亘丘ヱ旦   

91世帯以上生ぷ坦旦且三旦4．5604，4904．4204．350  

地域区分   地域区分   

3／100 その他   8／100 ヱ∠1！迫 6／100 旦∠ユ旦旦 3／100 その他   

定員   定員   

円  円   円  円  円  円  円  円   

20世帯まで  21．220 迎   20世帯まで  望⊥辿 呈ユ▲旦呈旦 呈ユユ姐 む丘迎 21．220 迎且担   

世帯   世帯   

21～ 30  1生ぷ迫 ユ且ヱ旦9   21′〉 30  14．740 適且；坦 」且屋迫 適．皇室追 出迫 ユ旦LZ旦旦   

31～ 40  10．610 10，340   31～ 40  Ⅱ且≡泣 ユ旦旦旦9 逓且退 避ユ廷10，61010．340   

41～ 50  9．550  旦旦1旦   41～ 50  9，950  猥  9，790  乱Zユ旦 9．550 旦』迎   

51′〉 60  旦ぷ坦  8．270   51 ～ 60  ＆出旦 ＆辺  8，700  ＆辺 地 8．270   

61～ 70  ヱ且⊇旦  7，240   61・・′ 70  7，740  土日旦  7，610  ヱ丘巨旦 週 7．240   

71′〉 80  6．360  6．200   71～ 80  6．630  豊丘旦9  軋鮎迫  且旦迎 6，360 6，200   

81～ 90  5，300  5．170   81－ 90  退迫  亘且邑旦  5．440  旦旦坦 5，300 5，170   

91世帯以上  4，240  4，130   91世帯以上  4，420 旦且坦 4．350 生旦迅 4．240 4．130   
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改正後   現行   

く6）小規模グループケア担当職員加算分保護単価   （6）小規模グループケア担当職員加算分保護単価   

ア 児童養護施設、児童自立支援施設   ア児童養護施設、児童自立支援施設   
地域区分   地域区分   

ユ旦△旦9 適△上迫12／10010／100 8／100 6／100   足∠1迦＝j且迅迎12／100 出∠1上辺10／100 むユ！迫   
定員   定員   

円  円  円  円  円  円   円  円  円  円  円  円   
30人まで  1旦丘旦塁 遁ぷ坦 二ほ且迫 適逼迫 15．390 15．150  30人まで   適』迫 遁』迫 遁且鎚 ユ且ヱ皇旦 ユ且旦呈旦 ユ皇．堅迫   
31－ 48人 道ヱ迎 退避迫 12．690 12．500 12．310 12．120  31・｝ 40人 1⊇ユ退 避追坦 1乙悶0 1≧丘皇史 12．500 1≧』迫   
41－ 50   姐迫  姐坦  9．520  且迎  9．230  9．090  41～ 50   旦旦王旦  旦丘！迫  9．520  旦．皇皇生  乳㌫坦  ＆迎9   
51・〉 60   旦且亘旦  ＆塑迫  ＆巨ヱ旦  辿  8．310  8．180  51・一 60   姐坦  旦丘皇立  出迫旦  旦丘！坦  且遇  ＆退旦   
61～ 70   遭  遇  7．610  7．500  7．380  7．270  61～ 70   迎  週  7．610  ヱ丘亘旦  7．500  ムむ坦   
71～ 80   旦迎  ＆鮎坦  6．660  6，560  6，ヰ60  6．360  71－ 80   卓且退  出  6．660  ＆釘旦  6．560  乱立坦   
81－ 90   皇且迫  豊丘坦  5．710  5，620  5，540  5．450  81～ 90   占遥迫  5止迫 5，710  姐迫  5．620  室長邑旦   

91－100   互生坦  姐迫  4．760  姐迫  4．引0  4．540  91”100   旦丘迎  姐迫  4．760  丸型迫  姐迫  姐迫   
101～110   豊丘坦  姐担  4，440  4．370  丸迫旦  4．240  101・－110   丸釦坦  土釦坦  4．440  姐迫  4．370  且迎   
111～120   曳立通  も聖旦  4．12（） 4．060  4．000  辿坦  111－120  題  ま山坦  ヰ．120  姐坦  4，080  曳旦迎   
121■〉130   五里j迫  呈且旦塁  3．800  3．750  3，690  3．630  121～130   姐迫  退氾  3．800  左む迫  3．750  遇   
131～140   遇  遇  3．490  互生坦  3，380  3．∽0  131・→140   ＆邑≧豆  乳∈辿臣  3．490  む出迫  迎  む辻旦   
141～150   ＆劃坦  旦之豊臣  3，170  3．120  3．070  3．030  141－150   呈且迫  且塑旦  3．170  旦Ll旦塁  3，120  且英坦   

161～170   迎  迎  2．960  2．910  2．870  乙8之0  161～170  迎  迎  2，960  姐迫  乙910  乙塑旦   

191人以上  乙迎  乙韮坦  2．640  乙600  2．5＄0  2．520  191人以上   呈．王坐   151～160   旦．≧！迫  旦ぷ迫  3J帽0  3．020  2，970  呈且辿  151～160  aユ旦生  乳U旦  3，060  辿坦  3．020  呈且迫                               171～180   呈．皇迎  呈．皇呈9  2．850  2．810  2．770  2．720  171～180   乙鮎氾  姐迫  2．850  呈且⊇旦  2．810  ま二建旦  181′〉190   乙邑迎  乙鮎但  2．750  乙む坦  2．680  2．620  181～190   呈且辿  乙む迫  2．750  乙ぢ迫  迅坦  呈．釘迫                      呈丘迫  2．640  乙邑2旦  2．600  呈丘坦   
地域区分   地域区分   

3／100 その他   8／100 ヱ∠ユ旦塁 6／100 出迫 3／100 その他   

定員   定員   
円  円   円  円  円  円  円  円   

30人まで  14，790 】4．430   30人まで  15，390 適．㌫坦 15．150 ユ皇且；迫 14．790 †4．430   
31－ 40人 11．830 11遡   31～ 40人 12．310 1≧且辿 12，120 題坦 11．830 出丘坦   
41－ 50  8．870  8．6tSO   41－ 50   9．230  出迫  g．090  旦且迫  8．870  8．660   
51～ 60   迅迫  7．790   51～ 60   8．310  且と迫  8．180  ＆ユ週  遇  7．790   
61－ 70  7．100  旦．鮎坦   引 ～ 70   7．380  ヱ．旦⊇旦  7，270  ヱ．呈ユ旦  7．100  旦．旦呈立   

71－・80  6．210  6．060   71～・80   8－460  出  6β60  旦且辿  6．210  6．080   

81－ 90  5．320  5，190   81～ 90   5，5ヰ0  適  5．450  む吐旦  5．320  5．1gO   

91・－100    4．430  4．330   91～100   4．610  姐迫  4．540  皇且迫  4．ヰ30  4，330   
101■－110   4，140  4，040   101－110   姐迫  鮎L迫  4．240  旦．巫坦  ヰ，140  4，040   
111～120   3．840  3．750   111′〉120   4．000  呈且Z旦  a旦⊇旦  迎  3，840  3．750   

121′・■130   3．550  3．460   121－130   3．690  遇  3．630  五鎚坦  3．550  3．460   
131・〉140   3．250  3，170   131－140   3．380  呈．呈亘塁  3．330  迎  3．250  3．170   
141～150   呈．皇旦9  2．880   141～150   3．070  退遥旦  3刀30  且鎚迫  乙旦卓立  2．880   
151・一160    2．880  2．790   151～160   2．970  乙旦姐  乙鮎坦  乙墜坦  2．860  2．790   
161－170   2．760  乙690   161－170   2－870  呈▲旦豊里  乙820  乙墜但l＋2．760  2．690   
171～180   2．660  2，590   171～180   2．770  乙む迫  乙720  乙迷迫  2．660  2．590   

181・・■190   2．560  乙500   181・・■190   2，郎0  呈長生生  2．820  乙邑⊆坦  2，580  2．500   

191人以上  2．460  2．400   191人以上   2．560  乙壁坦  2．520  呈遡  2，460  2，400   
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改正後   現行   

イ 乳児院   イ 乳児院   
地域区分   地域区分   

18／100 ユ包迅迎 12／100 10／100 8／100  6／100   臼△」迫 1旦∠ユ月旦 12／100．u△j迫 10／100 出張迫   

定員   定員   
円  円  円  円   円   円   円    円  円  円  円  円   

10人まで   坐ユ旦旦 坐且泣 虫且通 坐』迎 坐ユ担 姐  10人まで   姐 ±担丘迅 旦乙旦担 生且坦 旦旦且娘 坐且迫   
11～15人  呈むユヱ旦 過 旦1ユ建1」む且鎚1．迎止些」遡止迅  11～15人 ⊇呈ぷ迫 遊▲呈1旦 旦1ユ辿 旦L皇旦旦 旦！上建 旦1且1史   

18 ～ 20人  呈豊丘坦 呈全逓 23．80ロ 過 去迫且∈迫 呈星．ヱ迎  16 ～ 20人 辿ぷ迫 姐 23．800 呈旦且迫 呈辿担 j迫且∈迫   
21～ 25  1旦且！迫 1旦生辺 19．040 1邑』迫 1む辺 18，180  21～ 25  1皇．三並 j旦且辿 19．040 ユ且旦旦旦 1邑三塁旦 週且坦   
26 ～ 30   適丘迫 1邑ヱ迎 ⊥亘且乙9 」丘且迫 15．調0 15．150  Z6 ～ 30   遁A巨旦 適⊥！迫 ユ旦且！迫 適ユ！担 ユ互旦星旦 通過迫   
31－ 35   遇 1皇遡迫 14．280 迅且Z旦 13．850 退避迫  31～ 35   辿弘旦 1生迎 14．280 1旦⊥Z旦 1生▲鮎迫 1旦且辿   
36 ～ 40  1呈．呈Z旦 ．ほ且坦 12，690 1乙500 12，310 1乙120  36 ～ 40   ユ且ユユ9 1呈1塑旦 12．690 ユ呈上≦坦 12．500 1呈』迫   
41～ 45   吏且担l」⊥遇 山▲リ』10，940 10．770 10朋0  41～ 45   遇 ユ⊥呈ヱ旦 1⊥1！過 日且≧迎 10．940 遁且≡迫   
46 ～ 50   乳鮎坦  旦．遇  9．520  旦．呈旦旦  9．230  9．090  46 － 50   乱臼旦  越  9．520  且史担  旦且建  皇▲旦！迫   
51～ 55   屋上姐  旦ヱ亘旦  9．040  旦且1旦  8．770  8．630  51－ち5   旦遡  旦」且旦  9，040  ＆旦遁  軋墜坦  旦且建   
56 ～ 60   姐迫  鮎悠迫  且互迫  むL姐  8．310  8，180  56 ～ 60   旦且旦立  旦丘坦  旦丘！迫  旦．壬迫9  乱生迎  ＆退旦   
61～ 65   旦』迫  旦且辿  8．090  7．970  ヱ．旦亘旦  7．720  61～ 65   鮎坦9  旦且建  8．090  腿  7．970  ヱ．皇旦9   
66 ～ 70   ヱ且！迫  エぷ坦  7．610  7－500  7．380  7．270  66 ～ 70   出」辿  工ヱ旦廷  7．610  遇  7．500  ヱA坦   
71～ 75   ヱA！迫  1退迫  7，140  7．030  6．920  遇  71～ 75   ユ』迫  工呈生9  7．140  ヱ．型哩  7．030  旦且坦   
76 ～ 80   旦且邑旦  旦且辿  8．860  6．560  6．460  6．360  78・－ 80   軋已1旦  旦ヱ∈迫  6，680  旦且1旦  6．560  旦丘1旦   
81～ 85   旦且迫  姐迫  旦」＿旦旦  6，090  6．000  亘且1旦  81～ 85   皇A担  旦ヱ旦旦  旦．1j辿  旦上辺  6，090  乱立坦   
86 ～ 90   皇且辿  辿迫  5．710  5．820  5．540  5．450  86 ～ 90   姐迫  亘ヱ旦旦  5，710  五重迫旦  5－620  互迎   
91一〉 95   屋止辺  皇．旦塁旦  5．230  5，150  見越  5．000  91－ 95   亘A逆  立む旦  5．230  迅坦  5．150  亘⊥1旦   

96人以上  互生坦  立退迫  4．760  姐迫  4．610  4．540  96人以上   皇▲旦迎  旦且迎  4．760  且ヱ呈旦  ま堅迫  旦且担   

地域区分   地域区分   
3／100 その他   8／1001ム建迫16／100 出迎 3／100 その他   

定員   定員   
円    円   円  円    円  円   円  円   

10人まで   姐 旦旦且辿   10人まで   坐⊥廷 姐 坐A辿 4旦且皇旦 坐且迫 皇⊇．呈旦旦   

11～15人  呈旦長…迫 28．870   11～15人 遡上辿 呈軋む坦 迎』迫 旦辿 塑』迫 28．870   
16 ～ 20人  呈旦⊥担 21．650   18 ～ 20人 姐 望遡迫 呈呈且迫 主星丘迎 塑」＿邑旦 之1．650   

21～ 25   17．750 17．320   21→ 25  1旦遡 遁且；迫 18．180 ⊥出題＝ 17．750 17．320   
26 ～ 30  14．790 14．430   28 ～ 30  15．390 ユ且呈三9 15．150 ⊥亘且迫 14．790 14．430   

31・〉 35   13．310 12．990   31～・35  13．850 ＿迫且迫 1遇 遇 13．310 12．990   
38 ～ 40  11．830 ユ⊥監拉   36 ～ 40  12，310 ．ほ且建 12．120 1≧．襲迫 11．830 山上坦   

41～ 45   10．350 10．100   41～ 45  10．770 1旦戯 10．600 遡上；迫 10．350 †0．100   

ヰ6 ～ 50  8．8了0  8．660   48 ～ 50   9．230  姐  9．D90  旦且建  8．870  8．660   
51～ 55  8．430  姐担   51～ 55   8．770  旦遡  8．630  旦丘邑旦  8，430  旦ぷ迫   
56 ～ 60    遇  7．790   56 ～ 60   8．310  旦且坦  8．180  駐日且l＋コ』堅  7．790   

61～ 65  7，5ヰ0  7，360   61－ 65   ⊥邑！担  土建旦  7．720  迅迫  7．540  7，360   
66 ～ 70  7．100  旦且；担   66 ～ 70   7．380  ユ且⊇旦  7．270  エ乙1旦  7，100  旦．≦辺臣   

71～ 75  6．650  6．490   71～ 75   6．920  旦且退  色旦ユ旦  旦ユ⊆迫  6β50  6．490   

丁8 ～ 80  6．210  6，060   76 ～ 80   6．480  旦A辿  6．360  鮎と迫  6．210  6β60   
81～・85   良工辿  迎   81～ 85   6．DOO  且已皇9  見逃迫  且鮎旦  互遇  且遇   

88 ～ 90  5．320  5．190   86 ～ 90   5．540  亘A担  5．450  む姐9  5．320  5．190   
91← 95  4．880  4．760   91～ 95   旦且迎  皇且呈塁  5．000  生鮎迫  4．880  4．760   

g6人以上  4．430  4．330   96人以上  4．610  4丘辿  ヰ．540  4丘！迫  4．430  4．330   
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改正後   現行   

ウ 情緒障害児短期治療施設   ウ 情緒障害児短期治療施設   

地域区分   地域区分   

適△j迎 遁△j迫12／10010／100 8／100 6／100   1ヱ∠ユ旦立 1皇∠1旦生12／100 止△題10／100 旦△j迫   

定員   定員   

円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   

30人まで   通過 適且迫 ．追且迫l」ほ且迫 15．390 15．150  30人まで   j且』泣 1旦』迎 ⊥邑遜迫．ほ且迫 ユ且旦設 題遡   

31－・40人 ユ旦且迎 週且迫 1乙悶0 12．500 ほ，310 12．1之0  31～ 40人 ．迫⊥建 」呈戯迫 12．890 ユ呈且迫 12．500 1≧』坦   

41人以上 姐泣旦ヱ辿9．5之0旦．迎9，2309．OgO  

地域区分   地域区分   

3／100 その他   8／100 ヱ∠1！迫 8／100 凶辿 3／100 その他   

定員   定員   

円    円   円   円   円   円   円  円   
30人まで   14．790 14．430   30人まで  15．390 遁且辿 15．150 遇 14．丁90 14．430   

31～ 40人 11．830 ⊥王▲皇互生   31－ 40人 12．310 週且辿 12．120 週且辿 11．830 ⊥L亘皇9   

41人以上  8．870  8．660   41人以上  9．230  旦Ll旦生  乳090  出払旦  8．870  8．660   

■■  
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改正後   現行   

（7）家庭支援専門相談員加算分保護単価   （7）家庭支援専門相談見加算分保護単価   
ア 児童養護施設、児童自立支援施設   ア 児童養護施設、児童自立支援施設   
地域区分   地域区分   

適∠ユ旦生 血坦 12／100 10／100 8／100  6／100   ユヱ∠ユ」迎 ユ旭迫 12／100 1ユ△！迫 10′100 むユ！迫   

定員   定見   
円  円  円  円  円  円   円  円  円  円  円  円   

30人まで  ユ且迎 ユ且；迫旦 1旦旦迫 遁且辿 15．390 15．150  30人まで   ユ且生色旦 1旦山辺 適且∈迫 剋迫 ユ見越 遁丘！迫   
31～ 40人  ■追且迎 ユ呈且旦9 12．690 12．500 12．310 12．120  31～ 40人 週ユ迎 1乙旦旦旦 12．690 1≧▲旦迫 12．500 」ヱ』迫   
41～ 50   乱雲迫  且ぷ迫  9．520  腿  9．230  9．090  41′〉 50   鮎と迫  乱鮎迫  9．520  旦▲生生9  ＆㌫坦  姐迫   

51－ 60   旦．…迫旦  ＆塑追  払巨迎  且仝迫  8，310  8－180  51・一 60   旦遜坦  鮎む迫  ＆鮎迫  軋証坦  旦且迫  旦且迎   
61～ 70   迅迫  1迦  7，610  7，500  7，380  7．270  61～ 70   遇  ヱユ⊇旦  7．610  ヱ丘星空  7．500  ヱ．皇生9   

71～ 80   旦」鮎辺  旦且1旦  6朋0  6．560  6．ヰ60  6，360  71～ 80   旦且辿  旦ユ皇旦  8，660  旦且辿  8．560  旦▲亘1旦   

81～ 90   亘且三塁  辿担  5，710  5．620  5．540  5．450  81～ 90   互堅坦  姐坦  5．710  姐氾  5．620  姐迫   

91・｝100   乞鮎坦  土製迫  4．760  姐迫  4．即0  4，540  91・〉100   皇且退  城旦  4．760  土雲迫  旦且邑9  豊丘≡泣   
101～110   土壁坦  生長生旦  4．440  4，370  鮎L建  4，240  101←110   豊丘1旦  主立坦  4．440  曳旦！坦  4．370  皇．⊇上坦   

111～120   皇．旦ユ旦  ま呈；迫  4．120  4．060  4．000  旦且坦  111←120   ま且∈泣  虫迦  4．120  旦且皇旦  4．080  姐迫   

121～130   む建旦  旦且≦迫  3．800  3．750  3．690  3．630  121～130   ＆已亘旦  迅迫  3．800  旦ユ！迫  3．750  遇   

141～150   旦Lむ旦  且呈迎  3．170  3，120  3．070  3．030  141～150  

131～140   適  量且辿  3，490  旦且坦  3．380  3．330  131～140   遇  旦長生塁  3．ヰ90  む迫旦  ＆生迎  旦Al旦                    旦裂独  立ヱ；迫  3．170  旦Ll皇9  3，120  且退迫  151～160   ＆巫坦l＋3ユ迦  3，060  3．020  2．970  姐辿  151～160   遇  五日＿9  3，060  且迎  3．020  呈且坦  161～170   呈且至迫  迎  2．960  2．910  2．870  2，820  181・｝170   迎  迅迫  2．960  乙鮎坦  2．910  姐迫  171～柑0   姐迫  乙鮎坦  2．850  2．810  2．770  2．7之0  171・〉180   迅旦  乙む坦  2．850  且ぷ迫  2．810  呈．む坦  181～190   呈且坦  呈且1旦  2，750  乙工坦  2．680  2．620  181～190   旦旦建  とZ」辿  2．750  旦遇  呈．ヱ！辿  乙鎚坦  191人以上   と迫旦  呈遡  2．640  2．600  2．560  2．520  191人以上   乙辿  姐坦  2．640  呈丘呈旦  2，600  乙邑坦   
地域区分   地域区分   

3／100  その他   8／100 辿迫 6／100 皇△占迫 3／100 その他   

定員   定見   
円  円   円  円  円  円  円  円   

30人まで  14．790 14．430   30人まで  15．390 1且呈迎 15．150 退避 14．790 14．430   

31～ 40人  ‖．830 止且辿   31－ 40人 12．310 ユ呈．≧1旦 12．120 週必坦 11．830 」⊥丘坦   

41～ 50  8．870  8．660   41′｝ 50   9，230  乱迅旦  9．090  旦且辿  8．870  8．660   

51～ 60   ヱ且⊆迫  7．790   51～ 60   8．310  軋邑坦  8．180  旦⊥1立  通  7．790   

即 ～ 了0  了．100  姐迫   81－ 70   7．380  ム㌫坦  7．270  1乙1旦  7．100  旦且≧旦   

71′・■ 80  6．210  6．060   71～ 80   6．460  且吏迫  6．360  姐旦  6，210  6．060   

81～ 90  5．320  5．190   81－ 90   5．540  姐  5．450  出  5－320  5，190   

91・－100    4．430  4．330   91～100   4．610  A遇  4．540  皇1匙但  4．430  4．330   

101－110   4．140  4．040   101～110   週迎  生≧ヱ旦  4．240  建迫  4．140  4．040   

111′－120   3，840  3，750   111～120   4，000  旦且迫  且鎚迫  旦鮎迫  3．840  3．750   

121～130   3，550  3．460   3．550  3．460   

131～140   3．250  3．170   131－140   3．380  旦且亘旦  3．330  互選辿  3．250  3．170   

141－150   乙旦∈迫  2．880   141～150   3．070  姐迫  3．030  迎  呈．皇皇9  2．880   

151－160   2．860  乙790   151－180   2．970  呈．旦互生  乙堅坦  乙堅坦  2．860  2－790   

161・〉170    2．780  2．690   

171～180   2t660  2．590   

181■〉190    2，560  2．500   

1gl人以上  2．460  乙400   121′〉130   3．690  遇  3．揖0  乱鮎坦                                                                                161－170   2．870  呈且辿  2，820  呈．旦！辿  2．760  2．690         171～180   2．770  乙乙坦  2．7之0  呈』辿  2β60  2，590          181～190   2，660  姐坦  2，620  呈．旦旦9  2．560  2．500          191人以上   2．560  乙∈辿旦  2、520  呈．鎚迫  2．480  2．400   
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改正後   現行   

イ 乳児院   イ 乳児院   
地域区分   地域区分   

ユ旦∠ユ旦旦 1亘∠ユ旦臣 12／100 10／100 8／1006／100   追出逃＝ユ裏1！辿12／100 出∠1j迫10／100 鮎退迫   

定員  定員   
円    円    円    円    円    円   円   円   円   円   円    円   

10人まで   坐ユ鎚 皇旦ぷ坦 立且建 ま邑堅迫 坐ユ辿 坐』迫  10人まで   錮』迫 公且迫」妃越 生王．≧卓立 皇皇且坦 坐丘辿   
11～15人 旦乙1二坦 旦星』泣 旦1．ヱ生9 呈1．呈旦塁 迎遡 呈鮎狙旦  1l～15人 呈乙皇呈旦 遊且迅 ⊇ユ遡 むA至迫 弘遇 旦1且迫   

16 ■〉 20人  出遜迫 呈皇丘皇9 23．800 姐 呈呈且皇旦 呈星ユ辿  柑 ～ 20人 塑且辿 坐ユ；泣 23．800 j迫且；迫 呈＆生垣 姐   
21－ 25   避止！迫 ユ且皇王立 19．040 j且』迫 適．生辿 18，柑0  21～ 25  1皇ヱ辿 」題迫 19．0ヰ0 週．旦皇旦 ユ且三豊立・迎   

26 ～ 30   逓且迫 1邑ヱ⊇旦 1星且辺 通底迫 15．390 15，150  26 ～ 30  1通 運山迫 退避 1皇ユ生色 1亘且≧立 通退迫   

31～ 35   適且辿 迅遡迫 14，280 ユ皇且迎 13，850 週且坦  31～ 35   皿 迅』迫 14．280 ユ皇ユヱ9 週且⊆追 越   

38 ～ 40   週且辿 週』迫 12．690 12．500 12．310 12．120  36 ～ ヰ0  1⊇止三色 1呈旦旦塁 12．690 週且∈迫 12．500 週』迫   

引 ～ 45   ⊥1且辺 上遡 1Lu旦 10．940 10．7TO lO．飢旧  41～ 45  1ユ丘≧旦 ユ⊥乙坦 吏⊥！迫 止且≧旦 10．940 1姐迫   

46 ～ 50   且鮎迫  旦ユ⊇旦  9，520  姐迫  9．230  9．090  ヰ6 ～ 50   旦且辿  皇．金堂  9．520  旦塵坦  出迎  凶迫   

51■〉 55   幽  乱退迫  9β40  且釘＿旦  8．770  8．830  51－ 55   皇』迫  旦」＿星空  9．040  旦且迫  軋鮎坦  幽   

56 ～ 60   旦且亘旦  腿  邑亘王旦  軋ま生旦  8．310  8．180  56 ～ 80   旦j出坦  旦丘旦生  む；迫旦  旦送迎  旦A⊇旦  邑⊇二迫   

61■〉 65   姐泣  ＆臼旦  8．090  7．970  遇  7．720  61～ 65   ＆呈皇旦  ＆む旦  8．090  鮎む迫  7．970  ヱ．皇旦9   

66 ～ TO    ヱ．皇旦旦  1迫旦  7．810  7．500  7．380  7．270  66 ～ 70   ヱ．旦⊆坦  1乙担  7．610  遇  7．500  乙出旦   

71～ 75   適  王墓！辿  7，140  丁．030  6．920  且旦≧旦  7】－ 75   遇  土日塁・ 7．川0  ヱ．鎚坦  7．030  軋聖二迫   

76 ～ 80    姐泣  旦且迫  8．660  6．580  6．480  6．360  76 ～ 80   且旦1旦  旦ヱ邑旦  6．660  出超之  6．580  旦且辿   

81－ 85    且裏旦  旦遇  旦」j迫  6．090  6．000  亘且王旦  8l・一 85   旦A≧旦  旦．≧旦9  且旭9  包む坦  6．090  旦且坦   

88 ～ 90   互駐辿  姐坦  5．710  5，620  5．540  5，450  86 ■｝ 90   遇  主題  5．710  皇丘旦塁  5．620  退迫   

91～ 95   皇A追  越  5．230  5．150  皇且！坦  5．000  91－ 95   皇A迎  包む旦  5．230  迅迫  5．150  亘⊥1旦   

96人以上  皇且退  色旦飽  4．760  創出迫  4．610  4．540  98人以上   姐迫  貞追迎  4．760  皇ユ辿  逃  出む辿   

地域区分   地域区分   
3／100 その他   8／100 皿迫 6／100 弧迫 3／100 その他   

定員   定員   
円    円   円  円   円   円  円  円   

10人まで   坐丘坦 岨   用人まで   土星」＿星空 皇皇且辺 公A塾 生』泣 虫且退 室迎   
11～15人 遥且迫l；8．870   11・一15人 迎▲辺 3且亘退 避』迎 遡』泣 ■呈皇．三迫塁 2臥870   
16 － 20人  姐 21．650   16 ～ 20人 呈旦』迫 2且9j追 走ユ辿 毘丘坦 塑』迫 21．650   
21・〉 25   17．750 17．320   21～ 25  ユ且生！迫 適丘辿 18．180 j且遥迫 17，750 17．320   

28 ～ 30   14．790 1ヰ．430   28 ～ 30  15．390 適ヱ迎 15．150 通底迫 14．790 14．430   

31～ 35   13．310 12．990   31－ 35  13．850 ．迫ユ建 1旦丘迫 」旦且迫 13．310 12朋0   

36 ～ 40  11．830 ⊥遇   36 ～ 40  12．310 週ヱ辿 12．120 週必迫 11．830 ⊥Lむ坦   

ヰ1－ 45  10．350 10，100   ヰ1－ 45  10．丁70 適且迫 10．600 遁丘辿 10．350 10．100   
46 ～ 50  8．870  8．660   46 ～ 50   9．230  出辿  9．090  旦．鮎旦  8．870  8，860   

51～ 55  8．430  軋賀辿   51～ 55   8．770  旦ヱ！迫  8．630 ■ 旦且迫  8．430  ＆建立   

56 ～ 60   遇  7．790   56 ～ 60   8．310  旦且豊里  8」80  ＆u旦  迅迫  7．7gO   
81－ 65  7，540  7．380   61－ 65   ヱ且姐  ヱ．ヱ旦旦  7，720  迅迫  7．540  7．360   
66 ～ 70  7．100  軋墜迫   

71－ 75  8．650  6，490   

76 ～ 80  6．210  8，060   

81～ 85   皇ヱ王立  迎   

86 － 90  5，320  5．柑0   

91～ 95  4．880  4．780   

96人以上  4．430  4．330   88 ～ 70   7．380  遇  7．270  1む＿旦  7．100  ＆旦辿           71－ 75   6．9之0  旦且迫  剋  姐迫  6．650  6．490            76 ～ 80   6．ヰ60  剋  6，360  旦且辿  6．210  6．060          81～ 85   6．000  旦裏拉  姐追  越  亘ヱ組  立且辿            86・－ 90   5．540  姐迫  5．450  皇A辿  5．320  5．190           91～ 95   且駐独  迎  5．000  姐迫  4．880  4．760          96人以上   4．610  姐迫  4．540  全盛迎  4．430  4．330   
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改正後   現行   

ウ 情緒障害児短期治療施設   ウ 情緒陣書児短期治療施設   

地域区分   地域区分   
週∠1j迫 剋迫12／100 10／100 8／100  6／100   エヱ∠1占迫 jj△」迎12／100 1ユ∠ユ旦塁10／100 出迫   

定員   定員   

円   円  円   円   円   円   円   円   円    円   円   円   
30人まで   適▲塑旦 」丘且辿 」丘且辺 1皇ぷ坦 15，390 15．150  30人まで   1邑』泣 適⊥！退 避 1亘ユ坦 1遇 ⊥姐迫   

31～ 40人  ぷ．呈ヱ9 ユま旦∈迫 12．690 12．500 12．310 12．120  31・〉 40人 1呈ユZ旦 題 12．690 jヱ丘坦 12．500 ⊥乙生！迫   

41人以上  旦堅迫旦ヱ⊇旦9．520腿9．2309．090  

地域区分   地域区分   
3／100 その他   8／100 辺」迎 6／180 互∠ユ旦生 3／100 その他   

定員   定員   
円  円   円  円  円  円  円  円   

30人まで  14．790 14．430   30人まで   15．390 」jユニ迫 15，150 ユ且⊆迫旦 14．790 14．430   
31～ 40人 11．830 ⊥1丘娘   31～ 40人 12．310 ⊥≧見通 1乙120 1≧且≧旦 11．830 ⊥1上皇旦   
41人以上  8．870  8．660   41人以上  9．230  軋出迫  9．090  出払旦  8．870  8．660   
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改正後   現行   

（8）心理療法担当職員加井分保護単価   （8）心理療法担当随員加算分保護単価   

ア児童養護施設、児童自立支援施設（常勤職員）   ア 児童養護施設、児童自立支援施設（常勤職員）   

地域区分   地域区分   
適△題．追皿迫12／100】0／100 8／100 6／100   1ヱ△旦旦 皿迫12／100仁止皿姐10／100 旦週   

定員   定員   
円  円  円  円  円  円   円  円  円  円  円  円   

30人まで  ユ且旦辿 適避 退且坦 適且迫 15，390 15，150  30人まで   適』坦 通過 通過 ユ亘ヱ坐 適遡 ユ五塾坦   
31－ 40人 ＿迫且迫 ユ且旦担 12．690 12．500 12．310 12．120  31～ 40人 』ユ迎 1≧且迫 12．690 ユ呈丘坦 12．500 ．ほ』迎   
41－ 50   乱雲坦  旦ヱ迎  乳520  旦．退坦  9．230  9，090  41－ 50   旦且迫  ＆鮎迫  9．520  且仝坦  皇道迎  凶辿   
51－・60   ＆鮎迫  旦ユ鰻  旦且迫  旦A坦  8．310  8，180  51～68  出撃 屋遁坦 乳量飽 ＆屋起 8止迎 旦且辿   
61－ 70   遇 1迦  7．610  7．500  7．380  7．270  61－ 70   遇 1Z迎  7．610  遇  7．500  エ坐9   
71～ 80   旦』迫  旦旦坦  6．660  6．560  6，460  6，360  71～ 80   旦且迫  旦ヱ坦  6β60  ＆む旦  6．560  邑…L旭   
81－ 90   五日旦  皇且坦  5．710  5．620  5，540  5，450  81～ 90   姐泣  出迫  5．710  旦鎚旦  5．620  姐迫   
91～100   豊丘三色  姐迫  4．760  建坦  4，810  4．540  91－100  姐坦 姐迫  4．760  生塑迫  匁堕旦  旦丘辿   
101～110  旦且組  立型旦  4J40  4．370  も迫旦  ヰ．240  101－110  も∈迫旦  全長迅  4，440  裏臼迎  4．370  姐坦   
111～120   匁む旦  皇ぷ迫  4．128  ヰ，080  4，000  姐坦  111－120  建迫  乞出迫  4，1之0  姐坦  4月60  ま．鎚坦   
121－130   五迫旦  呈且坦  3．800  3．750  3βgO  3．630  121～130  姐迫  迎  3．800  ＆遇  3．750  且ぷ迫   
131～140   姐泣  呈長辺  3．490  辿坦  3－380  3．330  131－140  姐坦  ＆聖坦  3．490  迎  迎  姐旦   

141－150   ㌫出  塁且坦  3．170  3．120  3，耶0  3．030  141－150  旦之坦  遇  3．170  旦ユ迎  3．120  旦」」辿  151”160   週迫  且ぷ迫  3．060  3．020  乙970  乙塾迫  151－160  乱u坦  五山坦  3，060  五色坦  3．020  呈且皇旦  ．1Fl一〉170   立退坦  迎  2．980  2，910  2，870  2，820  1引 ～170  呈且迫  旦』迫  2．g80  乙鮎坦  2．910  乙題迫  171～180   乙出旦  迎  2．850  2．810  2．770  2．720  171～180  乙鮎迫  ＆鮎坦  2．850  呈．旦迎  之．810  呈ヱ辿  181－190   呈▲旦迎  乙邑建  2．丁50  ＆む旦  2，660  2．620  181～190  呈且辿  呈ヱ辿  2．750  乙乙迎  乙迦  旦裏迫  191人以上   呈ヱ建  乙韮坦  2．640  2，600  2．560  2．520  191人以上   乙乙坦  姐迫  2β40  姐迫  Z．600  乙鎚旦   
地域区分   地域区分   

3／100 その他   8／100 遮迫 6／100 辿迫 3／100 その他   

定員   定員   
円  円   円  円  円  円  円  円   

30人まで  14．790 14．430   30人まで  15．390 適ヱ迫 15．150 ．追且迫 1ヰ．790 14．430   

31～ ヰ0人 11．830 追丘辿   31～40人 12．310 週ヱ辿 12．120 週且辿 11，830 11▲亘坐   

41～ 50  8．870  8．660   41～ 50   9．230  姐迫  9．090  出払旦  8．870  8．660   

51～ 60   ヱ且≦迫  7．790   51～ 60   8．310  ＆訟迫  8．180  ＆臼旦  遇  7．790   

81－ 70  7．100  旦ぷ迫   61～ 70   7．380  遇  7．270 1日旦  7．100  旦且辿   

71′〉 80  6－210  6．060   71～・80   8．460  出  6．360  軋迫旦  6．210  6．060   

81～ 90  5，320  5．190   81－ 90   5．5ヰ0  辿  5，450  む吐旦  5．320  5．190   
91～100    4，430  4．330   91－100   4．610  島越  4．5ヰ0  旦且迎  4．430  4．330   
101′・■110   4．140  ヰ．040   101－110  旦遜迫  土日旦  4，240  全▲呈旦9  4．140  4，040   

111～120   3．840  3．750   111－120  4．000  呈且迫  呈且迎  旦．鮎迫  3．840  3．750   
121■〉130    3．550  3，460   121～130   3．690  旦且巨旦  3．630  姐迫  3．550  3．480   
131～140   3．250  3，170   131－140   3．380  且旦亘9  3，330  呈』迫  3．250  3．170   
141～150   乙迎  乙880   14†～150   3，070  且鎚迫  3．030  呈』迎  乙鮎迫  2．880   
151′・■160   2．860  乙790   151～160  2．970  乙鮎迫  呈且≧史  呈．旦旦塁  2．860  2．790   

161～170   2．760  2．690   161－170   2．870  乙鮎拉  2．820  迅迫  2．760  2．890   
171一－1牒0   2．660  2．590   171～180  2，770  乙と坦  乙7之0  呈．ヱ旦⊆．2β60  乙590   
181｛■190    2．560  2．500   181－190  2．6棉  呈．旦辿  2，620  呈長辺  2．560  2．500   

191人以上  2．460  2．400   191人以上   2．560  呈丘坐  乙520  呈1墜但  2．460  2．400   
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改正後   現行   

イ 乳児院（常勤職員）   イ 乳児院（常勤職員）   

地域区分   地域区分   
ユ旦∠匙坦l通△週 12／100 10／10018／100  6／100   」山追 出∠裏迫 12／100 山∠廷坦 10／100 出担   

定員   定員   
円  円  円    円  円    円   円    円    円  円  円  円   

用人まで  坐ユ坦 旦邑且旦旦 史丘1旦 坐且⊆迫 坐⊥邑旦 坐戯  10人まで   ≦且旦担 ご姐且旭 生且迫 更ヱ隻旦 坐且担 鮎坦   
1†～15人  旦む1遡 旦≧．坐旦 む．三迎 弘』迫 迎遇 姐  11～15人 並且担 遣ヱ迅 旦」む迫 呈1．ま≦迫 遇 旦1且1旦   
16 ～ 20人  呈遇 呈旦丘生塁 23．800 姐 ；退避坦 j追ぷ坦  16 ～ 20人  呈皇且≦迫 廻止担 23．800 呈旦且≧旦 呈旦．ま坐 呈呈ぷ迫   

21～ 25   ユ且旦【迫l．迅止甚 19．040 鮎迫 避止王9 柑．180  21～ 25   ユ且ヱ皇立 避退姐 19，040 1旦且担 1旦ユ≡迫 」旦且迅   

26 ～ 30   j旦且迫 避退迎 適且担 ユ迎 15．390 15．150  26 ～ 30  1邑A邑旦 適⊥！迫 1亘且姐 1嵐Z呈旦 過 1亘丘！迫   
31・－ 35   ユ旦且呈9 避退迎 14．280 1も⊆辺⊇ 13．850 週且坦  31～ 35  1豊且建 ユ迅迫 14．280 ．廷⊥辺 1腿 遁   
36 ～ 40  1⊇．ま遁 週且坦 12．690 12．500 12，310 12．120  36 ～ 40   迫！＿辺 1呈．堕旦 12．690 ⊥≧良三迫 12．500 ユ旦英坦   
41～ 45  1⊥釘坦 吏▲逃旦 1⊥1ユ旦 10．940 10．770 10．600  41－ 45   出題 ⊥1．退旦 ⊥⊥1些 週迫 10．940 遁且姐   
46 ～ 50   旦且亘旦  旦ユ迎  9．5之0  鮎退迫  9．230  9．090  46 ～ 50   鮎L迎  鮎迎  9．520  旦且担  軋左辺  遇   
51～ 55   旦A亘旦  旦ぷ迫  9．040  ＆釘．旦  8．770  8．830一  51～ 55   姐迫  ＆封迫  9．0ヰ0  且旦迫  8止！迫  ＆出旦   

56 ～ 60   旦且辺  地  旦旦退  色生垣  8，310  8．180  56 － 60   軋室ほ坦  出廷坦  邑退迫  ＆鮎坦  ＆坦旦  旦丘Z旦   
61～ 65   旦．皇皇旦  旦ヱ坦  8．090  7．970  1邑∋旦  7．720  61～ 65   旦遡  旦．む旦  8β90  旦且迎  7．970  ヱ』迫   
68 ～ 70   ヱ丘旦塁  迅坦  7．610  7．500  7．380  7．270  66・〉 70   ヱ』迎  11迎  7．610  ヱ丘≡迫  7．500  ヱ▲坐旦   
71～ 75   1坐坦  迎  7．140  7．030  6．920  鮎乙担  71～ 75   1生！迫  ヱ且坦  7．140  エ堅坦  7，030  且旦迫   
76 ～ 80   軋出旦  旦且旭  6．660  6．560  6．460  6．360  78 ～ 80   旦．旦ユ旦  むL∈迫  6．660  旦且建  6．560  且軋坦   
81～ 85   む廷生  色主星旦  旦ユ坦  6．090  6．000  剋  81～ 85   旦．皇呈9  且ぷ坦  旦」＿坦l餌遡  6．090  旦旦！坦   
86 ～ 90   乞田旦  皇且坐  5．710  5．620  5．540  5．450  86 ～ 90   亘且迎  皇ユ坦  5．710  見出迫  5．620  且封迫   
91～ 95   迎  皇且迫  5．230  5．150  迎  5．000  91～ 95   主上⊇旦  姐＿旦  5，230  互ぷ坦  5．150  亘ユ1旦   

96人以上  豊丘王立  姐迫  4．760  生旦！迫  4．610  4，540  96人以上   旦ぷ担  生且⊇旦  4，760  吏乙迫  豊丘邑立  4丘重迫   

地域区分   地域区分   
3／100 その他   8／100 迎辿 6／100 屋∠遇 3／†00 その他   

定員   定員   
円  円   円  円   円   円 ． 円  円   

10人まで   皇皇．旦旦全 英且迫   10人まで   坐ユ！辺 土旦且建 坐▲生互生 姐 坐立退 旦⊇．旦！担   

11～15人  呈旦且迫 28β70   11～15人 迎ユ辺 遡丘建 旦旦』辿 呈旦且星空 呈旦且坦 28．870   

†6 ～ 20人  呈呈⊥旦旦 21．650   16 ～ 20人 迎 蓑必迫 墨ユ担 豊丘坦 墨⊥担 21．650   

21～ 25   17．750 17．320   21～ 25  遇 週遥呈旦 18．180 週 17．750 17・320   

28 ■－ 30   14．790 14，430   26 － 30  15．390 1皇ヱ王旦 15．150 ユ且旦⊇旦 14．790 14，430   

31一〉 35   13．310 12．990   31～ 35  13．摘0 ぷユ坐 1旦遇 ユ且旦≧旦 13，310 12．990   

36 － 40   ＝．830 11丘≡迫   36 ～ 40  12．310 jヱ．釘＿旦 12．120 ⊥≧且星旦 11．830 11．皇坐   

41～ 45   10，350 10，108   41～ 45  10．770 1旦朗坦 10．600 ユ旦ぷ坦 10．350 10．100   

46 ～ 50  8．870  8．660   46 ～ 50   9．230  且出迫  9．090  乳⊆L迫  8．870  8．6¢0   
51～ 55  8．430  旦且迫   51～ 55   8．770  むむ迫  8－630  姐迫  8．430  旦ヱ≧旦   

56 ～ 60   迎  7．790   56 ～ 60   8．310  ＆塾建  8－180  臥り旦  遇  7．790   

61′〉 65  7．540  7．360   61′・■ 65   遇  1乙姐  7．720  ヱ．旦旦旦  7．540  7．3印   

68 ～ 70  7，100  姐坦   66 ～ 70   7．380  遇  7．270  1呈1旦  7．100  軋已迫   

71～ 75  6，850  6．490   71－ 75   6．920  軋む坦  旦且旭  旦ヱ旦⊆  6．650  6，490   

76 ～ 80  6．210  6．060   78・〉 80   6．460  見出旦  6．360  且旦旭  6．210  6．060   

81～ 85   皇ユZ旦  主点迎   81～ 85   6，000  亘且建  立塾迫  旦旦鍾  迅迫  皇且；迫   

86 ～ 90  5．320  5．190   86 ～ 90   5．540  姐迫  5．450  鼓生1旦  5．320  5．190   

91－ 95  4．880  4．760   91－ 95   皇且迫  互鎚迫  5．000  五胡迫  4．880  4．760   

96人以上  4．ヰ30  4．330   96人以上  ヰ．610  旦丘邑旦  4．540  遇  4，430  4．330   
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改正後   現行   

ウ 母子生活支援施設（常勤凝員）   ウ 母子生活支援施設（常勤職員）   

地域区分   地域区分   
適△占迫 皿迫 12／100 10／100 8／100  6／100   ユヱd」迎 1豊∠！j迎 12／100 1ユ∠ユ旦旦 10／100 鮎遇   

定員   定員   
円  円  円  円    円    円   円    円    円  円  円  円   

10世帯まで  三迫⊥辿 旦≧．生娘 弘遡 乱』泣 迎遡 迎且辿  10世帯まで  遊且≧皇 道且建 立ユ．ヱ迎 旦1．皇皇旦 旦1．呈皇9 旦1且迅   

世帯   世帯   
11－ 20   坐遜泣 出蓮迫 23．800 姐 呈迎 盆ぷ辿  11－ 20   日過泣 出止辿 23．800 呈⊇丘迎 呈且皇坐 遇   

21～ 30   ユ且主星塁 通名辺 上塁且三塁 ユ主題 15．390 15．150  21～ 30  遁』迫 ユ且ユ旦全 逓遡迫 ユ且ヱ生色 適且担 ユ旦丘旦旦   
31～ 40  1呈A坦 1星」＿Z旦 11．900 11．720 1l．540 11．360  31～ 40   ユ旦且坦 ユ呈且Z旦 11．900 」ユ且坦 11．720 ユユ．旦⊇旦   
41～ 50   封ユ坦 遁且辿 10．710 適丘辿 遁遜坦 ぷ追迫  ヰ1■｝ 50  1⊥Ll全 逓且迎 10．710 』且迫 遁丘坦 ．辿．裏迫   
51～ 60   乱≦ほ迫  旦ヱ迎  9．520  腿  9．230  9朋0  51－ 60   出L迎  乱星組  9，520  辿坦  乱逆旦  旦遡迫   
61－ 70   且二日迫  乳量≧立  8．330  8．200  8．080  7．950  61一 TO   且史坦  旦A皇仝  8，330  旦．≧卓立  8．200  旦ユ生9   
7T －・80    ム坐旦  遇  7．140  7．030  6，920  姐迫  71～ 80   迎  乙皇室旦  7．140  遇  7．030  旦且坦   
81～ 90   ＆辿  姐迫  5．950  5．860  5．770  5．680  81－ 90   軋遇  旦且坦  5．950  姐迫  5．860  旦釦坦   
91世帯以上  皇．泣塁  適  4J60  姐迫  4．610  4．540  91世帯以上  4且迫  豊丘迎  4一丁60  まヱ迎  姐迫  遇   

地域区分   地域区分   
3／100 その他   8／100 と週2 8／100 旦∠！＿⊆坦 3／100 その他   

定員   定員   
円  円   円    円    円  円    円  円   

10世帯まで  姐 28．870   †0世帯まで  迎ヱ辺 呈9長辺 迎』迫 迎』迫 ⊇迫遡 28．870   

世帯   世帯   
11～ 20   盆ユ担1 21．650   11～ 20  j退避坦 呈≧』迎 遊ユ迫 呈呈丘坐 毘ユ！迫 21．650   
2†～ 30  14．790 14．430   21～ 30  ．退ぷ迫 ユ且呈ヱ9 15．150 遁必迫 14．790 14．430   
3l－ 40  11．090 1姐迫   31～ 40   山上迎 出』迫 11．360 出ヱ迫 11．090 1且旦≧旦   

41～ 50  9．980  9．740   41～ 50   適且担 週』迫 1且呈呈全 逓⊥坦  9．980  9．7ヰ0   
51■〉 60  8．870  8．680   51～ 80   g．230  月止担  9．090  旦且ユ旦  8．870  8．880   

61～ 70  7．760  1皇室坦   61～ 70   8．080  剋  7．950  遇  7．760  遇   
7l～ 80  6．650  6．490   71－ 80   6．920  旦且迫  旦且建  姐迫  6．650  6，490   

81～ 90  5．540  5．410   81′－ 90   5．770  遇  5．880  且旦⊇旦  5．540  5．410   
91世帯以上   4．430  4．330   91世帯以上  ヰ．810  越  4．540  姐迫  4．430  4．330   
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改正後  現行   

エ 児童養護施設、児童自立支援施設 オ 乳児院  エ 児童養護施設、児童自立支援施設  オ 乳児院   

（常勤的非常勤職員）  （常勤的非常勤職員）  （常勤的非常勤職員）  （常勤的非常勤職員）   

定員  月 額   定員   月 故  定員  月 額   定員   月 額  

円   円  円   円  
30人まで  旦ユ坦  10人まで  足長迎  30人まで  旦⊥遁   10人まで    呈ヱ且迫  

31～・40人  6．880   11一－15  1旦遡  31－ 40人  6，880   11～15  ユ且皇室旦   

41～ 50   5．500   16 ～ 20  週ヱZ旦  41－ 50   5．500   16・｝ 20  週ユ≦迫   

51～ 60   姐迫   21－ 25  11．010  51～ 60   呈．皇旦9   21～ 25  11．010   

61－ 70   3．930   26 ～ 30  旦』迫  引 ～ 70   3．930   26 ′－ 30  旦」＿三旦   

71～ 80   3．440   31～ 35  ヱ且辺  71～ 80   3，440   31～ 35  エ旦飽   

81－ 90   3．060   36 ′－ 40  6．880  81－ 90   3．060   36 ～ 40  6．880   

91～100   2．750   41－ 45  軋長辺  91～100   2，750   41・・■ 45  且ユユ旦   

101－110   2．500   46・－ 50  5．500  101～110   2．500   46 － 50  5．500   

111－120   2．290   51～ 55  5．000  111～120   2．290   51〈′ 55  5．000   

121－130   乙110   56 一〉 60  も塾辿  121－130   2．110   56 － 60  曳主星9   

131～140  1．960   61～ 65  4．230  131－140  1，960   61－ 65  4，230   

141～150  1．830   66 ′〉 70  3．930  141～150  1．830   66 － 70  3．930   

151～160  1．720   71 ～ 75  3．670  151～160  1．720   71・・■ 75  3．670   

161～170  1．620   76 ′－ 80  3．440  161～170  1，620   76 － 80  3．440   

171～180  1．530   81～・85  3．240  171－180  1．530   81（一 85  3．240   

181～190   ⊥生亘旦   86・－ 90  3．060  181～190  ⊥A皇9   86 ～ 90  3，060   

191人以上  1．370   91′・■95  191人以上   1．370   91′・■95  

96人以上   2．750  96人以上   

力母子生活支援施設  力母子生活支援施設  

（常勤的非常勤職員）  （常勤的非常勤職員）  

定員 月額  定員 月額  

円  円  

10世帯まで塑丘迎  10世帯ま、呈遇  

世帯  世帯  

11～20週ユ辺  11～20ぷヱ堕  
21～30旦」旦9  21～30旦ユ辺  
31－406．880  31～406．880  

41－505．500  41～505．500  

51～60姐坦  51～80皇且迫  
61－703．930  61～703．930  

71～803，440  71－803．440  

81～903．060  81′〉903．060  

91世帯以上2．750  91世帯以2．750   
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改正後   現行   

キ児童養護施設、児童自立支援施設 ク乳児院  

（非常勤他見） （非常勤職員）  

略  定員月 額 定員月 額  

円 円  

30人まで 8，120 10人まで 18．360  
31～40人 4，590 11・｝15 12．240  

41～50 3，670 16～・20 9，180  

51－60 3，060 21～25 7，340  

61～70 2．620 26～30 6．120  

71～80 2．290 31－35 5．240  

81～90 2．040 36～40 4．590  

91－100 1．830 41～45 4．080  

101～110 1，670 46～50 3．670  

111～120 1，530 51 -- 55 3．330  

121～130 1，410 56～60 3．060  

131～140 1．310 61～65 2．820  

141～150 1．220 66～70 2，620  

151～160 1．140 71～75 2．440  
161～170 1．080 76～80 2．290  
171■－180 1，020 81～85 2．160  

181～190 960 86～90 2，040  

191人以上 910 91一一95 1．930  

96人以上 1．830  

ケ母子生活支援施設  

（非常勤職員）  

定員月 額  

円  

10世帯まで 18．360  

世帯  

11～20 9．180  

21～30 6．120  

31～40 4．590  

41～50 3．670  

51～60 3．060  

61′・■70 2．620  

71一－・80 2．290  
81～90 2．040  

91世帯以上 1，830   

嵐：∵r碧㌧－サー ・ヰ・  
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改正後   現行   

（9）個別対応職員加算分保護単価   （9）個別対応戦員加算分保護単価   

ア 児童養護施設、児童自立支援施設   ア 児童養護施設、児童自立支援施設   

地域区分   地域区分   
」旦△迎 1出迫12／10010／100 8／100 8／100   皿追 出辿12／100 1山辿10／100 旦／ぷ迫  

定員   定員   
円  円  円  円  円  円   円  円  円  円  円  円   

30人まで  逓丘坦  
31－ 40人  道且迫 週且坦 12．6gO 12．500 12．310 12．120  31～ 40人 ユ且1三塁 ユ且星組 12．690 jヱ且辿 12．500 週』迫   
41～ 50   旦且巨旦  乱雲迫  9．5之0  姐坦  9．230  9．090  ヰ1～ 50   旦旦王旦  乳≦迫旦  9．520  旦塵坦  且遇  姐迫   
51・一 60   旦且辿  ＆ヱ！迫  む巨王立  星座坦  8．310  8．180  51～ 60   軋出旦  ＆邑ミ迫  む巨旦9  ＆鮎坦  旦上述  旦▲旦王立   

61… 70   迅迫  ヱユ葦辺  7．810  7．500  7．380  7．270  61・〉 70   ヱ．皇！迫  1左辺  7．610  ユ丘亘立  了．500  ヱ且坦   
71～ 80   旦題迫  包む坦  6．660  6．560  6．460  6．360  71～ 80   旦且追  越  6．680  旦且辿  8．560  旦旦1旦   
81－ 90   立旦Z9  皇⊥旦迎  5．710  5．620  5．540  5．450  81～ 90   軋迫生  見遇  5，710  亘ぷ迫  5．620  退坦   
91－100   皇且迫  A題迫  4．760  豊丘坦  4．610  4．540  91～100   曳旦⊇旦  姐迫  4、760  旦ユ≧旦  土日迫  曳旦泣   
101～110   鮎む坦  豊丘坦  4．440  4、370  皇且辿  4，240  101－110  旦．虹色  丸弘旦  4，440  仝』迫  4．370  旦且姐   
111～120   且旦1旦  呈．呈呈9  4．120  4．080  4．000  ⊇且坦  111～120   生む辺  土遇  4．120  鮎迫旦  4．060  旦且⊇旦   
121～130   退迫  迎  3，800  3．750  3．690  3．630  121～130   旦且辿  旦退色旦  3，800  迅坦  3．750  姐坦   

141～150   旦∑坦  且聖坦  3．170  3．120  3．070  3．030  141～150   退坦  退坦  3，170  左通旦  3，120  旦．1！坦   

131～140   退迫  遇  3，490  辿坦  3．380  3．330  131～140   旦丘≧立  退坦  3．朋0  旦A邑旦  旦丘迎  互生1旦                                151～160   旦．≧旦⊆  呈ユ迎  3．060  3．020  2．970  迎  151～180   呈▲1旦旦  とu旦  3，060  旦且坦  3．020  呈且坦  161～170   遇  迎  2．980  2，910  2．870  2．820  161～170   且旦辺  旦』迫  Z．960  呈且坦  乙910  遇  171～180   呈▲鮎坦  乙鮎迫  2．850  2．810  2．770  2，720  171～180   姐迫  呈且迫  2．850  迎  2．810  乙退坦  181－190   乙旦王立  乙釘旦  2．750  乙む旦  2，660  2．620  181～190   呈且巨9  呈ユ皇旦  乙750  乙二こ迫  呈ユ！迫  呈▲旦迎  191人以上   呈▲ヱ旦9  呈．玉垣  2．640  2．600  2．580  2．520  1gl人以上   呈ユ！坦  乙旦旦臣  2．640  退迫  2．600  呈丘邑9   
地域区分   地域区分   

3／100 その他   8／100 ヱ∠吏迫 6／100 亘△並 3／100 その他   

定員   定員   
円  円   円  円  円  円  円  円   

30人まで  14．790 14．430   30人まで  15．390 1皇之王旦 15，150 ⊥亘且辿 14．790 14．430   

31・〉 40人 11．830 ．u遡   31～ 40人 12．310 1乙呈辺 12．120 1呈▲鮎坦 11．830 ⊥1且坦   

41－ 50  8，870  8，660   41～・50   9．230  旦山辺  9月90  旦且旭  8．870  8．660   

51～ 60   遇  7．790   51～ 60   8，310  邑空坦  8．180  ＆1j旦  迅迫  7．790   

61～ 70  7．100  旦．皇旦9   61～ 70   7．380  ヱ．㌫坦  7．270  ム邑旦  7，100  乱雲坦   

71′・・■ 80  6．210  6．060   71′・■ 80   8－480  旦且坦  6．360  軋迫旦  6，210  6．060   

81～ 90  5．320  5．190   81′－ 90   5，540  旦坐旦  5．450  旦A旭  5．320  5．190   

91・－100    4．430  4．330   91－100   4．610  立退氾  4．540  旦丘⊆迫  4．430  4．330   

101′〉110   4．140  4．040   101～110   全』迎  ∃追遁  4．240  ≦遥辿  4，140  4．040   

111～120   3．840  3．750   111～120   4．000  ＆旦遁  退迫  遇  3．840  3，750   

121′－130   3，550  3．460   121～130   3．690  且鮎迫  3．630  呈丘⊆坦  3．550  3．460   

131～140   3．250  3．170   131－140   3，380  旦丘亘旦  3ぷ0  呈遡  3．250  3．170   

141～150   ま出迫  2．880   141～150   3．070  呈．鎚迫  3．030  辿迫  乙鮎迫  2．880   

151－160   2．860  2．790   

161′・■170    2．760   2．690   181～170   乙870  乙堕旦  乙820  乙鮎坦  2．760  2．690   
171～180   2．660  2．590   171～180   2．770  乙乙建  2．720  乙巫坦  2．660  2．590   

181～190   2．560  2．500   181・－190   2．660  呈且盟  2．620  迎  2．560  2．500   

191人以上  2．460  2．400   191人以上   2．560  呈且坦  2．520  姐迫 ．2．460  2．400   151～160   乙970  呈出迫  呈且；坦  迅迫  2．860  2．790  
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改正後   現行   

イ 乳児院   イ 乳児院   
地域区分   地域区分   

適皿退 避∠！」迎 12／100 10／100 8／100  6／100   ユヱ∠ユj追 出皿迎12／100．u△上坦10／100 皇∠ユ旦9   
定員   

円  円  円  円  円  
定員  

円   円  円  円  円  円  円   
10人まで  坐遇 ∠迫ぷ坦 更丘建 生餌塑迎 坐ユ旦9 皇皇A延  10人まで   皇皇良羞迫 坐立通 公ぷ迫 旦王．≧些 坐且坦 坐丘辿   
11－15人 墨工迫 旦乙生建 迫且担 む』迫 迎ユ迫 呈鮎辻塁  11～15人 選且辿 旦≧．狙塁 旦1．ヱ迎 むA坦 姐芸迫 む且辺   
16 － 20人 王室且坦 出蓮坦 23．800 姐 ぷ』迫 超過  16 － 20人 呈豊丘坦 迦ユ辿 23，800 貴丘辿 ≦辺A坦 呈迦   
21～ 25  ．ほ．鮎矧r 二旭丘辺 19，040 通過 1臥生迎 18，180  21～ 25  適ヱ塁立 ユ旦遇 19．040 適且娘 ユ且ヱ主立 遁且旭   
26 ～ 30   ユ且皇旦9 遁ぷ迫 遁且担 ．ほ屋迫 15．390 略150  28 ～ 30  遁』迫 通過 ユ且旦皇全 通ユ建 1主点；坦 1互旦！迎   
31～ 35  過怠辿 ユA旦！坦 14．280 週且辿 13．850 追越  31～ 35  皿 週遡 14．Z80 ］A⊥追 越 ぷ過辿   
36 ～ 40  ユ旦且辺 1之且室迫 12．890 12．500 12，310 1乙120  36 ～ 40  ユ且1ヱ引＋」ほ旦墜 12．690 ユ呈丘坦 12．508 ユ且皇！坦   
41～ 45  11良二矧11遡 ユユユ1旦 10．940 10．770 10．600  41～ 45  過 退避 ．u』迎 ．u且；迫 10．940 通過   
46 ～ 50  出迫旦  監左迫  9，520  姐坦  9，230  9．090  46 ～ 50   乳鮎坦  姐迫  9．520  且坐坦  鮎こ辿  皇遡   
51－ 55  む出泣  旦．≧皇9  9．040  旦且ユ旦  8，770  8．630  51～ 55   乳退迫  旦止坦  乳040  ＆鮎坦  旦丘！迎  ＆聖担   
56 ■｝ 60  鮎む泣  旦ヱ童迫  旦丘王9  む生坦  8，310  8．180  56 － 60   且退坦  旦丘辿  ＆封迫  且迎  旦A迎  ＆む坦   

71～75  む迫9  ヱ遡  7．140  7．030  6，920  且旦塑  71～ 75  

91－ 95  包妃全  量遡  5．230  5．150  且辿  5．000  91－ 95   見越  皇且王旦  5，230  ＆通史  5，150  皇ユ三月   61－ 65   旦A皇塁  鮎こ迫  8，090  7．970  遇  7．720  61～ 65   鮎ほ迫  旦且建  8β90  ＆9迎  7，970  通過  66 ～ 70   遇  ユ芸坦  7．610  7．500  7，380  7．270  66 － 70   エ墜坦  ヱ且迫  7．810  ヱ．亘豊里  7．500  ヱA生9                     ム越  工聖坦  7．140  遇  7．030  旦旦辿  76 ～ 80   ＆鮎氾  旦旦坦  6．660  6．560  6．460  6．360  76 ～ 80   軋已1白  色三屋立  6，660  且旦迫  6．560  旦旦坦  81～ 85   旦且迎  姐辿  腿  6．090  6，000  5且辿  81～ 85   鼠生退  色呈旦9  旦』迫  屋⊥豊里  6．090  辿坦  86 ～ 90   且旦三塁  辿坦  5．710  5，620  5，540  5．450  86 ～ 90   互鮎坦  互ヱ≡迫  5．710  且鎚迫  5，620  島越                                  96人以上   皇且迫  越  4，760  姐担  4．610  4．540  96人以上   姐迫  姐坦  4．760  4ユ辿  姐迫  主点亘立   
地域区分   地域区分   

3／100 その他   8／100 辺迫 6／100 出迎 3／100 その他   
定員   

円  円   
定員  

円  円  円  円  円  円   
10人まで  坐遡 j迫』旦   10人まで   皇室止堕 旦亘．凹 地 亜遡 坐且辺 4⊇．呈迎   
11－15人 之豊丘坦 28．870   11－15人 迎ヱ迫 迎．亘皇9 遡遡 逃 出』迫 28．870   
16 ～ 20人 望』矧21．650   16・－ 20人 ；迫』迫 呈呈丘迎 毘ぷ迫 出題 呈呈」旦9 21．650   
21■〉 25  17．750 17，320   21～ 25  1豊丘巨旦 通過 18．180 ユ旦必辿117．750 17．320   

26 ■｝ 30  14．了90 14，430   26 ～ 30  15，390 ユ皇ヱ迫 15．150 二追越 14．790 14．ヰ30   

31～ 35  13．310 12．990   31～ 35  13．850 ぷ止姐 週且迫 ユ呈．亘呈旦 13．310 12．990   

36 － 40  11，830 ユ⊥亘皇9   36 － 40  12．310 週且辿 12．120 週且；迫 11．830 出．皇生9   
41～ 45  10，350 10．100   41～ 45  10．770 1旦丘堕 10．600 遁丘Z旦 10，350 10．100   
46 － 50  8．870  8．660   46 ～ 50  9，230  羞u」担  乳090  皇且1旦  8．870  8．660   
51～ 55  8．430  旦．2呈9   51～ 55  8．770  塵ユ！迫  8．630  ＆鮎迫  8．430  且㌫迫   
56 ～ 80  遇  7．790   56 － 60   8．310  軋む坦  8，180  旦．1ユ旦  遇  7．790   
61～ 65  7，540  7，360   61～ 65   ヱ且坦  土建9  7，720  迅迫  7．540  7，360   
66 ～ 70  7，100  鮎』迫   66 ■〉 70  7．380  ヱ遇  7．270  エ之娼  7．100  姐迫   
71～ 75  8．650  8．490   71－ 75  6，920  旦且迫  軋釘＿塁  且遇  6．650  6．490   

76 ～ 80  6．210  6，060   76 － 80  糾60  旦A旭  8．360  旦旦迅  6．210  6，060   
81－ 85  皇ユ三旦  豊丘迎   81－ 85  6．000  且鮎辺  姐迎  む迫巳  且Z！迫  旦ぷ迫   

86 － 90  5，320  5．190   86 － 90   5，540  皇』坦  5．450  皇Al旦  5．320  5．190   
91～ 95  4，880  4．760   91－ 95   皇．鎚坦  皇且迫  5．000  生巨星旦  4．880  4，760   

96人以上  4，430  4．330   96人以上  4，610  越  4，540  生堅迫  4．430  4．330   

農∴一色蕪還持塾瓢箪単 車摺象・ニ■凄率妄空箪孝耳唾麺∴一’輿㌔皇  
：肇垂㌫ゝ覿．＿屡毎・三重≠，血箪革竪馳一息曾＿’、紐毯  一‥－   



改正後   現行   

ウ 情緒障害児短期治療施設   ウ 情緒障害児短期治療施設   

地域区分   地域区分   

⊥呈／ユ旦旦 1皇∠ユj迫 12／100 10／100 8／100  6／100   ユユ迎 1生Jユ！迫 12／100 皿旦 10／100 旦∠⊥【坦   

定員   定員   

円  円  円  円  円  円   円  円  円  円  円  円   

30人まで  j旦丘∈迫 適且迫 適且担 1亘▲鎚旦 15，390 15．150  30人まで   適A∈迫 適▲通 過 ユ且丑担 遁且辺 ユ主点！迎   

31－・40人 ユ且∑坦 1乙旦坦 12．690 12．500 12．310 12．120  31～ 40人 ユ且⊥辺 ．ほ遜迫l■2．690 1乙皇坦 12．500 ユ乙皇！迫   

41人以上 出並鮎迫旦9．520皇』泣9．2309．090  旦且辺皇．鮎氾9．520出坐臥む坦姐迫  

地域区分   地域区分   
3／100 その他   8／100 ヱ△旦9 6／100 出迫 3／100 その他   

定員   定員   
円  円   円  円  円  円  円  円   

30人まで  14．790 14，430   30人まで  15，390 ユ且呈ヱ9 15．150 適良⊇旦 14．790 14，430   
31－ 40人 11．830 ユユ．旦辿   31－ 40人 12．310 ユ之2ユ負 12．120 ユ且鎚迫 11．830 ．u丘担   
41人以上  8．870  8．660   41人以上  9．230  旦ユ！迫  9．090  旦且辿  8．8了0  8．680   

⊥
冨
－
 
 
 



改正後   現行   

エ 母子生活支援施設   エ 母子生活支援施設   

地域区分   地域区分   
剋辿 ユ旦∠1旦立12／10010／100 8／100 6／100   ユヱ∠ユ旦塁 ユ姐迫12／100 出△j迫10／100 出迫   

定員   定員   
円  円  円   円  円   円   円  円  円  円   円   円   

10世帯まで  週⊥退 避止組 む遇 む遡 呈姐迫 迎  10世帯まで 並且迫 遊ヱ建 むユ；坦 旦1．裏坦l∑じ迫引；辻且匙   
世帯   世帯   

11～ 20   呈生遡 出且辿 23．800；迫』迫 呈旦且辿 2乙迎  11～ 20  呈生丘皇旦 塑止迫 23．800 呈呈丘≧旦 呈且旦生壁 超過   
21～ 30   ユ且迦 ⊥邑且辿 ユ旦且迫 退且迫15，39015，150  21～ 30  ユ旦』迫 韮山迎 適且∈迫 避止坦 ユ且鮎坦 ユ且旦迎   
31－ 40   ユ呈A！坦 週ユ：迫11．90011．720 11．540 ‖．380  31－ 40  避退坦11む辺引 一1．900．u且迫11．720 ⊥1且迫   
41～ト50   j⊥ユ旦塁 ユ且鮎迫10．710．迫且泣 適且∈迫 避退迫  41～ 50  封⊥通 過且辺10．710 週丘迫 週且坦 二迫』辿   
51～ 60  乱鮎迫 ＆芸坦 9，520 姐迫 9，230 9わ90  51－ 60  皇道三塁 軋鎚迫 9．520  出生迫 皇道三旦 旦呈⊆迫   
61～ 70  軋巫坦l＋旦旦迫 8．330 8．200 8，080 7，950  61～ 70  鮎些‖ j出辿I f．330 姐迫 8，200 ＆吏坦   
71～ 80  ヱ』迫 ヱ且！迫  7．140  7．030  6，920 邑旦2旦  71－ 80  迅迫 ヱ．≧旦旦  7．140  迎 7，030 軋釘坦   
81～ 90  且㌫迫 見出迫  5，950  5．860  5，770 5，680  81～ 90  且ム坦l＋豊丘鎚  5．950  立鮎坦 5，860 亘且迫   
91世帯以上  生L鮎坦 姐迫 4．760 姐迫 4，610 4，540  91世帯以上  姐迫 姐迫 4．760  皇ユ担 生▲鮎坦 皇且亘旦   

地域区分   地域区分  
3／100 その他   8／100 ヱ∠1望之16／100 姐迫 3／100 その他   

定員   定員   
円  円 円  円  円  円   円   円   

10世帯まで  2旦丘迫 ■28．870   10世帯まで 迎ユ辺 迎且迫 呈旦L⊇旦旦 迎』迫 ま旦遜迫 28．870   

世帯   世帯   
11～ 20   盟』迫 21．650   11～ 20 ；迫』迫 盆必迫；迫ユ迫 過 呈≧』迫 21．650   

21′－ 30  14，790 14．430   21～ 30 15，390 適ヱ迎15．150 適且迫14．79014．430   

31～ 40  11．090 二坦且泣   31一〉 40 11，5ヰ0 出止≡迫11，360 ユ⊥蓑旦11，090 週且迫   

41～ 50  9，g80  9．740   ヰ1～ 50  ユ且追旦 ユ且迎旦 適之迫 週山迫 9，980 9，740   

51～ 60  8．8TO  8．680   51～ 60  9，230  ＆出迫  9．090  旦！と辿 8．870 8，860   

61～ 70  7，780  ヱ丘邑旦   引 ～ 70  8．080 旦且辿 7．950  ヱ過重迫 7，760 ヱ丘Z旦   

71～ 80  6，650  6．490   71へ・80  8，920  旦且迫 軋室狙旦  姐迫 6．650 6．490   

81～ 90  5，540  5．410   81～ 90  5，770 姐迫 5，悶0  皇且迫 5，540 5．410   

91世帯以上   4，430  4．330   91世帯以上  4，610 皇且迫 4．540  姐迎 4，430 4β30   

農∴一斗声署箋≠料率血 麟′で一■廃空室鎚些ヤ象、こ∴鞄r伽．T                                  ：蜜革≠率観て’碗些宝肇速揖型撃㍍轟∴∴産立岩篭－・■－ 由  



改正後   現行   

（10）基幹的職員加算分保護単価   （10）基幹的随員加算分保護単価   

ア 児童養護施設、児童自立支援施設   ア 児童兼諸施設、児童自立支援施設   
地域区分   地域区分   

適△辿15／18012／10010／100 8／100 6／100   ロ∠1旦生 血迫12／1001ユ／ユj迎10／100 出迫   

定見   定員   
円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   

30人まで  退迫  基迫  810  旦！迎  780  770  30人まで  聖坦  鮎坦  810  800  790  790   
31～ 40人  封迫  鎚迫  650  840  620  610  31－ 40人   旦退  出迫  650  出塁  640  堅迫   
41～ 50  510   500   480   480   470  460  41～ 50  迎  裏迫  480  主星旦  480  裏旦   

51～ 60  皇旦9  旦亘旦  430  430  420  410  51－ 60  450  440  430  ぷ迫  430  ぷ迫   
61′｝ 70  410   400   390   380   370  370  61～ 70  公坦  迦  390  退坦  380  旦室迫   

71～・80  鮎追  越  340  330  330  320  71～ 80  350  340  340  330  330  330   

81～ 90  迎  迎  Z90  280  280  270  81～ 90  迎  退迫  290  呈≦坦  280  呈旦旦   

91～100  呈辿  呈亘塁  240  240  230  230  91～100  ぷ迫  空坦  240  と坦  2ヰ0  呈旦旦   

101～110   呈皇皇  室迫  220  220   220  210  101・・■110   芸迫  呈迎  220  墓迫  220  呈≧旦   
111～120    220   210   210   200   200  200  111～120   蓑坦  呈迅  210  乞迫  200  呈5迎   

200  190  190  180  180  121～130   迎以＋ユ遡 190  裏坦 190  裏坦   

140  140  140  130  130 130  181－190   140 140  

121～130    200                        131～140   封迫  裏坦  170  170  170 160  131′〉140   180 180 170  ⊥担 170  ⊥迫  141■－150   170  160  160  160  150  150  141～150   170 180 160 」j坦 180  ユ互9  151～160   1旦9  1邑塁  150  150  150 140  151～160   遁引＋ユ剋 150  裏迫 150  ぷ迫  161～170   裏迫l＋＋1匙  150  140  140 140  161・・′170   150 150 150  月迫 140  1生旦  171～180   ユ長生  j遡  140  140  140 130  171～180   150 140 140  ユ旦9 140  1旦旦  181～190                   140  吏迫 130 1迎  191人以上    140  130  130  130  130 120  191人以上    吏坦  ユ旦塁 130  ユ旦9 130  ぷ迫   

地域区分   地域区分   
3／100 その他   8／100 ヱ∠ユ旦立 6／100 皇／ユ迎 3／100 その他   

定員   定員   
円    円   円   円   円   円   円   円   

30人まで  750   720   30人まで  780  工迫  770  ぷ迫  750  720   
31～ 40人   600   580   31－ 40人  820  旦呈旦  610  旦旭  600  580   

41′｝ 50  450   430   41－ 50  470  4旦旦  460  坐旦  450  430   
51・－ 60  400   390   51～ 60  420  英坦  410  旦迅  400  390   

61～ 70  360   350   61－ 70  370  370  370  退迫  360  350   

71■〉 80  310   300   71～ 80  330  迎  320  迎  310  300   
81～ 90  270   260   81～ 90  280  呈鎚  270  宣担  270  260   

91～100  220   之10   91－100  230  呈旦塁  230  呈呈立  220  210   

101～110  210   200   101｛■110  220  ∑迫  210  呈1立  210  200   
111～120  190  190   111－120  200  200  200  吏迫 190 190   
121～130  180   170   

131′、■140  160   160   

141～150  150  140   

151・〉160  140   140   

161（一170  140   130   

171′〉180  130   130   

181～190  130   120   

191人以上  120  120   121～130   180 1旦塁 180  ユ旦立  川0 170           131～140  170  ⊥担 160  刃迫 160 160         141～150  150  ユ迎 150  ぷ迫 150 140           151・一160   150 1迎 140  ユご坦 140 140           161～170  140  ユ旦旦 140  吏迫 140 130           171～180   140  と坦 130  ユ呈⊆ 130 130           181～190   130  上辺 130  ユ旦旦 130 120         191人以上   130  ユ旦9 120  ぷ坦 120 120   

⊥
笥
－
 
 
 



改正後   現行   

イ 乳児院   イ 乳児院   
地域区分   地域区分   

1出辿1址辿12／10010／100 8／180 6／100   ユヱ∠ユ旦9 剋迫12／100山△迎10／180 山辺   

定員．   定員   
円   円  ．円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   

10人まで  遇 呈且迎 2．440 2．390 2．350 2．310  10人まで  乙互生塁 呈．皇担 2．440 呈A辿 2．390 乙㌫坦   
11－15人  ⊥乙辿 1且迫 1．820 1．590 1．5701．540  11－15人  ⊥畳屋坦 ⊥迎 1．620 ⊥邑1旦 1，590 ⊥迎   
16 ′・′ 20人  ⊥召坦l・⊥且辿 1．220 1，190 1．1701．150  16 － 20人  血 ⊥之迎 1，220 ⊥㌫坦 1，190 ⊥遇   
21～ 25   ⊥鎚迫  迅迫  970  950   940  920  21′〉 25   ⊥鮎旦  鮎坦  970  堅迫  
26 － 30  遇  旦⊇旦  810  鮎坦  780  770  26 － 30  ＆坦  鮎坦  810  迎  莞迫  ヱj迫   
31～ 35  工辿  三重迫  丁30  ヱ；迫 ・700  690  31－ 35  並馴＋三並  730  ヱ；迫  三通  ヱユ旦   
36 ～ 40  剋迫  旦旦9  650  640  820  610  36 ～ 40  旦三塁  迎  650  辿  640  昼坦   
41■〉 45  鎚坦  主星9  立退  560  550  540  41～・45  590  580  580  560  560  遇   
46 ～ 50  皇1旦  皇！迫  480  480  470  460  46 ～ 50  迎  裏坦  480  旦邑9  480  生担   
51－ 55  皇邑皇  室坦  460  450  440  440  51■－ 55  蚕坦  生迫  460  生色9  450  裏泣   
56 － 60  旦亘旦  坐旦、430  迎  430  英迫   

旦∈迫  4皇9  430  430  420  410  56 一・60              61′－ 65     430   420   410   400   400  390  61－ 65    英独  皇≧旦  410  410  400  英坦  66 ′－ 70    生娼  蚕迫  390  380  370  370  66 － 70    皇！迎  旦豊里  390  封坦  380  旦旦9  71－ 75    迎  宣坦  360  360  350  340  71－ 75    迎  遇  360  迎  360  旦星空  76 － 80    迎  ぷ迫  340  330  330  320  76・一 80    送迎  塾担  340  遇  330  遇  81－ 85    迎  ぷ迫  310  310  300  300  81－ 85   遇  迎  310  旦辿  310  迎  88 ′－ 90    迎  迎  290  280  280  270  86 － 90   迎  公迫  290  公坦  280  迎  91～ 95    裂坦  之迫  260  280  260  250  91■－ 95    裂坦  ∑担  260  送迎  260  蚕迫  98人以上    ㌫迫l＋＋之区  240  240  230  230  96人以上    Z迎  怨担  240  仝迫  240  呈迎   

地域区分   地域区分   
3／100 その他   8／1001五生鮎＝8／100 出迎 3／100 その他   

定員   定員   
円   円   円   円   円   円   円   円   

10人まで  乙之豊里 2，180   10人まで  2．350 呈遇 2．310 乙㌫坦l．乙退位l㌃用0   
11－15人  ⊥≡迫9 1．450   11－15人 1．570 1丘辿 1．540 jj迫 1』迫 1－450   
16 ～ 20人 1，120 1．090   16 － 20人 1，170 ⊥遡 1，150 ⊥出坦ll＝20 1－090   
21■〉 25  900   870   21－ 25  940  堅坦  920  鮎旦  900  870   
26 － 30  750   720   26 ′－ 30  780  ヱ迫  770  ヱ旦旦  750  720   
31一一 35  670   650   31－ 35  700  迎  690  旦担  670  650   
36 ～ 40  60（】   580   36 － 40  620  旦呈旦  610  旦王旦  600  580   
41－ 45  520   510   41－ 45  550  立坦  54【） 迎  520  510   
46 ～ 50  450   430   46 ′－ 50  470  公迫  460  裏泣  450  430   
51・－ 55  420   410   51～ 55  440   440   440  430   420   410   
56 － 60  400   390   56 ～ 60  420  旦≧旦  410  生坦  400  390   
61・－ 65  380   370   61－ 65  400  390  390  迎  380  370   
66 － 70  360   350   86 ′－ 70  370  宣坦  370  迦  360  350   
71■－ 75  330   320   71・・′ 75  350  退迫  340  旦皇9  330  320   
76 ～ 80  310   300   76 ～ 80  330  旦≧旦  320  旦；迫  310  300   
81～ 85  290   280   81～ 85  300  呈！辿  300  ぷ坦  290  280   
86 ～ 90  270   260   86 － 90  280  呈豊里  270  む坦  270  260   
91～ 95  240   240   91～ 95  260  雲坦  250  雲坦  240  240   
96人以上  220   210   96人以上  230  ぷ迫  230  ㌫迫  220  210   

恵ん．鰯訊駐正弘＿魁 ＿㌔句碑定烏＿ 表蜘舶ん 鮎．   ℃弧必エ．嵐“ニー一艇ゴ叡jご幽霊破∴二、・批†軸．九．．一   



改正後   現行   

ウ 情緒障害児短期治療施設   ウ 情緒障害児短期治療施設   

地域区分   地域区分   

1邑∠ユ旦91亘∠ユ旦912／10010／100 8／100 6／100   ．ロ△」迎1生∠ユ旦912／100ユ皿迎10／100 旦∠1」迎   

定員   定員   

円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   

30人まで  堕旦  堅迫  810  800  780  770  30人まで  塾坦  旦；迫  810  鮎坦  790  芸坦   

31～ 40人  旦坦  堅迫  650  640  620  610  31へ・40人  旦．辺  堅迫  650  旦生9  640  昼迫   

41人以上 週480480470460  匙坦4旦94804旦9480生迫  

地域区分   地域区分   
3／100 その他   8／100 ヱ∠ユ旦9 6／100 出迫 3／100 その他   

定員   定員   
円    円   円   円   円   円   円   円   

30人まで  750  720   3（）人まで  780  工辺  770  蚕迫  750  720   
31～ 40人   600   580   31～・40人   620  旦≦坦  610  釘旦  600  580   

41人以上  450   430   41人以上  470  460  460  裏迫  450  430   

⊥
冨
－
 
 
 



改正後   現行   

エ 母子生活支援施設   エ 母子生活支援施設   
地域区分   地域区分   

遁△辿仁迫迅迫「2／10010／100 8／100 6／100   皿追 出迫12／100．u∠1j辿10／100 出迫   

定員   定員   
円  円  円  円  円  円   円   円   円   円   円   円   

10世帯まで  ⊥乙迅 ⊥臼旦 1．620 1．590 1．5701．540  10世帯まで 1麿迫 出乙辿1．620 ⊥釘旦ll．590 ⊥封迫   
せ帯   世帯   

11～ 20  ⊥呈坦 ⊥巴迫 1．220 1．190 1，170 1，150  11～ 20  ⊥臼旦 ユ．之生壁 1．220 1．呈旦旦 ‘＝90 ⊥退迫   

21～ 30  題迫  鎚迫  810  迎  780  770  21～ 30  旦坐  鎚迫  810  鎚迫  芸坦  ヱ！辿   

31～ 40  堅坦  鎚迫  810  鎚迫  580  570  31－ 40  （；30  620・ 610  600  590  590   

41′・■ 50  旦坦  題迫  540  立迫  530  520  引 ～ 50  宣迫  退迫  540  540  530  530   
51～ 60  510   500   480   480   470  460  51～ 60  510  490  480  480  470  470   
61～ 70  450   430   420   420   410  400  61～ 70  史坦  ぷ迫  420  裏坦  420  公娼   

71～ 80  380   370   360   360   350  340  71～ 80  皇室旦  遊坦  360  迎  360  遇   

81■〉 90  320   310   300   300   290  280  81～ 90  旦坦  旦1塁  300  退迫  300  蚕坦   

91世帯以上  裂泣  呈辿  240  2ヰ0  230  230  91世帯以上  ま弘  之生色  240  裂迫  240  呈辿   

地域区分   地域区分   
3／100 その他   8／100 追迫 6／100 出！迫 3／100 その他   

定員   定員   
円  円   円   円   円   円   円   円   

10世帯まで  ユ▲亘堕 1．450   10世帯まで・1．570 ⊥迫⊇1．540 ⊥旦迫 1A迫1．450   

世帯   せ帯   
11～ 20  1，120 1．090   11～ 20  1，170 ⊥出迫 1，150 ⊥日劇1，120 1，090   

21～ 30  750   720   21～ 30  780  770  770  760  750  720   
31～ 40  560   540   31～ 40  580  日迫  570  立退  560  540   
41～ 50  500   490   41～ 50  530  ぷ迫  520  宣坦  500  490   
51・〉 60  450   430   51～ 60  470  裏迫  460  450  450  430   
61～ 70  390   380   61■－ 70  410   400   400   400   390   380   
71～ 80  330   320   71～ 80  350  迎  340  呈坐  330  320   
81～ 90  280   270   81～ 90  290  290  280  280  280  270   
91世帯以上  220  210   91世帯以上  230  呈辿  230  ㌫迫  220  210   

響塑こて筆勢丁、樗庭∴－‾無▼禁？誓；－′■ニヂ竺・一庭一■、、’‖－㌦・・一   魔ミ彗 ∴ ｛ 



改正後   現行   

（11）看護師加算分保護単価   （＝）看護師加算分保護単価   

地域区分   地域区分   
剋迫1出迫12／10010／100 8／100 6／100   ユ山迎14∠吏韮＝1ほ／100．u△」迫10／100 鮎ユ！迫   

定員   定員   

円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   
30人まで   ユ且丑坦 適ヱ坦14，02013．780 13．54013．300  30人まで   適且辿 ユA迎14．020 ユ且堅迫13．780 ユ且鎚旦   
31～ 40人 ⊥1ユ≦迫 吏遡 ⊥1ヱ迎＝11，020 10．83010，640  31－ 40人 ユ⊥鎚迫．u』迫 止且退 出ユ迎11，020．建且辿   
41～ 50   ＆旦生9  旦丘⊇旦  8，410  旦．≧ヱ旦  8．120 7β80  41・〉 50   皿  旦良三泣  8．410  臥旦坦 且迎 旦ぷ坦   
51～ 60   ヱ▲旦旦旦  ヱ遡  7．570  7．440  7，310 7．180  51－ 60   五日旦 1迎 7．570 遇 7．440 ヱ且坦   
61～ 70   乙鎚坦  且堅迫  6，730  軋610  6．500 6．380  61－ 70   1以＿旦  包む坦  6－730  旦且辿 6．610 旦．皇皇旦   
71～・80   むu坦 且鎚迫  立退坦 皇且迫  皇且坦 5．580  71′〉 80   址担 姐坦 亘且旦旦 姐坦 姐迫 且遇   
81～ 90   迎 旦⊥辺 皇．鎚迫 4．960  4．870 旦ユ坦  81－ 90   鼓乙旦旦 且ぷ迫 辿坦 皇遡 4．960 生Lむ旦   
91～100   む廷臣 もむ旦 4．200  4．130  4．060 3β90  91～100  姐坦 皇且建 4－200 史u旦 4．130 建坦   
101～110  旦Ll呈旦  姐迫  3．920  遇  3．790 3，720  101～110  出展‖ 」出遡l こ．920  呈．鮎坦 呈且亘立 退坦   
111～120   退迫  呈上迫  3．640  3．580  3，520 呈．裏泣  111～120  且剋迫  乙巫迫  3．640  姐坦 3．580 退迫   
121～130  遇 呈．生亘旦 3，360  3．300  3．250 3．190  121～130  ＆辿9 且坐旦 3．360 呈．呈迎 3．300 且Z迫   
131′・■140   呈且建  立ユ旦⊇  3刀80  3．030  呈．旦旦立 2．920  131～140  旦旦1旦 呈ユ⊇旦 3．080  呈．鎚迫 3．030 旦』迫   
141～150  乙旦豊里 呈．旦王立  2．800  2．750  2．700 2．660  141～150  呈▲鮎迫 呈且辿 2．800 呈▲迦 2．750 遇   

161～170  乙む迫 呈▲鮎坦 乙810  2．570  乙520 2．480  161～170  乙逗旦．呈且∈迫 2．610 退迫 2．570 呈▲皇羞迫   
171－180  迎 乙…迫旦 2．520  2，480  2．430 2－390  171～180  呈且迫 呈丘巨旦 2．520 退坦 2．ヰ80 呈⊥全量9   
柑1～190  乙≡近臣 呈A皇旦  2，430 呈▲旦旦9  2．3ヰ0 2，300  181－190  ＆臼旦 乙生迎 2．430 乙生⊆坦 呈．呈旦9 乙⊇j迫   

乙裏迫l＋呈且墜  2，330  2．290  2，250 2．之10  191人以上   乙週旦 呈且辿 2，330 呈▲旦1旦 2．290 呈L≧ヱ旦   151～160   乙堅迫  呈．ヱ旦旦  2．710  2．660  2．馴0 2．570  151～160  乙鮎坦  呈▲ヱ星空  2．710  過 2．660 乙釦坦                                                             191人以上  
地域区分   地域区分   

3／100 その他   8／100 五ユ！迫 6／100 旦∠ユ上辺 3／100 その他   

定員   定員   

円   円   円   円   円   円   円   円   

30人まで   12．940 12，580   30人まで  13．540 ⊥旦．生≧旦 13．300．迫ユ坦12．94012．580   

31～ 40人 10，350 韮迫Z旦   31－ 40人 10．830」且ヱ迎10．640 1旦丘姐10．亭50 ユ且旦5迫   

41′－ 50    7，780  7，550   41～ 50   8．120  ＆鮎坦  7．980  エ旦1旦 7．760 7．550   

51～ 60   旦且至迫  6．790   51－ 60   7．310 エ≧！坦 7．180 1日旦 旦遡 6．790   

61～ 70   6，210  6．040   61～ 70   6，500 む姓旦 6、∽0 且迎 6．210 6．040   

71～ 80   5．430  5．280   71～ 80   亘丘邑9 姐坦 5．580 亘且辿 5．430 5．280   

81′〉 90    4．680  4．530   81－ 90   4．870  旦旦迫 旦ユ旦旦 旦L王旦旦 4，660 4．530   

91～100   3．880  3．770   91～100   4．060  姐迫 3β90  旦且亘旦 3．880 3．770   

101～110   3．620  3．520   101～110  3，790  姐迫 3．720 且旦ミ迫 3，620 3．520   

＝1～120   3．360  3．270   111～120  3．520 退坦 3止辿 む鮎坦 3，360 3．270   

121′・■130   3．100  3．020   

131～140   2．840  呈ユZ旦   131～140  旦旦迫 呈且辿 2．920 迎 乙840 乙』迫   

141～150   ＆担旦  2．5†0   14l～150  2．700  呈丘旦旦 2．660  退迫 呈丘星空 2．510   

151～180   2．500  2．430   151～160  2．610  呈．皇皇立  2．570  乙塾迫 2．500 2．430   

161～170   2．410  乙迎   161～170  2．528  乙墜坦 2．480  過 2．410 呈且担   

171－180   2．330  2，260   171～180  2．430  乙幻旦 2．390 ま旦迎 乙330 2．260   

181～190   乙240  2．180   181～190  2．340  遇 2．300 乙退坦 乙240 2．180   

191人以上   2．150  2．090   191人以上   2，250  呈遡 2－210 乙裏迫 2．150 2．090   121～130  3－250 且㌫迫 3，190  旦」ユ旦9 3．100 3，020  

⊥
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改正後   現行   

（12）寒冷地手当  

略  ○寒冷地に所在する施設  

定員1人（母子生活支援施設については1世帯、ファミリーホーム及び  
自立援助ホームについては現員1人）当たりの月額  

区分 1級2級3級4級  
円 円 円 円  

児童養護施設 1．4601，3001．2801．020  

児童自立支援施設 2．2502．0201．9901，570  

母子生活支援施設 1．7201．5401．5201．200  

乳児院 4．7404，2504，1803．320  

情緒障害児短期治療施設2β902．4102．3701．銅0  

ファミリーホーム 1．010900890700  

自立援助ホーム 2．0201．8101．7801．410  

注「寒冷地」とは、国家公務員の寒冷地手当に関する法律（昭和24年  
法律第200号）第1粂第1号及び第2号に定める地域をいう。   
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改正後   現行   

（13）児童養護施設の乳児加算分保護単価   （13）児童養護施設の乳児加算分保講単価   

地域区分   地域区分   

1旦∠ユ旦旦 剋迫1Z／10010／100 8／100 6／100   ユヱ∠ユ旦9 週△」辿1Z／100 止△迎10／100 旦∠韮坦   

定員   定員   

円  円  円  円   円   円   円   円  円  円  円  円   

1人につきむ互選迫む⊥匙迫剋迫ま！迫』迫呈！迫ヱ辺1班ユ迎  

地域区分   地域区分   

3／100 その他   8／100 迅迫 8／100 辿迫 3／100 その他   

定員   定員   

円  円   円  円  円  円  円  円   

1人につき」且≧A旦9皿坦  1人につき呈！迫之旭週且堅坦ユ旦ヱ且∈迫j旦亘▲旦姐ユ旦≧．旦！迫1旦1日坦  

（14）児童養護施設の1・2歳児加算分保護単価  （14）児童養護施設の1・2歳児加算分保護単価   

地域区分   地域区分   

1旦d」迎1皇∠ユ旦912／100＝0／100 8／100 6／100   1址迫 週△」迎12／100，山∠1上迫10／100 鮎ぷ迫   

定員   定員   

円  円  円   円  円   円   円  円  円  円  円  円   

1人につき1圭吐且迎⊥邑1⊥≧旦9週ユ堅迫ユ旦亘▲ヱ旦9週迫ユ封遡  

地域区分   地域区分   

3／100 その他   8／100 ムユ迦≧l（／100 む1j迎 3／100 その他   

定員   定員   

円  円   円   円  円  円  円   円   

1人につき  遡迫 ⊥姐   1人につき  剋迫 避迫 jAu迫旦 週旦Ll旦旦 ユ立退迫1宣4且辺   

⊥
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改正後   現行   

（15）児童養護施設の年少児加算分保護単価   （15）児童養護施設の年少児加算分保護単価   

地域区分   地域区分   

適△j迎 適△！迎12／10010／100 8／100 6／100   1三∠1堅＝ユ血n辿12／100 11週 10／100 む迅迎   

定員   定員   

円   円   円   円   円   円   円   円   円   円  円   円   

1人につき遡且迫並遜迫旦旦且坦遊．皇≧旦旦亘且退避遥迫  1人につき三迫ぷ迫韮且辿逃避辺地辿三追出迫  

地域区分  地域区分   

3′100 その他   8／10P 山辺 6／100 弧迫 3／100 その他   

定員   定員   

円   円   円   円   円   円  円   円   

1人につき  塾長！追 越   1人につき  旦塁』迫 並丘≦迫 並遥1旦 旦量．璧坦 旦生A旦旦 鎚迫   

（16）略  （17）略   （16）ボイラー技士尾上費  （17）児童養護施設の特別指譲受  

加算分保護単価  加算分保護単価  

定  見  月   額  定  員  月  額  

円  円  

30人まで  6，700  30人まで  5．180  

31－40人  31′｝40人  

41～50  4．020  41一→50  3．110  

51～60  3．610  51■〉60  2，590  

61－70  3．210  61－70  2．220  

71－80  2．810  71－80  1．940  

81・－90  2．410  81～90  1．720  

91～100  乙010  91～100  1．550  

101■〉110  1，870  101′－110  1．410  

111・・′120  1，740  111～120  1．290  

121～130  1，600  121～130  1．190  

131～140  1，4TO  131－140  1．110  

1J＝′－150  1．340  141～150  1．030  

151－160  1．290  151－160  970  

161～170  1，250  161～170  910  

171■〉180  1，200  171－180  860  

181・－190  1．160  181－1gO  810  

191人以上  1．110  191人以上  770  

ー－  
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改正後   現行   

（18）学習指導費加算分保護単価  

略  

8．100  区分月鎧 円 1人当たり  

（19）乳児院（定員50人以上）の  

家庭支援専門相談員  

加算分保護単価  

定員 月  

人 円  

46～50 3．110  

51～55 2．820  

56～60 乙590  

引～65 2．390  

66～70 2．220  

71～75 2．070  

76・｝80 1，940  

81～85 1．830  

86～90 1．720  

91～95 1，630 

96人以上 1．550   

⊥
冨
－
 
 
 



改正後   現行   

（20）母子生活支援施設（定員40   （20）母子生活支援施設（定員40   

世帯以上）の母子指導員，少年   世帯以上）の母子指導員．少年   

指導員加算分保護単価   指導員加算分保護単価   

定   員  月額   定   員  月額   
世帯   

31・〉 40  6，880   
世帯  

31～ 40  6，880   
41～ 50  5．500   41～ 50  5．500   
51～ 60  生誕坦   51～ 60  生皇邑旦   
61～ 70  3，930   61～ 70  3．930   
71～ 80  3，440   71～ 80  3，440   
81～ 90  3，060   81～ 90  3，060   
91世帯以上  2．750   91世帯以上  2．750   

1   

∴一筆 一望輝か 年ニユ毯∴－■■ぎ警 
∴．一皇L＿三ふ∴∴  靡芯． 



改正後   現行   

（2り母子生活支援施設の夜間警備  （22）母子生活支援施設の特別生活  

略  体制強化加算分保護単価  指導黄加算分保護単価  

定  員  月  額  定   員   月   額  

円  円  

10世帯まで  16．180  10世帯まで  15．550  

世帯  世帯  

11～ 20  8．090  11～ 20  7．770  

21－ 30  5．390  21－ 30  5．180  

31－ 40  4．040  31～ 40  3．880  

41－ 50  3．230  41・～ 50  3，110  

51－ 60  2．690  51～ 60  2．590  

61－ 70  2．310  61′・■ 70  2．220  

71－ 80  2，020  71－ 80  1．940  

81′・一 90  1，790  81－ 90  1．720  

91世帯以上  1．610  91世帯以上  1．550   

⊥
笥
－
 
 
 



改正後   現行   

（23）母子生活支援施設保育機能強化加算分保護単価   （23）母子生活支援施設保育機能強化加算分保護単価   

地域区分   地域区分   

適△些1巨△」迫12／10010／100 8／100 6／100   ユヱ△j追 出∠ユj迫12／100 出∠ユj迎10／100 出迫   

定員   定員   

円  円  円  円  円   円   円  円  円  円  円   円   

10世帯まで 盟且担 呈旦．旦坦 遊ユ辿 呈邑▲≧旦塁 呈乙旦迎 27．440   10世帯まで 嬰ヱ担 呈旦．1呈9 塑ユ迫 並丘辿 胡追坦 塑且辺   

世帯   世帯   

11～ 20  豊丘坦 週 む丘坦 む之担 呈姐辿 20．580   11～ 20  呈呈．旦呈9 日 

21－ 30  迅且坦 1旦丘星空 ユ旦旦巨9 14．140 13．93013．720   21－ 30  ＿也並以 二且堕引」且迫以」且迫引14．140 適且辿   

31－ 40  エ旦A≦迫 ユ主星ユ旦 12．920 1乙730 エ呈丘皇9 ユ呈丘皇旦   31～ 40  ユ呈且塁立 通⊥迫 12．920 ユ呈旦≧旦 12．730 j呈且迎   

41－ 50  1ユ．旦！辿 ⊥1ユ！坦 11．480 11．310 11．14010．970   41－ 50  ユ⊥旦19．u丘辿 11．480 ユユ．旦旦9 11．310 ＿u且辿   

51－ 60  ユ且ま旦9 ∬追辺 10．050  9．900  9，750 9，600   51～ 80  ユ且ぷ迫 週ユ皇9 10．050  旦且坦  9．900 乳鮎坦   

61－ 70   且聖坦l＋旦遡迫  8，610  む退迫  姐迫 8，230   61－ 70   旦且迫 旦．三豊9  8．610  ＆鮎坦  鮎！遡≧ 旦．生≧旦   

71～ 80   ム裏坦  工塾迫  ヱユ旦9  7．070  6．960 6．860   71－ 80   ム聖坦 ヱ．呈旦9  ユ⊥辺 1遇  7．070 ヱ且1旦   

81～ 90   軋匹＆l＋五度迫  5．740  姐辿  5．570 5．480   81－ 90   見出坦 皇旦≧旦 5．740 且ヱ！迫 退泣 豊丘建   

91世帯以上旦丘辿む出迫4．3004．2404．1804．110  91世帯以上吏姐引＋呈ぷ矧一．300皇ヱ迎4．240豊丘建  

地域区分  地域区分   

3／100 その他   8／100 山辺 6／100 立1堅」3／100 その他   

定員   定員   

円  円   円  円  円  円  円   円   

10世帯まで 逃且建 呈旦Llヱ9   10世帯まで 呈乙旦旦9 退 27．440 呈ヱ．呈呈旦 塑』辿 呈邑⊥皇旦   

世帯   世帯   

11～・20  20，100 ユ且旦旦9   11－ 20 ；迫遇 呈旦ユ坦 20．580 ≦迫且；迫 20．100 週且担   

21■－ 30  13．400 13．080   21－ 30 13，930 週且迫13．720 ＿迫且旭 13．40013，080   

31－ 40  12．060 11．770   31～ 40  ユ呈丘⊇旦 週A辿 1≧長盛．は且泣12．06011．770   

41～ 50  10．720 避止迎   41～ 50 11，140．u且∈迫 10．970 ユ且旦葦辺 10．720」且旦旦9   

51～ 60   9．380  むり迫   51－ 60   9．750 旦且辿  9．600  且旦迫  9，380 旦」丘9   

81～ 70   8．040  7．850   

71′〉 80   6．700  8．540   

81－ 90   5．360  5．230   

91世帯以上  4．020  3．920   61～ 70   越 旦ヱ堅塁 8．230 ＆封辿  8．040 7．850          71′－ 80   6．960 旦且辿 6．880 旦遡迎  6．700 6．540          81～・gO   5．570 皇道迎 5．480 互生迫  5．360 5．230        91世帯以上  4．180 土日担 4，110 生壁坦 4．020 3．920   

三‘ネー鼠雷東禦・ごヤ・嬰∴ ∴きニ∴ヤ・二▲▼一．一 ・♪ザ √嬬芦－・  
一■；こ －’一■】＿． ▲ ・■‾、  ▼    一IiE 一’．■i■．．＿＿  ‾ ・t‾   
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（25）一時保護所処遇促進  

加算分保護単価  

（25）一時保護所処遇促進  

加算分保護単価  

（24）児童養護施設、乳児院の   

指導員特別加算分保護単価  

（24）児童養護施設、乳児院の   

指導員特別加算分保護単価  

定員   月額   

円  

30人まで  6．250   

31～ 35人   且旦≡迫   

区分   年額   

円  

心理職員加算分  互旦≧呈L≧旦旦   

定員   月額   

円  

30人まで  6．250   

31～ 35人   旦旦！迫   

区分   年額   

円  

個別指導担当職員    出拉旦且迫   

（27）除雪黄加算分保護単価   

児童養護施設、児童自立支援   

施設、乳児院、情緒障害児短期   

治療施設、母子生活支援施設、   

ファミリーホーム、自立援助ホーム  

（26）事務用採暖費加算分保護単価  

ア 児童養護施設、児童自立支援   

施設、乳児院、情緒障害児短期   
治療施設、ファミリーホーム 1  

、自立援助ホーム  

（27）除雪糞加算分保護単価   

児童養護施設、児童自立支援   

施設、乳児院、情緒障害児短期   

治療施設、母子生活支援施設、   

ファミリーホーム、自立援助ホーム  

（26）略  

（28）降灰除去費   

児童養護施設、児童自立支援   

施設、乳児院、情緒障害児短期   

治療施設、母子生活支援施設⊥   

ファミリーホーム、自立援助ホーム  

（28）降灰除去費   

児童養護施設、児童自立支援   

施設、乳児院、情緒障害児短期   

治療施設、母子生活支援施設⊥   

ファミリーホーム、自立援助ホーム  

イ 母子生活支援施設  

避退  

区分  年額  1施設当たり   円  



改正後   現行   

略   
1◆要■■■■■莞  

Q寒冷地に所在する施設  

世帯主である職員  
支給地域扶養親族の扶養親族のその他の  
の区分 

ある職員 ない職免 
職鼻  

護 3故地 112．700円 64．300円 43．000円  

4級地 89・000円 51・000円 36・800円  

悪洋陽治軌の紬は摘，の2の（，2｝豪紬手当の洋と配である＿  
手  

当（備考）  
「扶養親族のある職員」には、寒冷地手当支給対象地域外に居住する扶養親族のある  

職Åであって、その扶糞親族と同居しておらず、かつ扶糞親族が居住する住居と寒冷地  

手当支給対象地域との最短距離が60キロメートル以上であるものは含まないものとする。  

1I竃  l   －  

■二＝こ⊥，▲  丁 
．． 。 ．．＿．＿ 】‥．  
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改正後   現行   

別表2  

略  児童福祉施設の職種別職員定数表  

（1）児童養護施設  

職種別 職員の定数  

施設長1人。ただし、定員が30人未満の場合は児童指導員の兼務とする。  

児童指導員通じて定員6人につき1人。ただし、定員45人以下の施設については、  

保育士この定数のほか1人を加算する。  

職業指導員職業補導設備を有する施設にあっては、別に定めるところにより必要な  

人員を加算する。  

栄養士1人。ただし、定員41人以上の場合に限る。  

事務員定員150人未満の場合は1人。定員150人以上の場合は2人。  

調理員等定員90人未満の場合は4人。以下同様に30人ごとに1人を加算する。  

嘱託医1人。  

（2）児童自立支援施設  

職 種 別 職員の定数  

施 設 長1人。  

児童自立支援専門員通じて定員5人につき1人。  

児童生活支腰員  

職業指導員職業補導設備を有する施設にあっては、別に定めるところによ  

り必要な人員を加算する。  

栄 養 士1人。ただし、定員41人以上の場合に限る。  

事 務 員定員150人未満の場合は1人。定員150人以上の場合は2人。  

調理員等定員90人未満の場合は4人。以下同様に30人ご上に1人を加算  

する。  

嘱 託 医2人。   

－
N
≡
－
 
 
 



改正後   現行   

略   （3）乳児院（乳児10人未満を入所させる乳児院を除く。）  

職種別 職員の定数  

施設長1人。  

医 師1人。ただし、定員100人未満の場合は、嘱託の医師とする。  

2歳未満児（定員から2歳児及び3歳以上児の現員を差し引いたもの）  

通じて1・．7人につき1人。  

看護師2歳児の現員通じて2人につき1人。  

保育士3歳以上児の現員通じて4人につき1人。  

児童指導員ただし、看護師は定員10人の場合は2人以上、10人を超える場合は10  

人増すごとに1人以上とし、その他は保育士又は児童指導員とする。  

なお、定員20人以下の施設については、この定数のほか保育士1人を  

加算する。  

栄養士1人。  

事務員定員100人未満の場合は1人。定員100人以上の場合は2人。  

調理員等定員30人未満の場合は4人。定員30人以上10人ごとに1人を加算する。  

（4）乳児10人未満を入所させる乳児院  

職種別 職員の定数  

施設長1人。  

看護師通じて7人。ただし、看護師はその内1人以上とし、その他は保育士又  

保育士は児童指導員とする。  

児童指導員なお、2歳児の現員通じて2人につき1人。  

3歳以上児の現員通じて4人につき1人。  

嘱託医1人。  

調理員等1人。  

・、・－  
、  
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改正後   現行   

略   （5）母子生活支援施設  

職種別 職員の定数  

施設長1人。  

母子指導員定員20世帯未満の場合は1人。定員20世帯以上の場合は2人。  

保育士保育所に準ずる設備のある場合に限り、その児童30人につき1人。  

（ただし、1母子生活支援施設につき最低1人はおくことができる。）  

少年指導員定員20世帯未満の場合は1人。定員20世帯の場合は2人。  

兼事務員  

調理員等1人。  

嘱託医1人。  

（6）情緒障害児短期治療施設  

職種別 職員の定数  

施設長1人。  

医 師1人。  

セラピスト定員10人につき1人。  

看護師1人。  

児童指導員通じて定員5人につき1人。  

保育士  

栄養士1人。ただし、定員41人以上の場合に限る。  

事務員1人。  

調理員等4人。   

ー
N
O
u
T
 
 
 



職 種 別   職  員  の  定  数   

指 導 員  2人。ただし、入居児童が7人以上の場合は3人とし、以降7人から  

3人増える毎に1人を加算する。   

補 助 者  1人。   

職 種 別   職  員  の  定  数   

指 導 員  1人。   

補 助 者  2人。   
Fl  

肯1  
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改正後  現行   

（参考）  く参≠F）  
保出文単価（入尺斤児立寄1人当たり）歎  保旺Jl価（入所エ′E正等1ノヽ童麹ナヒリ）薇   

【平成ZZ年4月18）  （平成ヱユ年4月1白）  

一 肌 生 活 致 以 外 の 事 暮 買  一  般  生  活  員  以  外  の  事  象  た  
櫨ヨ  址目  

拡月‖I児  ・ 仁 ∴  ・     ▲   学校絵i  1竿旅行  入遺竿支  仲別丁戒  E裏事情  舟兼一時  R轟梅澤  耽t王虞  葬祭貴  二 ■ 三二・  柱虐惰兜  
受入加算貴  焚  責  正金  責  別行尊貴  扶助貴  最  焚・大字  岨費  文人加算貞   文   旺貴  

il学事B  退学亭自  
立生活支  血生孟夏  
度井  度眞  

月   払  月  鑓  月  且  月   縞  月  瑚  年  賦  年  u  月  見  1件きリ  年  功  月  q  1降きリ  1降為リ  月  且  月   錨  月  払  月  櫨  月   鎮  月  額  年  且  年  功  月  額  1件岩リ  年  且  月  騒  1降出リ  1件当リ  月  楓  

児更  
幸江穐鮫  薗に必≠  めの文通  

（乳児別  な入竿虫  裁臭員  

51．730円  ．良甘輔  J9．500円  敵掬手代  
、¶瓜琴  中学校篇  （私立）  琴  

光量さ立   の素月   3年年   18抑円   

支は施設  ただし、  55．I00円  13丁．5】0【  加耳  旧8姐地  
（通併称  現世共闘  学児玉  J．ユ拍円  

を含む）   ■正明鍼  罵事辛校  
き橙持し  F3早年  旧之故地  
たq   （特別支  乙5之0円  

臭責  は学校罵  
く一般分）  l通草のた  琴飯毛倉  その他の  

里  親   4丁．引柑R  めの文通  七㌧】  地域  
（乳児升）  貴の実景  川8．打開   1．Z‘q円  

54．如○円  】群発tlに  

必蔓な遭  （適所倒  
（一般夕日  上代、速  について  

ファミリ  庇文事の  は払子崖  
－ホー・ム  稟責  活支帳場  

N 引．7ユ○円  l寧書聖に  改の旦庫  
必藁虻櫻  と丁る．）  

∽ 摘捧持響  ■＃．鰊  

火短期為  習合貴著  
無給拉  の震買  
（適所椚  S児玉自立  
き曽む）  文鎮鷹劇  

の教材貫  
（31栗蒲児分）  lI小1！  柑5】故地  

軋7】○円  川○円  丁．ヱtO円  

（3i以上兜分） ー l捧呈】文  1641農地  
I7．1】OR  ヱー○円  5．660円  

‘楕新王楓  帽3級地  
乳児院      芋し児撰鋼慮れ  牢捜の高  ー．5抽円  

琴児玉加文責  零か入学  柑2敵地  
里」迎円  に憂ナる  2．620円  

ニ その他の  
…t・  地域  

t．ヱ6q円  

入所音t11托”  】B5は地  
コ．5帥円  l．1コ○円  

鉦王l†ほ！l  ：・・・亡  

母子生活  鋸旧円  
王捜篤紋  旧a絶地  

aま以上児  5！○円  

5．500円  旧三組他  

380円  

モの他の  
地域  
柑ウ円  

川．】側円  

自立扶助  
ホーム  

（劇この鼓に誹るもののほか、い＝児重出庵設写の入所児文が疾頑等こ上膵麒を受けたと！は・rき血相の貫東方動及び「入桝▲相葉責の許王墓動に準じて  注にの憂に革めるもののlまか、（1）光三亜比慮鮫専の入所児又が寝癖等により匿取手受けたと引士、「鯵皮紐鯛の算定方凱及び「入店陪食事虫荘数の貫足芸拡」に準じて  
掴した痛が匿瓜又として支弁され、（2）1謝二ついては婁托鞘として月那乙m円叩【互助士月払ほ】tO00即が支弁され（a）フγミリーホーム重しくは量競  耳乏した仙1唱度文として支弁さ九、（2）1親については≠托手眉として月即2．000円（耳円上現は月馴札抑○円）が支弁され、（3】ファミリーホーム香しくは且飢  

（専門l且を含む．）に対して折損に桑托したと引こは霹托児文1人につき聾托帆輪月に化800円が加算きれ、り）エ現（専「は仇モ含む．）が一時的な休息のための蟻  
（即1史観を含む．）に対して糊に畢托したと引＝は卯モ雅文1人につ－卓I用捨月に化一関円が加算され・－4）1泉（専門量現車含む・）が－柵な紬のための蛙 朋モ受けると剖ま洲二文め摘利こ▲帽托児玉一人につ亡～・5叩－が支弁され・（5用量自立貰捜縫泣児文が適亡したと引＝は連れもどL焚が支弁紬、（6川丘比  助を受けるときは劇lこ憂める益雄により貞托児蟹1人につ軋5閃円が支弁され、（5）児文自立支臨席拉光電が並亡したとさには薫れもどし如一文井され．【6）勅度掩  
u入所者については．r鯵瓜畑の笈左方法ノ及び一入虞岬食事用糞貴の‡支払勘に埠じて算定した鎮のほれ分娩珊＃（分娩児1人につ引18・3】○印、烏且丸正精・  投入晴看につし、ては、r鯵虞♯酬の文王方勘及びr入良■食事鳳■贅の算瓦墓場Jに埠じて算定したqのほか、分娩介助睾＝分娩児1人につきl札コ10押．総員払鼠網、  

爪皇妃介穐鞘及び昆陽料が支弁される．  狩生児介繍斜及び尾駄科が支弁壬れる．   
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（資料9）  
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（案）  

雇児発  第 号  

平成22年 月  日  

都 道 府 県 知 事   

各 指 定 都 市 の 市 長 殿  

児童相談所設置市の市長  

厚生労働省雇用均等・児童家庭局長  

平成22年度地域小規模児童養護施設に係る保護単価について  

「児童福祉法による児童入所施設措置費等国庫負担金について」については、本日付厚  

生労働事務次官通知をもって一部改正されたところであるが、同通知の第7により、地域  

小規模児童養護施設（平成12年5月1日児発第489号厚生省児童家庭局長通知「地域小規  

模児童養護施設の設置運営について」により指定されたもの）に適用される保護単価につ  

いては以下のように定め、平成22年4月分の支弁から適用することとしたので通知する。   

1．一般分事務費保護単価   

「
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15／100   12／100  10／100   8／100   6／100   

地域′j、規模   円   円   円   円   円 円   

児童養護施設  220，290  216，690  214，290  213，090  211，900  210，700  

その他   

地域小規模   円   円   

児童養護施設  209，500  208，300  

（うち管理費 41，380円）  

2．加算分保護単価   

寒冷地加算分、乳児加算分、1・2歳児加算分、年少児加算分、事務用採暖費加算分、   

除雪費加算分、学習指導費加算分及び特別生活指導費加算分保護単価並びに民間施設給   

与等改善費について支給対象とし、児童養護施設を地域′j、規模児童養護施設と読み替え   

て支弁することとする。   

3．事業費保護単価   

児童養護施設を地域小規模児童養護施設と読み替えて支弁することとする。  

－206－  



（資料10）  

（案）  

雇児発  第 号  
平成22年 月  日  

都道府県知事   

各 指定都市の市長 殿  
中核市の市長  

厚生労働省雇用均等・児童家庭局長  

平成22年度小規模分園型（サテライト型）母子生活支援施設  
に係る保護単価について  

「児童福祉法による児童入所施設措置費等国庫負担金について」については、本日付厚  

生労働事務次官通知をもって一部改正されたところであるが、同通知の第7により、小規  

模分園型（サテライト型）母子生活支援施設（平成15年7月1日雇児発第0701004号厚生  

労働省雇用均等・児童家庭局長通知「小規模分園型（サテライト型）母子生活支援施設の  

設置運営につい て」により指定されたもの）に適用される保護単価については以下のよう  

に定め、平成22年4月分の支弁から適用することとしたので通知する。   

1．一般分事務費保護単価   

18／100   15／100   12／100  10／100   8／100   6／100   

小規模分園型   円   円   円   円   円   円   

（サテライト型）  139，140  136，860  134，580  133，070  131，550  130，030  

母子生活支援施設  

その他   

小規模分園型   円   円   

（サテライト型）  127，750  125，480  

母子生活支援施設  

（うち管理費 34，822円）  

2．加算分保護単価   
寒冷地加算分、事務用採暖費加算分及び除雪費加算分保護単価並びに民間施設給与等   

改善費について支給対象とし、母子生活支援施設を小規模分園型（サテライト型）母子   

生活支援施設と読み替えて支弁することとする。   

3．事業費保護単価   
母子生活支援施設を小規模分園型（サテライト型）母子生活支援施設と読み替えて支   

弁することとする。  

一207－   
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市長  

厚生省児童家庭局長   

児童福祉施設（児童家庭局所管施設）における  
施設機能強化推進費について  

厚生省児童家庭局長  

児童福祉施設（児童家庭局所管施設）における  
施設機能強化推進費について  

（
碑
輩
一
一
）
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標記については、「児童福祉法に  よる児童入所施設措置費等  国庫負担金につ  

いて」（平成11年4月30日厚生省発児第86号厚生事務次官通知）及び「児童福  
祉法による保育所運営費国庫負担金について」（昭和51年4月16日厚生省発児  
第59号の2厚生事務次官通知）をもって通知されたところであるが、この経  
費の適切な運用を図るため、今般、別紙のとおり実施要綱を定めたので、管  
内児童福祉施設に対し周知徹底のうえ、格段のご指導を願いたい。   

おって、昭和55年10月1日児発第858号本職通知「児童福祉施設及び精神薄  
弱者援護施設における地域参加■交流促進費について」は、廃止する。ただ  
し、昭和61年度以前分の取扱いについては、なお従前の例による。  

別紙  

施設機能強化推進費実施要綱   

第1 日的  
児童福祉施設において、（1）施設がもつ専門的な知識や技術等を活かし、  

地域の人々を対象とした相談、指導等を実施するとともに、施設と地域  
等との交流を促進することにより、入所児（者）の生きがいの高揚や家  
庭復帰、社会復帰にむけての自立意欲の助長を図るため、（2）施設におけ  
る火災・地震等の災害時に備え、職員等の防災教育及び災害発生時の安  
全かつ、迅速な避難・誘導体制を充実する等の施設の総合的な防災対策  
を図るため、（3）養護施設の入所児童に一定期間小集団での訓棟を行うこ  
とにより、施設退所後の児童の社会的自立の促進を図るため、施設機能  
の充実強化を推進する。   

第2 一般事業  
1 事業の種類及び内容   
（1）種類  

① 社会復帰等自立促進事業  
ア．施設入所児等社会（家庭）復帰促進事業  
イ．心身機能低下防止事業  
ウ．処遇困難事例研究事業  

（∋ 専門機能強化事業  

ア．養育機能等強化事業  
イ．広域入所促進事業  

施設機能強化推進費実施要綱  

第1 目的  
（略）  

第2 一般事業  1 （略）  

合防災対策強化事業   



2 事業の選択   
事業は各施設の運営状況等から可能な範囲で実施するものとすること。   
ただし、保育所については、別添に掲げる次世代育成支援対策交付金   

対象事業及び、保育対策等促進事業等を複数実施する保育所において実   
施するものとする。  

3 加算の方法等   
事業を実施しようとする施設から、毎年度当初に別紙様式1を参考と  

し  

長  
話  

めた場合は次の方法により加算すること。   
なお、個々の事業の加算の認定に当たっては、相応の規模及び頻度で  

計画的、積極的に実施することにより、入所児（者）処遇等施設運営の  
充実強化に効果が期待できるものについて対象とすること   

また、当該施設において「児童福祉施設最低基準」（昭和23年12月29日  
厚生省令第63号。以下「最低基準」という。）が遵守されており、かつ、  
法人及び施設運営が適正に行われている場合に限ること。   

おって、第2の1の（1）の②のイの事業の加算の認定に当たっては、当  
分の間、別に定めるところによること。  
（1）個々の事業毎の加算額は、別表にあるそれぞれの単価を限度額とす   

ること。  
（2）施設当たりの加算総額は、入所施設にあっては年額75万円以内（ただ  
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の金額を加えることができる  

だし、実所要額がこれを下回る場合は実所要額とし、また、1施  
たりの加算総額が10万円未満の場合は国庫負担の対象としないこ  
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算分として支弁するも  5月に支弁する事務費等の加  は
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に
ヒ
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施設（第二種助産施設に限る。）に対する支弁月及び認  
ついては、次の算式に準じて、個々の施設状況により  

決定するものとする。   

認定額＝施設機能強化推進費加算分保護単価  
（10円未満については四捨五入）×その施設の5月初日の定員等  

（保育所の場合は、5月初日の入所人員）  

施設機能強化推進費加算分保護単価（ ／／ ）＝  施設機能強化推進費÷その施設の5月初日の定員等  

l     ・－      －  ［  
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医
 
 

対
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需
費
 
 

支
・
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熱
 
 

4
 
 

4 （略）  
光
計
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・
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法
害
借
事
 
 
 
剰
扶
摘
紺
撲
 
 

療材料費）・役務費（通信運搬料。ただし、社会福祉  
基準を適用する場合には、通信運搬費、広報費、手数料及び損  
とする。）・旅費・謝金・備品購入費・原材料費・使用料及び賃  
金（総合防災対策強化事業に限る。）・委託費（総合防災対策強化  

5 対象除外   
デイ・サービス事業及びショート・ステイ事業等別途国庫   

付される事業及び都道府県等の単独補助事業を実施している   
ては同種の事業は対象から除外すること。  

5 （略）  
交
い
 
 

が
つ
 
 

金
に
 
 

助
設
 
 

補
施
 
 

業
護
の
 
 

事
養
業
 
 

別
童
事
 
特
児
 
 

）
 
 

l
 
 

3
 
1
 
 

第
 
 1児童養護施設分園型自活訓練事業（以下「分園事業」という。）   

第3 特別事業   （1）（略）  

自活訓練事業（以下「分園型事業」という。）  

象
 
 

型
 
 

園
 
 

分
等
 
 ア 対  

児童養護施設に入所している児童であ  
立のための個別指導訓練を行うことが、  

日
し
 
 

L
ノ
 
象
 
 

対
 
 

の
 
 

業
 
 

軋
絹
 
 

間
 
 
童
削
 
 

分  園
 
 って、退所前の一定期  

効果的であると施設長が認める児童であること。   
施設長は、対象児童を選定したときは、速やかに都道府県知事及  

び関係者に通知すること。   



イ 対象施設等  
分園型事業を実施しよ  

一
〓
一
【
－
 
 

は 
を  ∴

∵
一
」
旬
 
 

（
 
 

内に都道府県知事へ事  
が各年度ごとに指定す   

都道府県及び指定都  

業
る
市
 
 
 

）長は、当該年度の4月末  局
 
 
 

日までに別添様式2により  
祉課長まで報告すること。  

請及び指定の結果を当局家庭福  
l－L■－H′lヽ■へ Lrヽ  、 Tl人ト・・■  ノ  くゝ′＋■・・一 」  ○  

（ア）当該施設において「最低基準」   

限
ゝ
㍉
ま
 
 

か
と
 
 

カ
 
 

れており、かつ、法人  
及び施設運営が適正に行われてし  

（イ）入所率の高い施設を優先する  1
 

こ
 
 

・
 
 
 

1
 
こ
 
 

日現在の入所  

率は原則として90％を下回らないこ   （ただし、  と
 
 
 極端に低いものは認められないこと）  

（ウ）本体施設の一部を分園とするものは認められないこと。  
（エ）同一施設において、本事業と地域小規模児童養護施設を同時に   

指定することは認められないこと。  
（オ）指定を受けた施設であっても、やむを得ないと認められる事由   

が無く、年度途中の実績が本要綱の要件を下回る場合は指定を取  

‘1  

り消すこ  

童
忍
備
間
 

児
施
設
期
期
 

象
定
な
練
 
 

対
指
要
訓
 
 

必
 
 

・
 
 

ウ
 
 
 

エ
 
 
オ
 
 

独立家屋又はアパート等とし、通常の生活に  
と。  

訓練  は、退所予定日前のおおむね1年間とし、定員は、認可  
定員のうち6人程度とすること。   

事業の実施及び訓練の内容   
分園型事業の全般についての実務上の責任者（事業担当責任者）を  

配置し、次の指導項目についてあらかじめ個別指導訓練計画を定め、  
児童の社会的自立に向けての生活指導等を行うこと。   

また、夜間において児童だけの生活とならないよう職員の配置を  
考慮すること。  

・自活のための生活指導  
・職業適性を高める指導  
・社会参加のための準備指導  
・学習指導  

・余暇の活用指導  
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施設等   ウ 対象  
こめ事業を実施しようとする者は、都道府県知事が定め  

に都道府県知事へ事業実施の申請を行い、次により都道府  
内
が
 
 

間
事
 
期
知
 
 

る
県
 
 

各年度ごとに指定するものとする。  
都道府県及び指定都市民生主管部（局）長は、当該年度の4月末  

日までに別添様式4により、この申請及び指定の結果を当局家庭福  
祉課長まで報告すること。   
（ア）当該施設において最低基準が遵守されており、かつ、法人及び  

施設運営が適正に行われている場合に限ること。   
（イ）指定を受けた施設であっても、やむを得ないと認めちれる事由  

が無く、年度途中の実績が本要綱の要件を下回る場合は指定を取  
り消すこと。   

エ 設備  
必要に応じて、親子相談室、心理治療室、宿泊治療室等の設備を  

設けること。   
オ 事業の．実施及び内容  

対象児童等に対し、3か月から6か月を単位とした治療計画をた  
て面接治療、宿泊治療、親子レクリエーション、家庭訪問治療等を  
行うこと。  

（2）加算の方法等  
指定施設から、毎年度当初に別紙様式1を参照とした申請書を都道府   

県知事に提出させ、当該施設の年間事業計画及び当該申請事業の内容、   
必要性及び経費等について審査を行い、必要と認めた場合は次により   
加算すること。  

1
N
一
A
－
 
 

、 ＿・L一ノー1．，   



業
事
の
7
5
実
 
 

事
本
次
間
 
 

限
実
限
数
家
象
 
 

の
の
を
族
延
延
 
 

実
 
 
 
費
業
額
家
施
施
 
 

÷
■
一
 
 は

し
封
藩
藩
 
 

要
す
回
肘
掛
 
 

実施延家族数に応じて1施設当た  
年度内における実施延家族数が、  

の
 
 

度と  
を下  

り
年
s
 
 

費の支弁の対象としないこと。 経   

延家族数  

延家族数  

上
浦
 
 

以
未
 
 

年額1，998，000円  
年額  999，000円  （イ）  

イ この加算額は5月  騨  

とすること。   
認定額＝家族療法事業費加算分保護単価  

×その施設の5月初日の定員   
家族療法事業費加算分保護単価  

（10円未満については四捨五入）  

＝1施設当たり年額÷その施設の5月初日の定  
［  

3 施設入所児童家庭生活体験事業  
（1）事業の内容等  

児
 

童  ア   

院 
て、里親あるいはボ  
で家庭生活を体験さ  

療
 
 摘

 
 

・
‥
γ
‥
・
‥
‥
 

－
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障
ア
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業
緒
イ
と
 
 

施
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護
措
 
 

養
の
 
 

童
設
 
 

児
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、
 
 

優
 
 

つ
）
 
 

及
ラ
せ
護
 
 

－
N
一
川
T
 
 
 

阻 

儲
不
か
 
 

であること。なお、保  
、保護者がいる場合で  

と施設長が  

者のいない（死亡あるいは行方  
も養育拒否等家庭復帰が見込まれ   る

 
 

す
 
 

先
 
 
 

こと  
イ 対象施設等  

本事業を実施しようとする者は、都道府県知  に
各
 
 

内
が
 
 

間
事
 
 

期
知
 
 

る
県
 
 

め
府
 
 

定
道
 
 

が
都
 
事
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都 
年
 
 

度ごとに認めるものであること。   
当該施設において最低基準が遵守されており、かつ、法人及び  
運
の
養
等
二
、
方
を
申
申
た
 
 

設
業
童
間
り
の
業
た
該
め
 
 

施
事
児
期
よ
算
事
し
当
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営が適正に行われている場合に限ること。  
実施及び内容  
護施設等の入所児童を週末及び夏季休暇等の連続した休暇  
を利用して、委託家庭において家庭生活を体験させること  

ウ
 
 

の
に
加
本
と
び
と
 
 

考
及
要
 
 

2
 
 

（
 
 

社会性の洒養、情緒の安定、退所後の自立を促進すること  
法等  

実施しようとする施設から、  
請書を都道府県知事に提出さ  
請事業の内容、必要性及び経  

参
画
必
 
 

を
計
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1
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こと。  





別紙 婦人保護費国庫負担金及び国庫補助金交付要綱一部改正新旧対照表（案）  

別紙  別紙  

婦人保護費国庫負担金及び国庫補助金交付要綱  婦人保護費国庫負担金及び国庫補助金交付要綱  

（通 則）   

1婦人保護費国庫負担金及び国庫補助金（以下「補助金等」という。）について   

は、予算の範囲内において交付するものとし、売春防止法（昭和31年法律第  

118号）、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（平成13   

年法律第31号。以下「配偶者暴力防止法」という。）、補助金等に係る予算の   

執行の適正化に関する法律（昭和30年法律第179号）、補助金等に係る予算   

の執行の適正化に関する法律施行令（昭和30年政令第255号）及び厚生労   

働省所管補助金等交付規則（平成12年賃議箸令第6号）の規定によるほか、こ   

の交付要綱の定めるところによる。  

（交付の目的）   

2 この補助金等は、売春防止法に基づき要保護女子についてその転落の未然防   

止と保護更生を図ること及び配偶者暴力防止法に基づき配偶者からの暴力被害   

者である女性の保護等を目的とする。   

（交付の対象）   

3 この補助金等は、次の事業を交付の対象とする。  

（1）婦人保護事業費負担金  

売春防止法第34条第2項第3号及び配偶者暴力防止法第3粂第3項第3   

号（同第4項の規定により、厚生労働大臣が定める基準を満たす者に委託し   

て行う場合を含む。）の規定により、都道府県が行う婦人相談所による一時   

保護の実施に係る事業  

（2）婦人相談所運営費負担金   

売春防止法第38条第1項第1号及び配偶者暴力防止法第27条第1項第   

1号の規定により、都道府県が行う婦人相談所の運営事業  

（3）婦人保護事業費補助金  

昭和38年3月19日厚生省発社第34号厚生事務次官通知「婦人保護事   

業の実施要領について」の第四の6により、都道府県が行う婦人保護施設（   

婦人保護長期収容施設を含む。）の運営事業  

（通 則）  

1 略  

（交付の目的）  

2 略  

（交付の対象）  

3 略  

（
輔
茸
一
N
）
 
 
 



（交付額の算定方法）   

4 略  

（交付額の算定方法）   

4 この補助金等の交付額は、次により算出された額とする。   

（1）別紙の表の第2欄に定める種目ごとに、第3欄に定める基準額と第4欄に  

定める対象経費の実支出額とを比較して少ない方の額を選定する。  

（2）（1）【子より選定された額に第5欄に掲げる負担（補助）率を乗じる。  

（3）（2）により算出された額の合計額を交付額とする。   

（交付の条件）  

5 この補助金等の交付決定には、次の条件が付されるものとする。  

（1）事業に要する経費の配分の変更については、次により行うものとする。   

ア 婦人保護事業費負担金、婦人相談所運営費負担金及び婦人保護事業費補助金  

間での経費の配分の変更は、してはならないものとする。   

イ 婦人保護事業費補助金に係る事業に要する経費の種目間での配分の変更  

（交付決定におけるそれぞれの配分額のいずれか低い額の10％以内の変更を  

行う場合には、当該都道府県の区域を管轄する地方厚生局長（徳島県、香  

川県、愛媛県及び高知県にあっては四国厚生支局長、以下「地方厚生（支）  

局長」という。）の承認を受けなければならない。  

（2）事業の内容の変更（軽微な変更を除く。）をする場合には、地方厚生（支）   

局長の承認を受けなければならない。  

（3）事業を中止し、又は廃止する場合には、地方厚生（支）局長の承認を受け   

なければならない。  

（4）事業により取得し、又は効用の増加した価格が単価50万円以上の機械及   

び器具については、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律施行令   

第14条第1項第2号の規定により厚生労働大臣が別に定める期間を経過す   

るまで、地方厚生（支）局長の承認を受けないでこの補助金等の交付の目的   

に反して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け、担保に供し、又は廃棄しては   

ならない。  

（5）地方厚生（支）局長の承認を受けて財産を処分することにより収入があった   

場合には、その収入の全部又は一部を国庫に納付させることがある。  

（6）事業により取得し、又は効用の増加した財産については、事業完了後におい   

ても善良な管理者の注意をもって管理するとともに、その効率的な運営を図ら   

なければならない。  

（7）この補助金等と事業に係る予算及び決算との関係を明らかにした別紙様式1   

による調書を作成するとともに、事業に係る歳入及び歳出について証拠書類を  

（交付の条件）  

5 略  

＿好悪畢零聖且   軋  九i竺ヂ苧声等ごニーー ノ・＿▲＿∬竃監Lマ吾甘・エ誓  i■ヒ1「▼、．．－やチ彗r⊥l一円  



整理し、かつ調書及び証拠書類を事業の完了の日（事業の中止又は廃止の承認を受けた  

場合には、その承認を受けた日）の属する年度の終了後5年間保管しておかなければな  

らない。  

（申請手続）  

6 都道府県知事は、別紙様式2による申請書に関係書類を添えて、毎年度の8   

月末日までに地方厚生（支）局長に提出するものとする。   

（変更申請手続）   

7 この補助金等の交付決定後の事情の変更により申請の内容を変更して追加交   

付申請等を行う場合には、6に定める申請手続に従い、別に定める期日までに   

行うものとする。  

（交付決定までの標準的処理期間）  

8 国は、6又は7に定める申請書が到達した日から起算して、原則として70日   

以内に交付の決定（決定の変更を含む。）を行うものとする。  

（補助金等の概算払）  

9 厚生労働大臣は、補助金等の概算払をする必要があると認める場合には、国の   

支払計画承認額の範囲内において、概算払いをすることができる。   

（実績報告）  

10 都道府県知事は、別紙様式3による事業実績報告書に関係書類を添えて、翌年   

度の6月末日（5の（3）により事業の中止又は廃止の承認を受けた場合には、当   

該承認通知を受理した日から1か月を経過した日）までに地方厚生（支）局長に   

提出しなければならない。   

（補助金等の返還）  

11地方厚生（支）局長は、交付すべき補助金等の額を確定した場合において、既に   

その額を超える補助金等が交付されているときは、期限を定めてその超える部分に   

ちいて国庫に返還することを命ずる。   

（申請手続）  

6 略  

（変更申請手続）  

7 略  

（交付決定までの標準的処理期間）  

8 略  

（補助金等の概算払）  

9 略  

（実績報告）  

10 略  

（補助金等の返還）  

11略  
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新   旧   

別紙  婦 人 保 護 費 交 付 基 準  

略  1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率  

婦人保護  婦人相談所一時  

事業費  1別表に示す「施設事務費算定基準」によって算  

負担金   定された額（経費の種類ごとにそれぞれの単価に  

員数（別に定める「職員職種別配置基準」を限度  

とする。）を乗じて得た額の合算額）を、当該施  

設の取扱定員に12を乗じた数によって除して得  

た額（円未満切捨）と、表1「施設事務費基準限  

度額」とを比較していずれか少ない方の額に取扱  

定員と12を乗じて得た額（以下「標準国庫補助  

基本額」という。）とする。  繕料、役務費（通  

ただし、職員職種別配置基準を満たす施設であ  

って、指導員が配置基準を超えて配置されている  

場合には、当該超えた指導員数の範囲内において、  

厚生労働大臣が必要と認めた指導員数（以下「指  

導員加算数」という。）を限度として「施設事務  

費算定基準Jによって算定された額（指導員に係  

る経費の種類ごとにそれぞれの単価に指導員加算  

数を乗じて得た額の合算額）を、当該施設の取扱  

定員に12を乗じた数によって除して得た額（円  

未満切捨）と表2「指導員1人当たり加算限度額」  

に指導員加算数を乗じて得た額とを比較していず  

れか少ない方の額に取扱定員と12を乗じて得た  

額を標準国庫補助基本額に加算するここができる。  

ー
N
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新  旧  

1区分  2種目  3  基  準  額  4 対象経費  5 負担  1区分   2 種目  3  基  準  額   4 対象経費   5 負担  

（補助）率  （補助）率  

」  

表 1  施設事務費基準限度額  表1 施設事務費基準限度額  

（単位：円）  く単位：円）  

定見地域区分 ユ＆迎 －∽00 －2／－00 －0／100 8／－00  
6／100  定員地域区分 止通 過週12／100 ＝／100 －0／100 出迫  

20名以下  呈1旦良！迫  む且迎   乙坦』迫  207．100  ；迫∃止！迫  201，000  20名以下  呈1エ墜坦  旦1且≧！迫  む且退迫  堅迫遡迫  207．100  堅迫且辿  

21～ 30  ．追越  週且』迫  140．400  138．300  136．300  134，300  21■－ 30  吏迫遜追  出呈．皇！迫  140．400  追出些  138，300  ユ旦乙旦！迫  

31～ 40  出且韮坦  遡且鎚坦  105，500  英独遡辿  102．400  100．900  31－ 40  逓腿  出払望迫  105．500  玉垣．英独  出道．旦！迫  剋迫  

41～ 50  皇宣．呈！迎  羞迫』坦  84．500  83．300  82．1DD  80，900  41～ 50  鉱遡  j迫遥！迎  84，500  迅  83．300  重盗』迎  

51～ 60  む遡  旦臥】＿！迫  78．400  77．300  76．100  75．000  51－ 60  鮎遡   二迫遡迫  78，400  ユ王▲星鎚  77．300  韮遡  

61～ 70  迎』迎   ！迫遡迫  67，300  66．300  j迫』迫   64，400  61～ 70  j迫遡迎   旦邑遜迫  67，300  旦旦旦！辿  66．300  旦亘▲邑！迎  

71－ 80  日』迎  j泣．呈！迫  59，000  58．100  57．300  56．400  71′・■ 80  旦1．韮坦  塑且！迫  59．000  辿  5乳100  長江』迫  

81～・90  塾遡  羞迫遡  52．500  51．800  51，000  50．200  81－ 90  虫遡  羞迫』迎  5乙500  旦≧上題  51．800  旦1』迎  

91～100  ！迫』迫  坐』迎  47．400  46．700  46，000  45，300  91～100  坐』迫  壁』迫  47．400  ∠旺旦！担  46．700  坐遡  

その他  
定員地域区分 8／100  

7／100  6／－00  亘∠遇  3／100 その他  

20名以下  196，400  191．800  20名以下  鎚坦  蓑辺丘！迫  201，000  ユ旦豊丘鎚  196．400  191．800  

21～ 30  131，200  ユ呈旦丘！迫  21～ 30  136．300  遇遥！迫  134．300  ぷ迫▲退色  131．200  週旦』迎  

31〈■ 40  9臥800  96．300  31－・40  102．400  ユ旦1』迎  100．900  吏迫遇  98．600  96，300  

41～ 50  了9．000  77．200  41～ 50  82．100  鮎遡  80．900  旦姐迫  79．000  77，200  

51～ 60  73．200  71，500  51～ 60  78．100  三豊丘！迎  75．000   ．辿』迫  73．200  71．500  

61～ 70  62．900  61．400  61～ 70  堕遡  j迫且凶  64．400  旦旦且！辿  62．900  61．400  

71～ 80  55，100  53．800  71～ 80  57．300  並遡迫  56．400  旦旦』辿  55．100  53．800  

81～・90  49．100  坐良！坦  81～ 90  51．000  j迫丘！迫  50．200  亜』辿  49．100  裏』辿  

g†～100 44．300 43．200  91～100 48．000 二堕遡 45，300 4宣』迎 44．300 43，200  

I ！ l  I t  I 】  

■■l  

■▲L－j専一・・・  
■■■一 一  ヽ■■・■■－  
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新  旧  

1区分   2 種目  3  基  準  額  4対象経費  5 負担  1区分   2種目  3  基  準  額   4対象経費   5負担  

（補助）率  （補助）率  

表  2  指導員1人当たり加算限度額  表  2  指導員1人当たり加算限度額  

（単位：円）  （単位：円）  

定員地域区分 ユ旦∠遇15／10012／－0010／100  
8／100  6／100  定員地域区分17′10014／10012／100 ＝／－0010／－00 9／100  

20名以下  呈亘』迎  ⊇且旦迎  蝕200  23，800  23，400  23，100  20名以下  呈皇．呈凶   坐遡   24，200   週   23．800   呈迎  
21～・30  適遡  遁遡   16．100   15．900   15．600  15．400  21～ 30  j且旦堕  ユ旦A堕   16．100  遁』迫   15，900   1皇LZ旦9  

31～ 40  ユ呈ヱ些  1≧止担   12，100   11．900   11．700   11．500  31～ 40  1≧遡  二は』迎   12．100  ＿追』迎   11．900  山遡  
41～ 50  二坦遇  ＆旦旦9  9，700  9．500  9．400  9．200  41～ 50  ．辿』迫  旦長辺  9．700  且堅坦  9－500  旦A！辿  

51～ 60  姐迫  姐迎  8．100  7，900  7．800  7．700  51～ 60  旦』辿  旦遡  8，100  ＆些坦  7．900  遇  
61～ 70  工≧旦9  ヱ▲遇  6．900  6．800  8，700  6，600  61～ 70  迅迫  ヱ』辿  6．900  姐迫  6．800  旦ヱ！迎  

71～ 80  週迎  邑圭一迎  6．100  6，000  5．900  5．800  71～ 80  通  過  6．100  旦必迫  6，000  旦且匹  
81～ 90  姐迎  見越  5－400  5．300  5．200  5，100  81～ 90  旦丘些  通過  5．400  迎  5，300  旦迎  
91～100  旦Ll旦9  量遇  4．800  4，800  4，700  4．600  91～100  皇』迎  姐迎  4．800  旦遜迫  4．800  旦LZ旦9  

定員地域区分 3／100 その他  定員地域区分 8／100  
7／－00  6／100  出迫  3／100 その他  

20名以下  22．500  21．900  20名以下  23．400  墨遡  23．000  呈之遡辿  22．500  21．900  

21～ 30  15．000  14．600  21～ 30  15．600  適』迎   15，400  運上担   15．000   14，600  

31′｝ 40  11．200  10，900  31～ 40  11．700  山▲亘旦9   11．500  山止担   11．200   10，900  
41～ 50  9．000  8，800  41～ 50  9，400  姐迫  9．200  旦』迎  9．000  8．800  
51～ 60  7．500  7．300  51～ 60  7．800  1む迎  7．700  遇  7．500  7．300  
61～ 70  6．400  6．300  61～ 70  6，700  旦遡  6．600  且堅迫  6．400  6．300  
71～ 80  5．600  5，500  71′〉 80  5．900  亘且！辿  5．800  迅坦  5．600  5－500  
81～ 90  5．000  4．900  81～ 90  5，200  包茎坦  5．100  亘』迎  5．000  4．900  
91～100 4．500 4，400  91～100 4．700 迎 4．600 4』迫 4．500 4．400  

I I 
I l  

I I 
I l  
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新  旧  

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率  （補助）率  

（注）1「地域区分」の適用範囲については、次  （注）1r地域区分」の適用範囲については、次  

によるものとする。  によるものとする。  

（1）「遁△匹」とは、一般職の職員の給与に  （1）「17／100」とは、一般職の職員の給与に  

関する法律（昭和25年法律第95号）第11  関する法律（昭和25年法律第95号）第11  

条の3の規定に基づく人事院規則（以下「人  条の3の規定に基づく人事院規則（以下「人  

事院規則」という。）9－49別表（以下「別  亨院規則」という。）9－49坦剋別表（以下  

表」という。）第上の支給割合が一級地とさ  ⊥艶剋別表」という。）第旦の支給割合が  

れている地域とする。  17／100とされている地域とする。  

（2）「主互生旦旦」とは、人事院規則別表第⊥の支  （2）「14／100」とは、人事院規則坦剋別表第  

給割合が三盤塑とされている地域とする。  旦の支給割合が迎とされている地域と  

（3）「12／100」とは、人事院規則別表第上の支  する。  

給割合が三級地とされている地域及び東久留  （3）「12／100」とは、人事院規則坦剋別表第  

米市とする。  且の支給割合が12／100とされている地域と  

する。  

（削除）  上迫rll／100」とは、人事院規則附則別表第  

2の支給割合が11／100とされている地域と  

土皇L  

（旦）rlO／100」とは、人事院規則別表第1及び  （亘）「10／100」とは、人事院規則附則別表第  

附則別表第1の支給割合が旦昼型とされてい  旦の支給割合が通過とされている地域及  

る地域及び習志野市、八千代市、′ト金井市、  び習志野市、八千代市、小金井市、東久留  

綾瀬市、座間市、逗子市、摂津市」組 米市、逗子市、摂津市とする。  

広島県府中町とする。  也「9／100」とは、人事院規則附則別表第  

（削塵L  2の支給割合が9／100とされている地域及  

び綾瀬市、座間市とするh  

（ヱ）「8／100」とは、人事院規則附則別表第  

（旦）「8／100」とは、東大和市、松原市とする。  2の支給割合が8／100とされている地域及  

び大東市とする。  

」艶匪L  （8）r7／ヱ00」とは、東大和市、松原市とする。  

（旦）r6／100」とは、人事院規則別表第1及び  （旦）「6／100」とは、人事院規則附則別表第  

附則別表第上の支給割合が基盤塾とされてい  旦の支給割合が処史とされている地域及び  
る地域及び狭山市、新座市、鳩ヶ谷市、富士  狭山市、新座市、鳩ヶ谷市、富士見市、ふ  

見市、ふじみ野市、埼玉県三芳町、蕨市、塵：  じみ野市、埼玉県三芳町、蕨市、大阪狭山市、  

勢原市、神奈川県寒川町、大阪狭山市、大阪  大阪府忠岡町、川西市とする。  

府忠岡町、川西市とする。  

p叩  

塾  
一＿ ＿＿・．  一コーチ・一恵・‥．  －－一  ＿i。＿・∵－＿ ．．＿ご・  ト   一－■エ し ．  ∴＿ ■－ 無事ヒナ  ．▲J欒＝ 彗▲ ナ十 一   ◆∀申■■せチ   一 一，r  



新  旧  

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率  （補助）率  

（削除）  （10）「5／100」とは、人事院規則附則別表第  

2の支給割合が5／100とされている地域及び  

伊勢原市、神奈川県寒川町とする。  

（ヱ）「3／100」とは、人事院規則別表第1及び  （艮）「3／100」とは、人事院規則附則別表第  

附則別表第⊥の支給割合が六級地とされてい  旦の支給割合が3／100とされている地域及び  

る地域及び長岡京市とする。  長岡京市、広島県府中町とする。  

（遁）「その他」とは、（1）から（足）以外の地  

（旦）「その他」とは、（1）から（ヱ）以外の地域  域とする。  

域とする。  

2取扱定員は、別に定める施設別定見とする。  

2取扱定員は、別に定める施設別定員とする。  

2寒冷地手当  2寒冷地手当  

国家公務員の寒冷地手当に関する法律及び同支  国家公務員の寒冷地手当に関する法律及び同文  

給規則に定める支給地域に所在する婦人相談所－  給規則に定める支給地域に所在する婦人相談所一  

時保護所に勤務する職員に対して支給されるもの  時保護所に勤務する職員に対して支給されるもの  

で、毎年10月31日現在の現員に対し都道府県  で、毎年10月31日現在の現員に対し都道府県  

条例の定めるところにより支給した額の合算額と  条例の定めるところにより支給した額の合算額と  

次の寒冷地手当算定方式により算定した額とを比  次の寒吟地手当算定方式により算定した額とを比  

較して少ない方の額とする。  較して少ない方の額とする。  

－
N
N
川
T
 
 
 



新  旧  

1区分 2種目  3  基  準  額  5 負担  1区分 2種目  3  基  準  額  4 対象経費   5 負担  
（補助）率  （補助）率  

寒冷地手当算定方式  寒冷地手当算定方式  

寒冷地に所在する施設  （1）旧寒冷地に所在する施設（蘭寒冷地に所在する施設を除く）  
（D経費の種類ごとに単価に負数を乗じた額の合計額  

次表の単価に員数を乗じて算定された額  

単  価  負  数  ②①で算出された合計額から1人あたり130，000円を引いた額（0円以下となる場合は、0円とする。）  

経費の種類  単   価  員 数  
1級地  2級地  3級地  4級地  

（1）定額 旧5級地旧4級地旧3級地旧2級地旧1級地  
円  円  円  円  円  円  円  円  円  

ア131．900116，800112．700  89，000 世帯主の員数  ア163．700129．60097，80067，50039，600世帯主（扶養親族3人以  

51，000 準世帯主の負数  
上）の員数  

イ 72，900  65，300  軋300  
イ136500108000815005630033000世帯主（扶養親族1人ま  

ウ51，700  44，000  43，000  36，800 非世帯主の員数  たは2人）の員数  

ウ82，90065，00049，10033，60019，800準世帯主（扶養親族なし）  
注「寒冷地」とは、国家公務員の寒冷地手当に関する法律（昭和24年法律第200号）第1粂第1号及び第2号に  の負数  

定める地域をいう。  エ59，20045，80034，20023．30014，200非世帯主の員数  

（備考）1「世帯主」とは、扶養親族を有する職員で主としてその収入によって世帯の生計を支えて  
（2）加算額 北海道  

いるものをいい、「準世帯主」とは、扶養親族を有しないが居住のため一戸を構え又は下宿、  ァ£慧円芸，言語円去≡票円 世帯主の員数  
寮等において独立世帯を形成しているものをいい、「非世帯主」とは、世帯主及び準世帯主  

イ44，30034．40025，700 準世帯主の員数  
以外のものをいう。  

ウ22，20017，2001乙900 
2「世帯主」には、寒冷地手当支給対象地域外に居住する扶養親族のある職員であって、  

非世帯主の員数  

その扶養親族と同居しておらず、かつ扶養親族が居住する住居と寒冷地手当支給対象地城  
北海道以外の地域  

との最短距離が60キロメートル以上であるものは含まないものとする。  
旧円旧ミ芸円  

ァ 世帯主の員数  

イ11，000 5，500  準世帯主の員数  

ウ5．500 2，700  非世帯主の員数  

注l「旧寒冷地」とは、一一般職の職員の給与に関する法律等の一郎を改正する法律（平成16年法挿軌36号）の施行（平成  
18年10月罰日）前の国家公務員の寒冷地手当に関する法律第1粂に定める地域のうち、新寒冷地を除く地域をいう。  

（2）塵寒冷地に所在する施設  
次表の単価に員数を乗じて算定された額   

単 価  員数  

酎故地占あ2級地円盤3故地円盤4故地円 
ア131，900116，800112，700 89．000  世帯主の員数   

イ72，900 65．300 64，300 51．000 準世帯主の員数  

ウ51，700 44．000 43，000 36，800 非世帯主の員数  
江2 

「塵姉地」とは、国家公粕の寒冷地手当に断る榊（昭和2咋法律第20岬）熟柿1号及び第2秋定める  
地域をいう。  

（備考）1「世帯主」とは、扶養親族を有する職員で主としてその収入によって世帯の生計を支えているものをい  
い、「準世帯主」とは、扶養親族を有しないが居住のため一戸を捕え又は下宿、寮等において独立世帯を  
形成しているものをいい、「非世常主」とは、世帯主及び準世帯主以外のものをいう。  

2「世帯主」には、寒冷地手当支給対象地域外に居住する扶養親族のある職員であって、その扶養親族と  
同居しておらず、かつ扶養親族が居住する住居と寒冷地手当支給対縁地域との最短距雌が60キロメート  
ル以上であるものは含まないものとする。  
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新   旧   

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

略  （補助）率  

3夜間警備体制強化加算  

警備員を尾上げ又は委託契約等に基づき警備員  

を配置若しくは機械設備を利用し、夜間警備体制  

の強化を図る場合次の算式によって算定した額。  

ただし、警備員を配置する場合は1施設2名ま  

で、機械設備のみの場合は1施設1式までとし、  

警備員と機械設備を併用する場合はどちらか一方  

を本加算の対象とする。  

（宿直職員が配置されており、夜間における入所  

者への処遇が適切に行える職員体制になっている  

場合に限る。なお、夜間に警備員のみとなる施設  

は、本加算の対象としない。）  

（算式）施設定員×夜間警備体制強化加算分保護  

単価×警備員数（又は機械設備1式数）  

夜間警備体制強化加算分保護単価（月額）  

定員単価（円）  

20名以下 8，090  

21～30 5，390  

31′－40 4，040  

41～50 3，230  

51～60 2．690  

61～70 2，310  

71～80 2，020  

81～90 1，790  

91・～100 1，610  

（注）婦人相談所の終業時間から翌日の始業時間  

までの間12時間以上警備員を1名配置する場合  

には本加算分保護単価に2を乗じた単価を加算す  

るものとする。  
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新  旧  

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5 負担  1区分 2種目  3  基  準  額  4対象経費  5 負担  

（補助）率  （補助）率  

4略  4入所者処遇特別加算  

高齢者等を非常勤職員として雇用している施設  

であって、別途定めるところにより、入所者処遇  

特別加算が必要と認定された場合．  

5略  5単身赴任手当加算  

職員のうち単身赴任者が存する施設であって、  

別途定めるところにより、単身赴任手当加算が必  

要と認定された場合。  

6略  6事務用冬期採暖費  

北海道に所在する施設について  

取扱人員×2，210円  

7降灰除去費  7降灰除去費  

活動火山対策特別措置法（昭和48年法律第61  活動火山対策特別措置法（昭和48年法律第61  

号）に基づき、降灰防除地域の指定を受けた地域  号）に基づき、降灰防除地域の指定を受けた地域  

に所在する施設について  に所在する施設について  

1施設当たり年額139－330円  1施設当たり年額138．700円  

8略  8（1）1により算定した事務費について、次の各号  

のいずれかに該当するときは、その事実の生じ  

た日の属する月の翌月から1の方法に準じて事  

務費の額を改定すること。  

ア当苫亥施設の取扱定員に変更を生じたとき。  

イ当該施設の職員に増減を生じたとき。  

ただし、1か月以内における増減を除く。  

（2）算定した事務費の算定基礎等に誤りがあった  

場合は決定の時期にさかのぽって改定するこ  

と。  

9心理療法担当職鼻雇上費加算  9心理療法担当職員雇上費加算  

別途定めるところにより、心理療法担当職員雇  別途定めるところにより、心理療法担当職員雇  

上費加算が必要と認定された場合。  上費加算が必要と認定された場合。  

1施設当たり年額1，794，410円  1施設当たり年額1，794．361円  

j塾k   よ」－ノーせ一・＿⊥主r一  轡ニ■ －  一組・ユ  ー  



新  旧  

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5 負担  1区分 2種目  3  基  準  額  4 対象経費  5 負担  

（補助）率  （補助）率  

10同伴児童対応指導員雇上費加算  10同伴児童対応指導員雇上費加算  

別途定めるところにより、婦人相談所一時保護  別途定めるところにより、婦人相談所一時保護  

所において、主に同伴児童の対応を行う指導員の配  所において、主に同伴児童の対応を行う指導員の配  

置が必要と認定された場合。  置が必要と認定された場合。  

1施設当たり年額  1施設当たり年額  

（1人配置の場合）2，257，770円  （1人配置の場合）2，257．721円  

（2人配置の場合）4，515，540円  （2人配置の場合）4，515．442円  

11略  11一時保護委託費  

配偶者暴力防止法に基づき配偶者から暴力を受  

けた者（以下「暴力被害者」という。）の一時保  

護を委託して行う場合、次により算出された額の  

合算額  

〔14日以内の場合〕  

1暴力被害者分  

（1）暴力被害者  

各月の委託延人数に日額7，650円を乗じた額  

（2）同伴児（者）加算 

暴力被害者が、その家族を同伴する場合には次  

に示す額に各月の委託延人数を乗じた額を加算す  

るものとする。  

同伴児就学前児童 4，450円  

就学児から18歳未満児童2，420円  

同伴者 1，950円  

※1同伴児とは、暴力被害者が同伴する児童（18歳  

未満。）とする。（以下同じ。）  

※2同伴者とは、同伴児以外の親等の家族とする。  

（以下同じ。）  

2同伴児（者）単独分  

暴力被害者と、その同伴する家族を分離し一時  

保護を委託して行う場合は次に示す額に各月の委  

託延人数を乗じた額。  

児童就学前児童 7，540円  

就学児から18歳未満の児童5，510円  
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新   旧   

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

略  （補助）率  

児童以外の者 5，030円  

（注）暴力被害者の一時保護が前提であること。  

（14日を超えた場合も同様。）  

〔14日を超えた場合〕  

1暴力被害者分  

（1）暴力被害者  

各月の委託延人数に日額7，500円を乗じた額  

＼（2）同伴児（者）加算  

暴力被害者が、その家族を同伴する場合には次  

に示す額に各月の委託延人数を乗じた額を加算す  

るものとする。  

同伴児就学前児童 4，450円  

就学児から18歳未満児童2，420円  

同伴者 1，800円  

2同伴児（者）単独分  

暴力被害者と、その同伴する家族を分離し一時  

保護を委託して行う場合は次に示す額に各月の委  

託延人数を乗じた額。  

児童就学前児童 7，540円  

就学児から18歳未満の児童5，510円  

児童以外の者 4，880円  

12人身取引被害者の一時保護委託費  

人身取引被害者の一時保護を委託して行う場合、  

次により算出された額の合算額  

〔14日以内の場合〕  

1人身取引被害者分  

前項〔14日以内の場合〕の1の「暴力被  

害者」を「人身取引被害者」と読み替え、そ  

の基準額を適用する。  

2同伴児（者）単独分  

前項〔14日以内の場合〕の2の「暴力披  

害者」を「人身取引被害者」と読み替え、そ  

ー■  
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新   旧   

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

略  
（補助）率  

の基準額を適用する。  

〔14日を超えた場合〕  

1人身取引被害者分  

前項〔14日を超えた場合〕の1の「暴力  

被害者」を「人身取引被害者」と読み替え、  

その基準額を適用する。  

2同伴児（者）単独分  

前項〔14日を超えた場合〕の2の「暴力  

被害者」を「人身取引被害者」と読み替え、  

その基準額を適用する。  

13売春防止法に基づく要保護女子の一時保護委託費  
別途定めるところにより、売春防止法に基づく要  

保護女子（以下「要保護女子」という。）の一時保  

護を委託して行う場合、次により算出された額の合  

算額  

〔14日以内の場合〕  

1要保護女子分  

前々項〔14日以内の場合〕の1の「暴力被  

害者」を「要保護女子」と読み替え、その基準  

額を適用する。  

2同伴児（者）単独分  

前々項〔14日以内の場合〕の2の「暴力被  

害者」を「要保護女子」と読み替え、その基準  

額を適用する。  

〔14日を超えた場合〕  

1安保護女子分  

前々項〔14日を超えた場合〕の1の「暴力  

被害者」を「要保護女子」と読み替え、その基  

準額を適用する。  

2同伴児（者）単独分  

前々項〔14日を超えた場合〕の2の「暴力  

被害者」を「要保護女子」と読み替え、その基  

準額を適用する。  
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新  旧   

1区分  2種目   3  基  準  額  4対象経費  5負担  
略  

（補助）率  

事業費  次に掲げる額の合算額 婦人相談所一時  
1要保護女子等分 保護所入所者の処  

（1）事業費 遇のために必要な  
各月初日の保護現員（月の中途において退所需用費（食糧費、  

した者を除く。以下「各月当初保護現員」とい光熱水葬、燃料  

う。）に月額54，600円を乗じた額の合算費、消耗品費）、  

狼 扶助費等  
ただし、毎年11月1日からその翌年3月  

31日までの間は、その間の各月当初保護現員  

に次の冬期加算額を乗じて算定した額を加える  

ものとすること。  

冬期加算額  

い区lⅡ区・lⅢ区lⅣ区lv区lⅥ区  

8，90帖1。帖4。机2。糾2，8。机2。和  
（注）地区別区分は、生活保護法による保護基準  

（昭和38年厚生省告示第158号）の別表  
第1附表の区分による婦人相談所の所在地に  
ついて適用するものであること。  

（2）妊産婦加算  

妊産婦については、各月当初保護現員に掲げ  

る区分ごとの妊産婦加算額を乗じて算定した額  

を、前項により算定した事業費に加えるものと  

すること。  

ただし、妊婦については、次に掲げる妊婦の  

額を出産した日の属する月まで加算するものと  

し、産婦については出産した日の属する月の翌  

月から2か月間加算するものとすること。  

妊産婦加算額  

妊婦  
6月未満l6月以上 

産婦  

円 円 円  

9，140 13，8108，490   
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新   旧   

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負捏  

略  （補助）率  

（3）母子加算  

要保護女子等が乳児または幼児を養育しなけ  

ればならない場合はその者の各月初日の在籍戸  

数（月の中途において退所した月を除く。）に  

月額19，380円を、養育しなければならな  

い者が2人の場合は1，560円、3人以上1  

人相すごとにさらに月額770円を加算した額  

を乗じた額を（1）の事業費に加算するものとす  

る。  

ただし、国民年金法（昭和34年法律第14  

1号）の規定による遺族基礎年金の支給を受け  

ている者はこれを除外すること。  

（注）乳児とは、満1才未満の者、幼児とは、  

滞1才以上小学校就学前の者をいうもので  

あること。（以下同じ。）  

（4）期末一時扶助費  

毎年12月初日保護現員×5，070円  

（5）被儒加算  

各月保護人員×月額250円  

2要保護女子等が同伴する乳幼児  

（1）事業費  

ア乳児の各月当初保護現員に月額37，900円  

を乗じた額の合計額。  

イ幼児の各月当初保護現員に月額42，600円  

を乗じた額の合計額。  

ただし、毎年11月1日からその翌年3月  

31日までの間はその間の乳児又は幼児の各  

月当初保護現員に前記1の（1）の冬期加算額  

を乗じて算定した額を加えるものとするこ  

と。  

（2）期末一時扶助費  

毎年12月初日保護現員×5，070円  

（3）被服加算  

各月保護人員×月額250円  
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新   旧   

略  1区分 2種目  3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率  

3事業費の算出にあたり月の途中で保護又は退所  

した者についての事業費（冬期加算を含む。）、妊  

産婦加算及び母子加算の額は次の算式により算定  

した額とする。  

当吉亥月の保護日数  

月額単価×  

30日又は当該月の日数  

4入所者の生活指導のための器具機材費として地  

方厚生（支）局長が必要と認めた額。  
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新   旧   

略  1区分  2種員   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率  

婦人相談  5／10  

所運営費  1婦人相談所活動費  婦人相談所が行う  

負担金   都道府県域内にお  

婦人相談所が行う都道府県域内における要保護女  

子等の移送等を行う事業に要する経費として、地方  

厚生（支）局長が必要と認めた額  めに必要な旅費、  

役務費（通信運搬  

費）  

2外国人婦女子緊急一時保護経費  婦人相談所が行う  

外国人婦女子緊急  

婦人相談所が行う外国人婦女子緊急一時保護事業  

に要する経費として、地方厚生（支）局長が必要と  

認めた額  費、役務費（通信  

運搬費）、通訳雇  

上費、婦人相談所  

で一時保護した人  

身取引被害者の医  

療費（医療機関に  

おける診察、検査、  

治療及び診断書の  

発行等医療に要す  

る費用。ただし、  

他法他制度が利用  

できない場合に限  

る。）  

3広域措置費  婦人相談所が行う  

配偶者からの暴力  

婦人相談所が行う配偶者からの暴力被害女性を他  

の都道府県の婦人相談所等へ移動させるための経費  

として、地方厚生（支）局長が必要と認めた額  所等へ移動させる  

ために必要な旅  

費、需用費（燃料  

費）、役務費（通  

信運搬費）  
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新   旧   

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

略  （補助）率  

4相談・一時保護同伴児童経費  婦人相談所が行う要  

保護女子等に同伴す  

婦人相談所が自ら行う要保護女子等に同伴する児童  

の保育及び学習支援等を行う事業に要する経費  習支援等を行うため  

に必要な備品購入  

当苫亥年度の同伴児童保護延人数に日額180円を  

乗じた額  費）   
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新   旧   

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

略  
（補助）率  

婦人保護  婦人保護施設職  

事業費  1〔区分〕婦人保護事業費負担金  員設置のために必  

補助金  〔種目〕事務費の基準額による。  要な給料、賃金、  

（婦人保  ただし、基準額の「2寒冷地手当」中「都  

言蔓長期収  道府県条例」とあるのは「都道府県条例（法人  

容施設を  の経営する施設にあっては、当該法人の寒冷地  

含む。）   手当の支給に関する規定）」と読み替えること。  

また、基準額の「3夜間警備体制強化加算」  

中「1施設2名」とあるのは「1施設1名」と  

読み替え、「（注）」の部分は除くこと。  繕費）、役務費  

なお、施設入所者に対して特別な処遇を行っ  

ている施設については地方厚生（支）局長がそ  

の都度承認した額。  料等   

2施設機能強化推進費  

施設機能の充実強化を推進している施設であ  

って別途定めるところにより、施設機能強化推  

進費を必要とするものと認定された場合。  

別途加算単価  

3精神科医雇上費  

入院治療の必要はないが精神に障害のある者  

（精神科通院により投薬治療を受けている者及  

び施設内において専門医の処方を受けている者  

（以下「対象者」という））が毎年4月1日現  

在の実入所人員に対して10人以上を占めてい  

る施設に対し、1回当たり単価13，570円  

を限度として年12回の範囲内で加算する。  

対象者が21人を超える施設であるときは、  

次表に定める回数の範囲内でさらに加算する。  

対象者が21人を超える施設への加算回数  

21～30人 
l対象者数l加算回数（年間）l ll12回】 l31人以上l24回l  

－
N
当
－
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1区分 2種目  3  基  準  額  4対象経費 5 負担  1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5 負担  

（補助）率  （補助）率  

4略  4民間施設給与等改善費  

地方公共団体の経営する施設以外の施設（た  

だし、昭和46年7月16日社庶第121号厚  

生省社会局長、児童家庭局長通知にいう社会福  

祉事業団等の経営施設を除く。）であって、別  

途定めるところにより、民間施設給与等改善費  

の加算を必要とするものと認定された場合。  

事務費基準額×別途定めるところにより決定さ  

れた加算率  

5心理療法担当職員雇上費加算  5心理療法担当職員雇上費加算  
別途定めるところにより、心理療法担当職具  別途定めるところにより、心理療法担当職員  

加算が必要と認定された場合。  加算が必要と認定された場合。  

（1）常勤職員  （1）常勤職員  
「施設事務費算定基準」によって算定された額  「施設事務費算定基準」によって算定された額  

（心理療法担当職具に係る経費の種類ごとにそれぞ  （心理療法担当職員に係る経費の種類ごとにそれぞ  
れの単価に員数を乗じて得た額の合算額）を当該取扱  れの単価に員数を乗じて得た額の合算額）を当該取扱  
定員に12を乗じた数によって除した額（円未満切捨）  定員に12を乗じた数によって除した額（円未満切捨）  
と表3「心理療法担当職員卿算限度額」とを比較して  と表3「心理療法担当職具加算限度額」とを比較して  
いずれか少ない方の額に取扱定員と12を乗じて得た  いずれか少ない方の額に取扱定員と12を乗じて得た  
額とする。  額とする。  
（2）常勤的非常勤職長  （2）常勤的非常勤職員  
1施設当たり年額2，976．343円  1施設当たり年額2．975．406円  

（3）非常勤職員  （3）非常勤職員  
1施設当たり年額1▲712．090円  1施設当たり年額1．712．041円  

iイォ丁土－一塩£3。■．－ニニ土＿⊥√▼一 句；＿【⊥i冠ユコ；か －－モ   
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1区分  2 種目  3  基  準  額  4 対象経費  5 負担  1区分  2 種目  3  基  準  額  4 対象経費  5 負担  

（補助）率  （補助）率  

表  3  心理療法担当職員加算限度額  表  3  心理療法担当職鼻加算限度額  

（単位：円）  （単位：円）  

定員地域区分 出払建立■ユ立n匹12／10010／100  
8／100  6／－00  定員地域区分 皿迫14／10012／100 ＝／－00 －0／100 9／100  

20名以下  呈生且！辿  坐遡  23．800  呈迎  23－100  22．700  20名以下  坐遡  鮎坦  23，800  呈呈』迫   ；迫』迎  呈⊇⊥旦匹  

21～ 30  ＿退避迫  ＿追』迫  15．900  15．600  15．400  15，200  21′・■ 30  ⊥亘』迎  ⊥巨』迎  15．900  1塁ユ！坦  15．600  ユ且皇⊆坦  

31～ 40  ユ且裏迫  週』迎   11．900  11．700  11．500  11，400  31～ 40  ユ皇道旦9  二蛙』迎   11．900  1⊥旦匹   11．700  山止！迫  

41～ 50  週』迎  腿  9．500  9．400  9，200  9．100  41～ 50  姐坦  旦ヱ⊆坦  9．500  皇遡  9．400  迎  
51～ 60  旦丘！担  ＆山辺  7，900  7．800  7．700  7，600  51～ 60  豊丘！迫  軋封迎  7．900  ヱ遡  7．800  ユ堅坦  

61～ 70  三通  遇  6．800  6．700  6．800  6．500  61～ 70  1日担  旦」鮎迫  6．800  良二乙匹  6．700  且旦〔坦  

71～ 80  旦必迫  旦』迎  6．000  5．900  5．800  5，700  71～ 80  姐辺  見旦！迎 ●  6，000  旦堅坦  5．900  互旦！迎  

81～ 90  旦堅坦  む坦9  5，300  5．200  5，100  5．100  81～ 90  姐辿  屋』迫  5，300  旦迎  5．200  旦迎  

91～100  迎  姐迎  4．800  4．700  4．600  4．500  91～100  島越  迎  4．800  生迎  4．700  4．700  

その他  迅迫  6／100  払⊆坦  3／100  その他  

20名以下  22．200  21．700  20名以下  23．100  望』迫  22．700  塑遡  2乙200  21．700  

21～ 30  14，800  14，400  21～ 30  15，400  適▲迎   15．200  ユ且旦坦   14．800   14．400  

31～ 40  11．100  10．800  31～ 40  11．500   －ユ⊥巨旦9   11，400  山．迎9   11．100   10，800  

41～ 50  8．900  8．700  41～ 50  9．200  鮎墜坦  9．100  旦．型9  8．900  8，700  

51～ 60  7，400  7．200  51～ 60  7，700  迎  7．600  ム亘旦9  7．400  7．200  

61～ 70  6．300  6．200  61～ 70  6．600  卓▲鮎坦  6．500  旦堅坦  6．300  6．200  

71～ 80  5．500  5．400  71～ 80  5．800  迎  5，700  亘』迫  5，500  5．400  

81～ 90  4．900  4．800  81～ 90  5，100  皇」1上迫  5．100  旦遡  4．900  4，800  

91～100 4．400 4．300  91～100 4，600 姐迫 4．500 4且迫 4，400 4，300  

I I l 

l  1 I I l  

－
N
諾
－
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1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経扁  5負担  1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率  （補助）率  

6同伴児童対応指導員雇上費加算  6同伴児童対応指導員雇上費加算  

別途定めるところにより、婦人保護施設において、  別途定めるところにより、婦人保護施設において、  

主に同伴児童の対応を行う指導員の配置が必要と認  主に同伴児童の対応を行う指導員の配置が必要と認  

定された場合。  定された場合。  

1施設当たり年額  1施設当たり年額  

（1人配置の場合）2．257．770円  （1人配置の場合）2，257，721円  

（2人配置の場合）4．515，540円  （2人配置の場合）4，515．442円  

ヱ人身取引被害者支援のための通訳者及びケース  

ワーカー雇上費加算  

別途定めるところにより、婦人保護施設において、  

人身取引被害者の対応を行う通訳者及びケースワー  

カーを雇い上げた場合、各月雇い上げた日数と以下  

の日額単価を乗じて得た額とする。  

（1）通訳者  

1施設当たり日額 10，790円  

（2）ケースワーカー  

1施設当たり日額 7．180円  

Ⅱ略  Ⅱ婦人保護長期収容施設  

（1）施設事務費は収容委託者各月の現員数に1人  

月額基準額78，100円を乗じて得た額とする。  

（2）施設機能強化推進費は、前項Ⅰ婦人保護施設  

の2施設機能強化推進費の取扱いによる。  

（3）民間施設給与等改善費は、前項Ⅰ婦人保護施  

設の4民間施設給与等改善費の算定による。  

（4）下記の都道府県にあっては、次に掲げる定数  

を基礎に算定する。  

北海道 7人  

東京都 40人  

神奈川県 10人  

愛知県 5人  

大阪府 5人  

兵庫県 7人  

福岡県 5人  

（注）別表に示す「施設事務費算定基準」は婦人  

保護長期収容施設に適用しない。  

▲」纂－h■■ヒー．止   ▲  ▲▲  ▲  
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1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5 負担  1区分 2種目  3  基  準  額  4 対象経費  5 負担  

（補助）率  （補助）率  

事業費  1略  事業費  1〔区分〕婦人保護事業費負担金  婦人保護施設入  

〔種目〕事業費の基準額（4を除く）による。  所者の処遇のため  

ただし、基準額中「婦人相談所」とあるのは、  に必要な需用費  

「婦人保護施設」と読み替えること。  （食糧費、光熱水  

なお、被服加算については、各月初日現員×月  

額250円とする。  晶費）、備品購入  

費、扶助費、委託  

2略  2社会適応訓練費  料等  

各月初日保護現員×月額330円  

3略  3入所者の生活指導、職業訓練のための器具、機  

材発として、地方厚生（支）局長が必要と認めた額。  

4略  4同伴児童経費  婦人保護施設が行  

同伴児童対応指導員を配置する婦人保護施設が  

行う要保護女子等に同伴する児童の保育及び学習  

支援等に要する経費  育及び学習支援等  

当該年度の同伴児童保護延人数に日額180円  

を乗じた額  な備品購入費、需  

用費（消耗品費）   

旦人身取引被害者支援のための医療費  婦人保護施設  

人身取引被害者が診察、治療等の医療を受ける  

ために要する経費  身取引被害者  

の医療費（医  

療機関におけ  

る診察、検査、  

治療及び診断  

書の発行等医  

療に要する費  

用。ただし、  

他法他制度が  

利用できない  

場合に限る（）  

ー
N
竺
－
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（別表）  

略  施設 

経費の  

経費の区分   単  価   負   数  

種類  

人件費  （1）給  与  毎年4月1日現在（以下「4月当初現在」と  

いう。）の職員の現員を基礎として算定する。  

ア．都道府県及び市が経営する施設にあっては、  

4月当初現在の職鼻の現員の本俸、特殊業務  

手当（主任指導員及び指導員については、別に  

定める額を限度とし、看護師については、1人  

月額2，500円を限度とする。）、地域手当  

（毎年度の4月中に給与の改定を行うことが  

明らかな場合は、その本俸、特殊業務手当及び  

地域手当をもって4月当初現在のそれぞれの額と  

みなす。）及び扶養手当の合算額と次に示す  

職員の職種別の本俸、特殊業務手当、地域手当  

及び扶養手当の合算額とを比較していずれか  

少ない方の額とする。   

もJ一－－コ⊇【ノ；、べ；＝rT∵㌔「－㌧－ノニ● 一「乙】【．ノ＿   
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（別表）  （別表）   

施 設 事 務 費 算 定 基 準  施 設 事 務 費 算 定 基 準  

経費の  経費の  

経費の区分   単  価   負   数  経費の区分   単  価   員   数  

種類  種類  

地域手当（合計X各項  
地域手当（含肘x各％）  

桐別   榊 芋殊弄苦匝紳当 帥 ⊥址皿通過 t2／・0…0欄 8欄 6欄 3川  …別   榊 掌煉業苦扶養手当 含Ⅰ†皿皿出ム皿・2ハ。0山∠皿 －0川 里∠迅 …0 ヱ∠遇 …0 払出 3川  
▲    8    C8＝（1鴫◆C）  【   F    G    H   】  J   K  ▲    8    CO＝（小8◆C）   E    F    G    H   J   J   八    し   l   Ⅳ    0  

福2－29  樽2－Z9  
施設長  21い00  け柑3 259．58ユ d且ユ追     3LISO 25．958 之0．†67Ⅰ5．575 7．†87  施政長  24Ll即  一っ．川封持乳引甘11」公 ユL封ヱ 3t．】50 乙L址ま 25．958 ヱLユ鉱 20．丁67 1ulL 柑．5751L旺8 丁．丁8丁  

（50名以下）  （50名以下）  

禰4－l  擢トt  
施設長  271．仰0  1い83 28t5き3 軋．ヱ益 jムj妃 34．1S0 28．458 22．丁671†．075 8．5m  縫拉曇  2丁い00  1い83 284．503 止血 迫皿 軋t50 山．＿迎A 祁．158 ヱL且u Z2．一郎 止止Zl】7．0丁5 止．ヱ祖 8．5抑  

（51名以上）  （51毛以上）  

行，   行一  
200・購   は柑…＝3迎・皿乱皿25・58之2t・＝17・05＝2・70－ 6・395  肌。00   町832t川姐ヱ山Z且劇25・582礼』2L…心血・7・055止皿即。1鮎j迫 川5  

縞 22＝00ーー・7∞…3250・48ユ迫皿皿皿犯05825・04馴犯03＝S・0297・5t4  朋【玖‖7押・川25。牒妃皿姐30・。S8止血25・。・…乙皿2川9⊥L弘一5・82。⊥乙皿丁・51一  
舶Å  縞 

橿 219・2抑－－・7∞・川24川〇まL昆並皿之9・2902用－9・527，川5－・322  員 219朋‖・7抑…別2什。8コ払出AM29・矧利之山岨”2ト…＝乙U弧＝＝・S27止血・川5止皿7・322  

兵  筐29 医2g 228・2∞2・ら叩・川2…31」出払皿Z9・386巷皿2川8払皿一川t止皿廿…比出Ⅷ与  229・之。02・5∞肘832叫・883嵐山避皿2川6ヱ川＝9・”‖一H・6937・346  
医9 医9 柑…00 ー3・18320川3迫皿皿皿礼・叩姐2。欄止皿t膵丁止亜・2・Z－S止血…2  

風洞 1川ユ之叫083迫適軋揖2川020・…I6・327ほ・2‘56・－22  
行 

行 t馴00 t…3‖川3迎」皿姐2L…1旦・亜，7・…⊥u皿1＝柑止J迫川・一っ91止姐5・369  

一馴00 ー3・t83t7川3ユL揖ヱ出足2ト…－7・…－仰－¢・739川9  
祐2－5  心理療法担当kÅ205・脚1t・7001い83230・613辿ユ迅ユL餌27・朗2ZL辺2川8祖ユ軋1川5止⊥盛り・別‖」山且払18・920   

楕忘忘舶舶舶ZO5・800＝・70…3・】83230・88ユ址超過止奴ZⅧZ23・06引1摘5－3・川棚○   

合什■（合l十＋地域手錨）  

合計欄（含肘＋地域手当）  I＝l別1王ム皿山山皿】2ハ00】l／10010ハ009ハ桐¢ハ00丁ハ∞6／l∞5ハ00コ／l00lその他  
耶l別   1旦∠1拉 止血皿1ぴ】∞lOハ川 8ハ∞ 6／100 3ハ00 その他  8十【 ○◆F  D＋8  D用  D◆I D◆J D◆K  いし  …  州  D十O  J  

D◆E   O◆F   D十8   0◆H   D◆】  D◆J  D◆ポ  結2－2g  

施設長  迎1．山ヱM2gO一っユ28813丁2855引282糾52拍3三相2TT乃4之丁5柑82丁256之26丁370259583  
橿2－29  

ユ姓J辿 ヱ皇旦j皿 290．733 Z85．54t 280．350 275．158 之67．370 259．583  
（50名以下）  施旺長  

（50名以下）  
甘ト】  
縫紋長  11乙一豊丘三 組 8柑．丁33 315．887 ユ】れOr‖コ10．柑5 コOT．35¢ ユ別．5（川コ別．‘58 298．8】ヱ 283．120 2別．58ユ  

はJ－t  （51名以上）  

托拉暴  追L旦鎚迫1．ヱ迎3柑．733〇13．糾l〇0†．350301．65829コ．】20284．583  
（5ユ名以上）  

行9  日上皿出L山肌丁8523川3机5…32朋2〇＝J8228・・0…2＝丁…2川22t8・5丁82】＝コ  

行9  益」題M2鋸6523▲∬230・23822川…9・57…川  樽 ⊆ご冊■  出迎L軋2軋5“Z78■03。275㈲2－川¢2礼52Z2榊7265・5t22…丁257・緋250・…  

檀 出呈皿M280・5“275・5ユ1270・52ZZ65・5t2Z57・99一肌483  椙 
胴見  員  M礼遇～7描Z7川228川12…02馴‖02…6。258・丁28断抑臥・052小囲  

欄 出血出払山並273・37326＝”ヱ¢川0258・丁2825川52札083  旺2，   
員  狙山山裾2692什828即丁一之椚2226川26Z・025259・57625日－252・229Z44・883  
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新   旧   

経費の  

略  

経費の区分   単  価   異   数  

種類  

イ．法人が経営する施設にあっては、4月当初  

現在の職員の本俸、特殊業務手当（主任指導員  

及び指導員については別に定める額を限度とし、  

看護師については、1人月額2，500円を  

限度とする。）、地域手当（毎年度の4月中に給  

与の改定を行うことが明らかな場合は、その本  

俸、特殊業務手当及び地域手当をもって4月当  

初現在のそれぞれの額とみなす。）及び扶養手当  

の合算額とする。  

（2）期末勤勉手当  

なった4月当初現在の職員の期末勤勉手当加算額  

の合算額とする。  

（3）管理職手当  

本俸×12  

（4）管理職員特別  

勤務手当  

休日の勤務をした場合  

勤務1回につき6，000円  

（5）超過勤務手当  

特殊業務手当（1人月額2，500円の加算額を  

除く。）及び地域手当の額の合算額（施設長の本俸  

及び地域手当の額を除く。）×12  

（6）住居手当  

職員の住居手当の月額  

（7）通勤手当  

職員について算定した手当月額   

‘－〔 
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新  旧  

経費の  経費の  

経費の区分   単  価   員   数  経費の区分   単  価   員   数  
種類  種類  

（8）略  （8）非常勤調理員  年額1．596，000円  

等  

（9）略  （9）非棚隊員等  年額 74，480円  

年憫  

（10）略  （10）欄費  年額 118，400円  

礎となった指導員及び  

看護師数  

（11）略  （11）訝理貝等年休  年額 106，400円  

代替要員費  礎となった調理員等  

（12）略   （12）看護代替経費  年額 1，950円   

厚生年金保険、健康保険及び雇用保険労働者  12  （13）社会保険料  厚生年金保険、健康保険及び雇用保険労働者  12  

事業主負担金  事業主負担金  

4月当初現在職員現員の給与に見合う所定の月額  4月当初現在職員現員の給与に見合う所定の月額  

の合算額又は給与の算定基礎額の欄において算定  の合算額又は給与の算定基礎額の欄において算定  
した給与に0．17970を乗じて得た額  した給与に0．17920を乗じて得た額  

（14）略   （14）嘱託医手当   12  

（15）宿直業務改善費  1  （15）宿直業務改善斉   1施設年額 2，460．500円  1  

管理費  管理費  費  5，580円  

礎となった職員のう  

ち、調理員等を除いた  

職員数  

（17）略  （17）庁 費  57，120円   
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新  旧  

経費の  経費の  

種類   経費の区分   単  価   負  数  種類  経費の区分   単  価   員   数  

（18）略  （18）特別管理費  842，100円  

51人以上の施設年額 785．400円  

（19）略  （19）職員研修費  1，950円  

礎となった職員のう  

ち、調理員等を除いた  

職員数  

（20）略  （20）被服手当  630円  

礎となった調理員等  

（21）職員健康管理費  5，740円  （21）  且」且旦且円  

礎となった職員数  礎となった職員数  

（22）略  （22）各所修繕費  1rd当たり379円  

（1d未満切捨）  

ただし、一時保護所の  

場合婦人相談所との兼  

用部分については、そ  

の主たる用途によって  

按分された延面積  

（23）略  （23）入所者保健  3，150円  

衛生費  

（24）略  （24）業務省力化等  299，985円  
勤務条件改憲賛  礎となった指導員及び  

看護師数  

調理員年額 290，472円  
礎となった調理員数  

（25）蓬遺草警暴  
年額 旦」ヱ4』 

（25）蓬義挙讐暴  
年額 旦」jj』円  

（26）略  （26）苦情解決対策  年額 25，326円   

経費   

ー
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新   旧   

略  経費の  

経費の区分   単  価   員   数  

種類  

（27）調理業務外   調理業務の全部を委託する場合は、その委託料  

部委託費  （事務費相当）の月額   
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児童家庭支援センターの設置運営についての一部改正新旧対照表（案）  

新   旧   

平成10年5月18日   平成10年5月18日   
児発第 3 9 7 号   児発第 3 9 7 号   

【一部改正】平成18年4月 3日雇児発第0403013号   【一部改正】平成18年4月 3日雇児発第0403013号   
【一部改正】平成21年3月31日雇児発第0331012号  【一部改正】平成21年3月31日雇児発第0331012号  
【一部改正】平成22年○月○日雇児発第 ○■号  

都道府県知 事   都道府県知事  
各 指 定都市市長 殿   各  殿   

児童相談所設置市市長   措定都市市長  

厚生省児童家庭局長   厚生省児童家庭局長   

児童家庭支援センターの設置運営隻について  児童家庭支援センターの設置運営について  

児童福祉の向上については、かねてから特段のご配慮を煩わしているところであ       児童福祉の向上については、かねてから特段のご配慮を煩わしているところであ   
るが、児童福祉法等の一部を改正する法律（平成9年法律第74号）により、新た  るが、児童福祉法等の一部を改正する法律（平成9年法律第74号）により、新た   
に児童家庭支援センターが創設されることとなった。当該施設における設備及び運  に児童家庭支援センターが創設されることとなった。当該施設における設備及び運   
営に関する基準は、児童福祉施設最低基準（昭和23年厚生省令第63号）によるほ  営に関する基準は、児童福祉施設最低基準（昭和23年厚生省令第63号）によるほ   
か、別紙⊥のとおり「児童家庭支援センター設置運営要綱」を定めたので、その適  か、別紙のとおり「児童家庭支援センター設置運営要綱」を定めたので、その適正   
正かつ円滑な運営を図られたく通知する。  かつ円滑な運営を図られたく通知する。   

また、児童に関する家庭その他からの相談のうち、特・に施設を退所した者等につ  
いて、生活、就業に関して相談できる体制を整備するとともに、退所者等の自助グ  
ループにおいて意見交換や情報交換を行う場の提供等を行う事業を新たに退所児童  
等アフターケア事業と定め、別紙2のとおり「退所児童等アフターケア事業実施要  
綱」と定め、平成22年4月1日から実施することとしたので、その適正かつ、円  
滑な実施を期せられたく通知する。  

なお、この通知は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第245条の4第1   
項の規定に基づく技術的な助言である。  

おって平成20年4月1日雇児発第0401010号「地域生活・自立支援事業（モデル   
事業）の実施について」は平成22年3月31日限りで廃止する。  

■鋼  
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児童家庭支援センター設置運営要綱  児童家庭支援センター設置運営要綱   

1～9   

（略）  

（別紙2）  

退所児童等アフターケア事業実施要綱  

1 目的  
児童養護施設退所者等は、地域社≦引こおいて自立生活を送一別酎こは様々な生活  

・就業上の問題を抱えながら、自らの努力で生活基盤を築いていかなければなら   
ない。このため、ここれらの子どヰ）（18歳以上の者を含む。以下同じ）Ⅰこ対し生   
活や鳩絹削こ関する相談に応じるとと－いこ、子どもが相二引こ意見交換や情報交換等  

坤こ取組   
むことにより、舶こおける社会的自立の促進を図ることを目的とする。   

2 実施主体等  
この事業の実施主体は、都道府甥こ（指定都市及び児童相談所設置市を含む。以   

下同じ。）とする。明こ掲げる事業内容を適切に実施すること   
ができると認めた者に委託して実施できることとするn   

3 対象となる・子ども   

＝）里親に委託する措置又は児童福祉施吉削こ入所させる措置を解除し自立生活  
する子ども。   

ほ）都道府県知事が前一別こ規定する子どもと同等であると認めたもの。   

4 事業内容  
この事業は、次のことを：行うものとする。  
（1）i卿こ対する支援   

① 地域生活を始める上で必要な知識、社会常識等を学ばせるためのテキス  
トを促成し、講習会・職場体験実雇ぃ職場訪問見学等、生活技能等を修得  
するための支援軒行うこと。   

② 退所を控えた子どもが抱える自立生活への不安や悩み等の相談に応じる  

③ 高校を中退い退学した子ども等の進路や求職活誹割こ関する問牒引こつい  
て相儒糾こ応じ、必要に応じて専門機関の活用や面接の付き添いを：行う等の  
支援を行うことn  

④ 子どもの入所施設等と連携の下、子どもとの関係性を深めるとと‘いこ、  
子ども同士の交流等を図る活動を行うこと。  



致 その他、地域生活を始める上で必要な支援を行うこと  
（2）退所後の支援   

① 住居、家庭、交友関係、将来への不安等に  関する生活上の問題につレ  
する等の必要な支   を行うこと  也機関と連  必要に応じて  相談に応じ  

する就業上の問題や、進路、求職活  ② 職場の対人関係、離職・転職等に   

髪叩頭閉巨眉白眉日日罰岩戸円  

卓職員の配置等  

王lこ・二ここ車こ＿∴・一斗〒∴－－－ニ．  

ま、次の設備細ナるものと史旦L   
（1）相談室  

な越  

し事業の美堀引こあたっての留意事項  

］翫に対し、支援内容や所在地が明確に把握されるように広重塵  

コ関する秘密が守られるよう十分配慮する三上」  

8 経費の補助  
輌  

血泣出吐出止  

一灯・ ・  
＿＿ ≠．．  ＿＿ ． 
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新   旧  

9 実施状況報告の提出  
都道府県は、本事業の毎年度の実施状況等について、別紙様式により翌年度4   

月末日までに、厚生労働省あてに提出すること。   

－
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ひきこもり等児童福祉対策事業についての一部改正新旧対照表（案）  

雇児発第0328006号  
平，成17年3月28日   

［一部改正］平成18年4月3日雇児発第0403002号  

雇児発第0328006号  
平成17年3月28日  

04002  

都道府県知 事   
各 指定都市市長 殿  

児封目談所設置市市長  

厚生省雇用均等・児童家庭局長  

ひきこもり等児童福祉対策事業の実施について  

子どもの福祉の向上については、かねてから特段の御配意を煩わしているとこ  
ろであるが、近年、子どもや家庭を取り巻く環境の変化により、ひきこもり・不  
登校（以下 rひきこもり等」という。）など、子どもの問題が複雑、深刻化して  
いることにかんがみ、今般「ひきこもり等児童福祉対策事業実施要綱」を別紙の  
とおり定め、平成17年4月1日から実施することとしたので、その道正かつ円  
滑な実施を期されたく通知する。   

なお、この通知は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第245条の4第  

都道府県知事   

指定都市市長  
殿  

厚生省雇用均等・児童家庭局長  

ひきこもり等児童福祉対策事業の実施について  

子どもの福祉の向上については、かねてから特段の御配意を煩わしているとこ  
ろであるが、近年、子どもや家庭を取り巻く環境の変化により、ひきこもり・不  
登校（以下「ひきこもり等」という。）など、子どもの問題が複雑、深刻化して  
いることにかんがみ、今般「ひきこもり等児童福祉対策事業実施要綱」を別紙の  
とおり定め、平成17年4月1日から実施することとしたので、その適正かつ円  
滑な実施を期されたく通知すろ。  

1項の規定に基づく技術的な助言である  

（
塘
彗
一
e
 
 
 

→． ＿ ＿l  ′i■鴬㌢ミ．  」－－－－一・  遍よ＿■－   』 － ∴一仁マ  



ひきこもり等児童福祉対策事業実施要綱  ひきこもり等児童福祉対策事業実施要綱  

第1 目的  略   

第2 実施主体  
略   

第3 事業の種類及び内容  
1 ふれあい心の友訪問援助・保誰者交流事業  

第1 目的  

実施主体   
略  

種類及び内容  
い心の友訪問援助事業  

（1）趣旨  
ひきこもり等の子どもに対して、児童相談所の児童福祉司による指導の   

一環として、子どもの兄又は姉に相当する世代で子どもの福祉に理解と情   
熱を有する大学生等（以下「メンタル・フレンド」（ふれあい心の友）とい   
う。）を児童福祉司等の助言・指示のもとにその家庭に派遣し、当該子ども   
とのふれあいを通じて、子どもの福祉の向上を図るものとする。  

また、ひきこもり等の子どもをもつ保護者及びその家族（以下「保護   
者」という。）に対し、ひきこもり等の子どもをもった経験のある親等を   
招いた学習会や、同じ悩みを持った保護者を対象に交流会等を実施するこ  

（1）趣旨  

ひきこもり等の子どもに対して、児童相談所の児童福祉司による指導の   
一環として、子どもの兄又は姉に相当する世代で子どもの福祉に理解と情   
熱を有する大学生等（以下「メンタル・フレンド」（ふれあい心の友）とい   
う。）を児童福祉司等の助言・指示のもとにその家庭に派遣し、当該子ども   
とのふれあいを通じて、子どもの福祉の向上を図るものとする。  

とにより、ひきこもり等の子どもに対応する力を身につけさせるととも  
に、子育てに対する不安を軽減し、家庭の養育機能の強化を図る  

（2）対象となる子ども  
児童相談所及び家庭児童相談室等で相談に応じたひきこもり等の子ども   

であって、この事業の対象として都道府県が認めたものとする。  
（3）事業の内容及び実施方法  （旦）事業の内容及び実施方法  

実施主体は次の（∋および（∋の事業を選択して実施するものとする。  
（D ふれあい心の友訪問援助事業  
ヱ 登録・研修  
」ヱL都道府県は、メンタル・フレンドとなることを希望する者を募集し、  

必要な審査を行い、研修を実施し、適当と認められる者を登録する。  
（イ）登録期間は、原則として1年間とする。  

ただし、再登録は妨げない。  
」 

は、必要な審査を行い、その登録を取り消すことができる。  
」三⊥都道府県は、メンタル・フレンドの募集、審査、研修の実施、登録及  

び派遣について、社会福祉法人等の民間団体（以下「民間団体」とい  
う。）に委託をすることができる。なお、本事業を委託により実施する  
場合には、都道府県は、効果的に事業が実施できるよう、民間団体と十  
分な連携を図ること。  

① 登録・研修   
ア 都道府県は、メンタル・フレンドとなることを希望する者を募集し、  

必要な審査を行い、研修を実施し、適当と認められる者を登録する。   
イ 登録期間は、原則として1年間とする。  

ただし、再登録は妨げない。   
り 都道府県は、登録された者が本事業の趣旨に合致しないと認めるとき  

は、必要な審査を行い、その登録を取り消すことができる。   
エ 都道府県は、メンタル・フレンドの募集、審査、研修の実施、登録及  

び派遣について、社会福祉法人等の民間団体（以下「民間団体」とい  
う。）に委託をすることができる。なお、本事業を委託により実施する   
場合には、都道府県は、効果的に事業が実晦できるよう、民間団体と十  
分な連携を図ること。   







新   旧   

イ費用  
研修会等を実施する場合にかかる飲食物費等の実費は、保護者の負担と  

すること。  
ウ対象となる保護者  

事業への参加を希望する保護者で、この事業の対象として実施機関が認  
めたものとする。  

2ひきこもり等児童宿泊等指導事業   2 ひきこもり等児童宿泊等指導事業   
（略）   （略）   

（削除）   3ひきこもり等保護者交流事業  
（1）趣旨  

ひきこもり等の子どもをもつ保護者及びその家族（以下「保護者」とい  
うn）に対し、ひきこもり等の子どもをもった経験のある親等を招いた学習  
会や、同じ悩みを持った保護者を対象に交流会等を実施することにより、ひ  
きこもり等の子どもに対応する力を身につけさせるとともに、子育てに対す  
る不安を軽減し、家庭の養育機能の強化を図る。  

（2）対象となる保護者  
事業への参加を希望する保護者で、この事業の対象として実施機関が認め  

たものとする。  
（3）事業内容及び実施方法  
①実施機関  

アニの事業は、都道府県が自ら実施する他、民間団体への委託により実施  
することが出来る∩  

イこの事業を委託により実施する場合には、都道府県は、事業実施のため  
の場所の提供及び学習会の講師の派遣等に閲し、事業が円滑に実施できる  
よう協力するとともに、必要に応じて、保護者が関係機関のサービスを利  
用できるよう援助すること。  

（勤事業内容  
実施機関は、以下の事業を全て実施すること。  

アひきこもり等の子どもを持った経験のある親や有識者を招いて実施する  
学習会  

イ同じ悩みをもった保護者同士が参加して実施する交流会  
ウひきこもり等に関する情報等を収集し、保護者へ提供すること  
エその他、ひきこもり等の子どもをもつ保護者を支援するための事業を必  

要に応じ実施すること。   

⊥ふ▼．．1T∴  こ－J・Jト  ヂlヤ，、－▼幽壊準孝二選毎芸鮎海亀靂こ＿’麗嘉重森塵轟濾こ－⊥■ゼ茎葉鍛す   ＿JL”＿し 、 ＿r＿ ＿l  
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（卦実施方法  
ア事業の企画、実施及び関係機関との連絡調整等の中心となり実施するコ  

ーディネ一夕ー（以下「ひきこもり等保護者支援員」という。）を配置す  
ること。なお、このひきこもり等保護者支援員は、元児童相談所職員やひ  
きこもり等の子どもをもっていた親等、ひきこもり等に関し、十分な知識  
等を有する者とすること。  

イあらかじめ事業への参加者を募集・登録し、名簿を作成すること。  
ウ参加者の募集にあたっては、都道府：県の広報誌等を活用するなど、積極  

的な広報等に努めること。  
エ本事業は、児童相談所、公民館の会議室等を活用すること。  
オ民間団体は、毎年度、事業開始までに、翌年度の実施体制などを記載し  

た実施計画書を都道府県に提出すること。  
カ民間団体は、事業完了後、都道府県の指定する期日までに、都道府県に  

対し、事業の実施状況報告書を提出すること。  
④留意事項  

ア関係機関からの支援を受けることができるよう、児童相談所はもとよ  
り、学校及び保健所等関係機関との密接な連携を図り、実施すること。  

イ実施機関は、この事業により知り得た子どもや家族に関する秘密を正当  
な理由なく漏らしてはならない。  

ウ本事業の実施にあたっては、保護者が自主性をもって取り組めるよう十  
分に配慮すること〔  

（4）費用  
研修会等を実施する場合にかかる飲食物費等の実費は、保護者の負担とす  

ること。  

3 ひきこもり等児童福祉教育連絡会議  4ひきこもり等児童福祉教育連絡会議   
（略）   （略）   

第4 国の助成   第4 国の助成   
（略）   （略）   
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別 紙  

児童虐待・DV対策等総合支援事業費国庫補助金交付要綱  

（通則）  

1 児童虐待・DV対策等総合支援事業費国庫補助金については、予算の範囲内において交   

付するものとし、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和30年法律第179   

号）、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律施行令（昭和30年政令第255号。   

以下「適正化法施行令」という。）及び厚生労働省所管補助金等交付規則（平成12年   

厚生省  

別 紙  

児童虐待・DV対策等総合支援事業費国庫補助金交付要綱  

（通則）  

1児童虐待・DV対策等総合支援事業費国庫補助金については、予算の範囲内において交   

付するものとし、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和30年法律第179   

号）、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律施行令（昭和30年政令第255号。   

以下「適正化法施行令」という。）及び厚生労働省所管補助金等交付規則（平成12年  

厚生省  

労働省 
令第6号）の規定によるほか、この交付要綱の定めるところによる0  

（交付の目的）  

2 この補助金は、別表の第1欄に掲げる児童虐待防止対策等支援事業及びDV・女性保護   

対策等支援事業の実施に要する経費に対し補助金を交付し、もって地域における児童虐待  

・DV対策等の一層の普及促進を図ることを目的とする。  

（交付の対象）  

3 この補助金の交付の対象となる事業（以下「交付対象事業」二という」は、平成17年  

11月11日雇児発第1111001号厚生労働省雇用均等・輝「児童ノ蕾   

待・DV対策等総合支援事業及び母子家庭等対策総合支援事業実施要綱」の第2の1に定   

める次の事業とする。  

（1）都道府県、指定都市及び児童相談所設置市が行う児童虐待防止対策支援事業  

令第6号）の規定によるほか、この交付要綱の定めるところによる。  
労働省   

（交付の目的）  

2 この補助金は、別表の第1欄に掲げる児童虐待防止対策等支援事業及びDV・女性保護   

対策等支援事業の実施に要する経費に対し補助金を交付し、もって地域における児童虐待  

・DV対策等の一層の普及促進を図ることを目的とする。  

（交付の対象）  

3 この補助金は次の事業を対∵象とする。  

（1）児童虐待防止対策等支援事業   

ヱ 平成17年5月2日雇児発第0502001号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知  

の別紙「児童虐待防止対策支援事業実施要綱」に基づき、都道府県、指定都市及び  

児童相談所設置市が行う児童虐待防止対策支援事業   

乙 平成17年3月28日雇児発第032姦006号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知  

の別紙「ひきこもり等児童福祉対策事業実施要綱lに基づき、都道府県、指定都市及  

び児童相談所設置市が行うひきこもり等児童福祉対策事業   

ヱ 平成10年5月18日児発第粥7号厚生省児童家庭局長通知の別紙「児童家庭支援  

センター運営要綱」に基づき、都道府県、指定都市及び児童相談所設置市が行う児童  

家庭支援センター運営隻事業   

三 平成20年4月1日雇児発第錮01011号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知の  
別紙「里親支援機関事業実施要綱」に基づき、都道府県、指定都市及び児童相談所設  

置市が行う里親支援機関事業  

（2）都道府県、指定都市及び児童相談所設置市が行うひきこもり等児童福祉対策事業  

し旦」都道府県、指定都市及び児童相談所設置市が行う児童家庭支援センター運営事業  

（4）都道府県、指定都市及び児童相談所設置市が行う里親支援機関事業   
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剋塵  （5）都道府県、指定都市及び児童相談所設置市が行う地域生活・自立支援事業（モデル  

事業）  

オ平成21年3月31日雇児発第0331014号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知    （6）都道府県、指定都市及び児童相談所設置市が行う基幹的職員研修事業  

の別紙「基幹的職員研修事業実施要綱】に基づき、都道府県、・指定都市及び児童相談  

所設置市が行う基幹的職員研修事業  

（7）都道府県、指定都市、中核市及び児童相談所設置市が行う身元保証人確保対策事業  
の別紙「身元保証人確保対策事業実施要綱」に基づき、都道府県、指定都市、中核市  

及び児童相談所設置市が行う身元保証人確保対策事業  

」且L市及び福祉事務所を設置する町村が行う身元保証人確保対策事業（母子生活支援施  

の別紙「身元保証人確保対策事業実施要綱】に基づき、市及び福祉事務所を設置する  設分に限る。）に対して都道府県が補助する事業  

町村が行う身元保証人確保対策事業（母子生活支援施設分に限る。）に対して都道府  

県が補助する事業  

（2）DV・女性保護対策等支援事業  

（9）都道府県、指定都市、中核市、児童相談所設置市及び市が行う婦人相談員活動強化  

領について」の第四の5に基づき、都道府県、指定都市、中核市、児童相談所設置市  事業  

及び市が行う婦人相談員活動強化事業  

4売春防止活動・DV対策機能強化事業  （10）都道府県が行う売春防止活動・DV対策機能強化事業  

（ア）昭和38年3月19日厚生省発社第34号厚生事務次官通知「婦人保護事業の実施  

要領について】の第四の1の（2）及び同3の（2）のアに基づき都道府県が行う   

婦人保護に係る啓発活動事業  

（イ）平成3年6月12日社生第80号厚生省社会局長通知の別紙「婦人保護施設退所者  

自立生活援助事業実施要領iに基づき都道府県が行う婦人保護施設退所者自立生活  

盈塾圭茎  

（ウ）平成※年※月※日雇児発第※号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知の別  

紙「※事業実施要綱」に基づき、都道府県が行う休日夜間電話相談事業  

（ェ）平成14年5月30日雇児発第0530006号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通  

知の別紙「配偶者からの暴力被害女性保護支援ネットワーク事業及び職員専門研修  

事業実施要綱lの1に基づき都道府県が行う配偶者からの暴力被害者保護支援ネッ  

トワーク事業  

（オ）平成14年5月30日雇児発．第0530006号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通  

知の別紙「配偶者からの暴力被害女性保護支援ネッ’トワーク事業及び職員専門研修  

事業実施要綱1の2に基づき都道府県が行う配偶者かちの暴力相談担当職旦研修事  

基  
（カ）平成21年4・月6日雇児発第0406002号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知  

「人身取引被害者及び外国人DV被害者を支援する専門通訳者養成研修事業の実施   

⊥司  

1  

藍重き－＿  ‰濫  ＿・－  
．■邑⊥d   



抑こ基づき都道府県が行う専門通訳者養成研修事業   （キ）卿庭局長通知の別  
廼ノ凋雛即壷化事業   

（交付額の算定方法）  

4 この補助金の交付額は、別表の第1欄に定める区分ごとに、次により算出された額の合   

計額とする。ただし、算出された区分ごとの合計額に1，000円未満の端数が生じた場合に   

は、これを切り捨てるものとする。  

（1）3の」1）のキ以外の事業   

ア 別表の第2欄の各種目ごとに、第3欄に定める基準額と第4欄に定める対象経費の実  

支出額とを比較して少ない方の額と、総事業費から寄付金その他の収入額を控除した額  

とを比較して少ない方の額を選定する。   

イ アにより選定された額に第5欄に定める補助率を乗じて待た額を交付額とする。  

（2）3のLり 申年の事業  

（1）のアに準じて選定された額に4分の3を乗じて得た額の合計額と、都道府県が   

補助した額の合計額とを比較して少ない方の額に第5欄に定める補助率を乗じて得た額  

を交付額とする。  

（交付額等の下限）  

5 4で定める算定方法により算出された補助金の交付額が、194千円に満たない場合に   

は、交付の決定を行わないものとする。  

（交付額の算定方法）  

4 この補助金の交付額は、別表の第1欄に定める区分ごとに、次により算出された額の合   

計額とする。ただし、算出された区分ごとの合計額に1，000円未満の端数が生じた場合に   

は、これを切り捨てるものとする。  

（1）3の」＿旦⊥以外の事業   

ア 別表の第2欄の各種目ごとに、第3欄に定める基準額と第4欄に定める対象経費の実  

支出額とを比較して少ない方の額と、総事業費から寄付金その他の収入額を控除した額  

とを比較して少ない方の額を選定する。   

イ アにより選定された額に第5欄に定める補助率を乗じて得た額を交付額とする。  

（2）3の」旦」の事業  

（1）のアに準じて選定された額に4分の3を乗じて得た額の合計額と、都道府県が   

補助した額の合計額とを比較して少ない方の額に第5欄に定める補助率を乗じて得た額  

を交付額とする。  

（交付額等の下限）  

5 4で定める算定方法により算出された補助金の交付額が、194千円に満たない場合に   

は、交付の決定を行わないものとする。  

（交付の条件）  

6 この補助金の交付の決定には、次の条件が付されるものとする。  

（1） 別表第1欄に定める区分ごとの事業に要する潅費の配分の変更（それぞれの配分額  

のいずれか低い額の30％以内の変更を除く。）をする場合には、厚生労働大臣の承  

認を受けなければならない。  

（2） 事業の内容の変更（軽微な変更を除く。）をする場合には、厚生労働大臣の承認を  

受けなければならない。  

（3） 事業を中止し、又は廃止する場合には、厚生労働大臣の承認を受けなければならな  

い。  

（4） 事業により取得し、又は効用の増加した価格が、単価50万円以上の機械及び器具  

については、適正化法施行令第14粂第1項第2号の規定により厚生労働大臣が別に  

定める期間を経過するまで、厚生労働大臣の承認を受けないで、この補助金の交付の   

（交付の条件）  

6 この補助金の交付の決定には、次の条件が付されるものとする。  

（1） 別表第1欄に定める区分ごとの事業に要する経費の配分の変更（それぞれの配分額  

のいずれか低い額の30％以内の変更を除く。）をする場合には、厚生労働大臣の承  

認を受けなければならない。  

（2） 事業の内容の変更（軽微な変更を除く。）をする場合には、厚生労働大臣の承認を  

受けなければならない。  

（3） 事業を中止し、又は廃止する場合には、厚生労働大臣の承認を受けなければならな  

い。  

（4） 事業により取得し、又は効用の増加した価格が、単価50万円以上の機械及び器具  

については、適正化法施行令第14粂第1項第2号の規定により厚生労働大臣が別に  

定める期間を経過するまで、厚生労働大臣の承認を受けないで、この補助金の交付の  
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目的に反して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け、又は担保に供してはならない。  目的に反して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け、又は担保に供してはならない。  
（5）事業完了後に消費税及び地方消費税の申告によりこの交付金に係る消費税及び地方  

消費税に係る仕入控除税額が確定した場合は、別紙様式第8により速やかに厚生労働   

大臣に報告しなければならない∩  

なお、厚生労働大臣に報告があった場合には、当該仕入控除税額の全部又は一部を  

国庫に納付させることがある。  

（且）厚生労働大臣の承認を受けて財産を処分することにより収入があった場合には、そ         （且）厚生労働大臣の承認を受けて財産を処分することにより収入があった場合には、そ   

の収入の全部又は一部を国庫に納付させることがある。   の収入の全部又は一部を国庫に納付させることがある。   

（ヱ） 事業により取得し、又は効用の増加した財産については、事業の完了後においても  （旦） 事業により取得し、又は効用の増加した財産については、事業の完了後においても   

善良な管理者の注意をもって管理するとともに、その効率的な運営を図らなければな   善良な管理者の注意をもって管理するとともに、その効率的な運営を図らなければな   

らない。   らない。   

（且） この補助金と事業に係る予算及び決算との関係を明らかにした別紙様式第1による  （ヱ） この補助金と事業に係る予算及び決算との関係を明らかにした別紙様式第1による   

調書を作成するとともに、事業に係る歳入及び歳出について証拠書類を整理し、かつ   調書を作成するとともに、事業に係る歳入及び歳出について証拠書類を整理し、かつ   

調書及び証拠書類を事業完了の日（事業の中止又は廃止の承認を受けた場合にはその   調書及び証拠書類を事業完了の日（事業の中止又は廃止の承認を受けた場合にはその   

承認を受けた日）の属する年度の終了後5年間保管しておかなければならない。   承羅を受けた日）の属する年度の終了後5年間保管しておかなければならない。   

（且） 都道府県は、国から概算払いにより間接補助金に係る補助金の交付を受けた場合に  （且） 都道府県は、国から概算払いにより間接補助金に係る補助金の交付を受けた場合に   

は、当該概算払を受けた補助金に相当する額を遅滞なく間接補助事業者に交付しなけ   は、当該概算払を受けた補助金に相当する額を遅滞なく間接補助事業者に交付しなけ   

ればならない。   ればならない。   

（遁） 都道府県は、間接補助金を間接補助事業者に交付する場合には、（2）から（7）   （且） 都道府県は、間接補助金を間接補助事業者に交付する場合には、（2）から（7）   
に掲げる条件を付さなければならない。   に掲げる条件を付さなければならない。   

この場合において（2）から（3）及び（5）中「厚生労働大臣」とあるのは「都   この場合において（2）から（3）及び（5）中「厚生労働大臣」とあるのは「都   

道府県知事」と、「国庫」とあるのは「都道府県」と、（4）中「厚生労働大臣の承   道府県知事」と、「国庫」とあるのは「都道府県」と、（4）中「厚生労働大臣の承   

認」とあるのiま「都道府県知事の承認」と、（7）．中「補助金」とあるのは「間接補   認」とあるのは「都道府県知事の承認」と、（7）中「補助金」とあるのは「間接補   

助金」と読み替えるものとする。   助金」と読み替えるものとする。   

（止）（9）により付した条件に基づき都道府県知事が承認する場合には、あらかじめ厚生  （週）（9）により付した条件に基づき都道府県知事が承認する場合には、あらかじめ厚生   

労働大臣の承認を受けなければならない。   労働大臣の承認を受けなければならない。   

は之） 間接補助事業者から財産の処分による収入の全部又は一部の納付があった場合には、  （吐） 間接補助事業者から財産の処分による収入の全部又は一部の納付があった場合には、   

その納付額の全部又は一部を国庫に納付させることがある。   その納付額の全部又は一部を国庫に納付させることがある。   

（申請手続）   （申請手続）   

7 この補助金の交付の申請は、次により行うものとする。   7 この補助金の交付の申請は、次により行うものとする。   

（1）補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律第26粂第2項に基づき、補助金等  （1）補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律第26粂第2項に基づき、補助金等   

の交付に関する事務の一部を都道府県が行う場合   の交付に関する事務の一部を都道府県が行う場合   

市長は、別紙様式第2による申請書及び関係書類を都道府県知事が別に定める日まで   市長は、別紙様式第2による申請書及び関係書類を都道府県知事が別に定める日まで   

に都道府県知事に提出し、都道府県知事は、前記の申請書を受理したときは、必要な審   に都道府県知事に提出し、都道府県知事は、前記の申請書を受理したときは、必要な審   

査を行い、適正と認めたときはこれを取りまとめのうえ、毎年度5月末日までに厚生労   査を行い、適正と認めたときはこれを取りまとめのうえ、毎年度9月末日までに厚生労．  
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働大臣に提出するものとする。  

（2）上記以外の場合  

別紙様式第3による申請書および関係書類を毎年度五月末日までに厚生労働大臣に提  

出して行うものとする。  

（変更中話手続）  

8 この補助金の交付決定後の事情の変更により、交付申請の内容を変更して追加交付申請   

等を行う場合には、7に定める申請手続きに従い、別紙様式第4または別紙様式第5によ   

る申請書および関係書類を毎年度1月末日までに厚生労働大臣に提出して行うものとする。  

働大臣に提出するものとする。  

（2）上記以外の場合  

別紙様式第3による申請書および関係書類を毎年度且月末日までに厚生労働大臣に提   

出して行うものとする。  

（変更中諸手続）   

この補助金の交付決定後の事情の変更により、交付申請の内容を変更して追加交付申請  

等を行う場合には、7に定める申請手続きに従い、別紙様式第4または別紙様式第5によ  

る申請書および関係書頬を毎年度1月末日までに厚生労働大臣に提出して行うものとする。  

（交付決定までの標準的期間）  

9 国は、交付申請書又は変更交付申請書が到達した日から起算して原則として2か月以内   

に交付の決定（決定の変更を含む。）を行うものとする。  

（補助金の概算払）  

10 厚生労働大臣は、必要があると認める場合においては、国の支払計画承認額の範囲内に   

おいて概算払をすることができる。  

（交付決定までの標準的期間）  

9 国は、交付申請書又は変更交付申請書が到達した日から起算して原則として2か月以内   

に交付の決定（決定の変更を含む。）を行うものとする。  

（補助金の概算払）  

10 厚生労働大臣は、必要があると認める場合においては、国の支払計画承認額の範囲内に   

おいて概算払をすることができる。  

（実績報告）  

11この補助金の事業実績報告は、次により行うものとする。  

（1）補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律第26条第2項に基づき、補助金等  

の交付に関する事務の一部を都道府県が行う場合  

市長は、別紙様式第6による報告書を都道府県知事が別に定める日までに都道府県知  

事に提出し、都道府県知事は、前記の報告書を受理したときは、必要な審査を行い、適  

正と認めたときはこれを取りまとめのうえ、翌年度4月10日（6の（3）により事業  

の中止又は廃止の承認を受けた場合にあっては、当該承認通知を受理した日から起算し  

て1か月を経過した日）までに厚生労働大臣に提出しなければならない。  

（2）上記以外の場合  

別紙様式第7による報告書を、翌年度4月10日（6の（3）により事業の中止又は   

廃止の承認を受けた場合にあっては、当該承認通知を受理した日から起算して1か月を   

経過した日）までに厚生労働大臣に提出しなければならない。   

（補助金の返還）  

12 厚生労働大臣は、交付すべき補助金の額を確定した場合において、既にその額を超える   

補助金が交付されているときは、期限を定めて、その超える部分について国庫に返還する   

ことを命ずる。  

（実績報告）  

11この補助金の事業実績報告は、次により行うものとする。  

（1）補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律第26条第2項に基づき、補助金等  

の交付に関する事務の一部を都道府県が行う場合  

市長は、別紙様式第6による報告書を都道府県知事が別に定める日までに都道府県知  

事に提出し、都道府県知事は、前記の報告書を受理したときは、必要な審査を行い、適   

正と認めたときはこれを取りまとめのうえ、翌年度4月10＿日（6の（3）により事業  

の中止又は廃止の承認を受けた場合にあっては、当該承認通知を受理した日から起算し  

て1か月を経過した日）までに厚生労働大臣に揉出しなければならない。  

（2）上記以外の場合  

別紙様式第7による報告書を、翌年度4月10日（6の（3）により事業の中止又は  

廃止の承認を受けた場合にあっては、当該承認通知を受理した日から起算して1か月を   

経過した日）までに厚生労働大臣に提出しなければならない。   

（補助金の返還）  

12 厚生労働大臣は、交付すべき補助金の額を確定した場合において、既にその額を超える   

補助金が交付されているときはこ期限を定めて、その超える部分について国庫に返還する   

ことを命ずる。   
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新  旧   

別 表  別 表  

1区分  4対象経費  5補助率  1区分  2種目  3基準額   4対象経費  5補助率  

児童虐   児童虐待防止  児童虐   児童虐待防止  

待防止  対策支援事業に  待防止  対策支援事業に  

対策等  必要な報酬、旅  対策等  必要な報酬、旅  

費、需用費（消  支援事 業   費、需用費（消  
支援事 業   耗晶費、教材   耗品費、教材  

費、印刷製本  り   
1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり   費）、賃金、備  1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり   

晶購入費、役務  ロ購入費役務  
旦追』迫巴  費（通信運搬  旦星旦▲旦9旦巴   費（通信運搬  

費）、報償費、委託  
2児童相談所カウンセリング強化事業  

費）報償費委託  
2児童相談所カウンセリング強化事業（複数実姉可能）  料、使用料及び賃  料、使用料及び貸  

借料  
児童相談所1か所当たり  児童相談所1か所当たり  借料  

・カウンセリング促進事業  ・「カウンセリング強化事業のみ実旅する場合】  

706，000円  706．000円  

・「カウンセリング強化事業lに加え「豪族療法事業lを  

実航する場合  

⊥9旦L且〔迫巴  ●●；lll器  

・ファミリーグループカンファレンス事業  

旦▲鎚迫巴  

・宿泊型事業  

生1旦亘亘1旦！迫巴  

3医療的機能強化事業  3医療的機能強化事業  

1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり  1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり  

l；lll芸  旦L豊丘む⊆坦旦巴  

4 法的対応機能強化事業  4 法的対応機能強化事業  

児童相談所1か所当たり  児童相談所1か所当たり  

558，000円  558，000円  

5 スーパーバイズ・権利擁護機能強化事業  5 スーパーパイズ・権利擁護機能強化事業  

児童相談所1か所当たり  児童相談所1か所当たり  

511，000円  511，000円   

－
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6 専門性強化事業  

1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり  

6 専門性強化事業  

1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり  

272月00円  

7 一時保護機能強化事業   

児童相談所1か所当たり  

1．640，000円 × 実施事業数（配置協力員種別数）  

8 市町村及び民間団体との連携強化事業   

250．000円  

7 一時保護機能強化事業   

児童相談所1か所当たり   

1，餌0，000円 × 実施事業数（配置協力員種別数）  

8 市町村及び民間団体との連携強化事業   

（積数実旅可能）  

・市町村及び要保護児童対策地域協議会への支援   

児童相談所1か所当たり  

3．342，000円  

動推i崖事斐  

1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり  

962，000円   

■民間団体育成事董  

1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり  

市町村及び要保護児童対策地域協議会への支援   

児童相談所1か所当たり  

3，342，000円  

・良問同体との連携  

1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり  

962，000円  

1沼53．000円  

9 24時間・365日体制強化事業   

児童相談所1か所当たり  

5，637，000円  

10 児童福祉司任用資格取得のための研修  

1都道府県（措定都市又は児童相談所設置市）当たり  

691刀00円  

11評価・検証委員会設置促進事業  

1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり  

992刀00円  

12 保護者指導支援事業  

1都道府県（措定都市又は児童相談所設置市）当たり  

5，000，000円  

9 24時間・365日体制強化事業   

児童相談所1か所当たり  

5β37，000円  

10 児童福祉司任用資格取得のための研修  

1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり   

711月00円  

11評価・検証委員会設置促進事業  

1都道府県（措定都市又は児童相談所設置市）当たり   

1，000，000円  

12 保護者指導支援事業  

1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり  

5，000，000円   
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新  旧  

ひきこ   ひきこもり等  
もり等  ひきこ   ひきこもり等  

児童福祉対策事  
児童福  

もり等  
業に必要な報  

児童福祉対策事  
児童福  業に必要な報  

祉対策 事業  酬、給料、貸金、  
祉対策 事業  酬、給料、賃金、  

報償費、旅費、  
1都道府県（指定都市又は 

報償費、旅費、  
児音相談所設骨市）当たり       需用費（消耗品  需用費（消耗品  

皇．退．丘迫巴  
費、印刷製本  費、印刷製本  
費、燃料費、光熱  費、燃料費、光熱  

（ふれあい心の友訪問揺助事業を莫施する場合）  水費）、役務費  水費）、役務費  
（通信運搬費）、  （通信運搬費）、  ①メンタルフレンド活動費  委託料、備品購   ①メンタルフレンド活動費  委託料、備品購   

訪問1日当たり乙鮎丘円   
入費、扶助費  

ただし、「ひ  訪問1日当たり呈⊥ヱ迎円   
入費、扶助費  

ただし、「ひ  
②事業実施前研修会費174，800円   きこもり等児童  盛事業実施前研修会費174，800円   きこもり等児童  福祉対策事業の  

実施について」  
福祉対策事業の  

（訃活動検討会  包括動検討会   実施について」  
（平成17年3月28  

1回当たり 33，000円  1回当たり 33，000円   
（平成17年3月28  

日雇児発第  
0328006号厚生労  

日雇児発第  
2 ひきこもり等児童宿泊等指導事業  2 ひきこもり等児童宿泊等指導事業   0328006号厚生労  

働省雇用均等・  
①宿泊指導   働省雇用均等■  

児童家庭局長通  ①宿泊指導   児童家庭局長通  
児童1人当たり日額 3，570円   知）に定める保  

児童1人当たり日額 3，570円   
知）に定める保  

護者の負担相当  謀者の負拒相当  
（診適所指導   額を除く。  

②適所指導   額を除く。  

児童1人当たり日額 2，100円  児童1人当たり日額 2．100円  

3 ひきこもり等児童福祉教育連絡会議費  
3 ひきこもり等児童福祉教育連絡会諮費  

1回当たり12，200円  1回当たり12．200円  

剋途  4ひきこヰ、り等の子どヰ、の倶話者交流事斐  

1都道府県（指定都市又は児竜相談所設置市）当たり  

llllll芸  

児童家   児童家庭支援セ  
庭支援  児童家   児童家庭支援セ  

ンタ一連営事業に  庭支援  ンタ一連営事業に  セン  必要な給料、職員  セン  必要な給料、職員  
手当等、共済費、  タ一連  

ター運 嘗董事  手当等、共済費、  
旅費、需用費（食  

業   
営事業   旅費、需用費（食  

血運営費  糧費、印刷製本  
上運営費  糧費、印刷製本  

費消耗口費）机   
1か所当たり  、、′P   

務費（手数料）、報  1か所当たり  務費（手数料）、報  
心理療法等を担当する職員が常勤の場合  償費、報酬 等  心理療法等を担当する職員が常勤の場合  償費、報酬 等   
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新  旧  

年間上乙堕迫』迫円  年間上≧⊥皇皇乙旦！迫円  

心理療法等を担当する職員が非常勤の場合  心理療法等を担当する職員が非常勤の場合  

年間乱⊇払必迫円  年間9，416，000円  

（年度途中の開始、又は中止等の場合）  （年度途中め開始、又は中止等の場合）  

心理療法等を担当する職員が常勤の場合  心理療法等を担当する職員が常勤の場合  

月額ム堕乙辿円  月額ム旦Z軋鎚坦円  

心理療法等を担当する職員が非常勤の場合  心理療法等を担当する職員が非常勤の場合  

＝i≡‖l■■  月額二迫姐迫円  

（1月未満の場合は1月とする）  （1月未満の場合は1月とする）  

②初度調弁費  2初度調弁費  

1か所当たり420．000円  1か所当たり420．000円  

i長所鼎竜等 
2退所児童等アフターケア事業  アフ  

クーケア事業に必  

遥豊羞  重な報酬、給料、  

上皇剋去盟  
事、共済  

；・lll岩  
晶者」弧別製本  

（年度途中の開始、又は中止尊の場合）  着、食紐馨、光熱  

月額598．000円  

品購△畳   

里親支   里親支援機関事  里親支   里親支援機関事  

援機関  業に必要な賃金、  援機関  業に必要な貸金、  

事業   報酬、報償費、旅  事業  報酬、報償費、旅  

費、需用費（消耗  費、需用費（消耗  
1里親制度普及促進事業  晶費、印刷製本  

1里親制度普及促進事業  品費、印刷製本  

1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり       費）、役務費（通信  1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり       費）、役務費（通信  
運搬費）委託料   運搬費）、委託料、   

乙≦迫旦』迫円  使用料及び賃借  旦丘皇亘▲旦⊆坦円   使用料及び賃借  

料  2里親委託推進・支援等事業  
料  

2里親委託推進・支援等事業  

1か所当たり  1か所当たり  

乙皇呈迎円  乙ヱ旦土▲鎚坦円  

▼  

料摩軋〆一ぞ皇 
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（経過措置分）里親支援事業  
（経過措置分）里親支援事業  

次により算出された額の合計額  里親支援事業に  
次により算出された額の合計額  里親支援事業に  必要な報酬、貸  

必要な報酬、貸  金、報償費、旅費、  
金、報償費、旅費、  

1基礎研修  需用費（消耗品  
1基礎研修  需用費（消耗品  費、印刷製本費）、   

費印刷製本費）   1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり  役務費（通信運搬  
1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり  役務費（通信運搬  

512，000円  
費）委託料使用                  P  

512，000円   
費）、委託料、使用  料及び貸借料  
料及び貸借料  

2 専門里親研修  
2 専門里親研修  

1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり  
1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり  

1，312，000円  
1．312，000円  

3 里親養育相談事業  
3 里親養育相談事業  

1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり  
1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり  

924，000円  
924，000円  

4 里親養育援助事業  
4 里親養育援助事業  

1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり  
1都道府県（指定都市又は児童相談所設置市）当たり  

8．435，000円  
8．435，000円  

5 里親養育相互援助事業  
5 里親養育相互援助事業  

1か所当たり  
1か所当たり  

510，000円  
510－000円  

（経過措置分）里親委託推進事業  里親委託推進事  
（経過措置分）里親委託推進事業  里親委託推進事  業に必要な報酬、  

業に必要な報酬、  賃金、報償費、旅  
賃金、報償費、旅  

児童相談所1か所当たり  費、需用費（食糧  
児童相談所1か所当たり  費、需用費（食糧  費、消耗品費、印   

費消耗晶費印   4，315，000円   刷製本費）、役務  
4，315，000円  刷製本費）、役務  

費（通信運搬費）  
費（通信運搬費）  

、  雌  J・  剋途  地盤生  次により隻出した額の合計緬   地j成生活・自立  劃   
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温二且  
輔車姜（‾■レ  

事■斐）に必要な報  

立支援 圭蓋  
手  

主立∋底当丘盟  
当事、共演者、報  

蓋1   ヱ1旦姐巴  
借着、旅着、裔用 曹（消裏毛晶着、印  
別製太着、食糧  

（年度途中の開始、又は中止尊の場合）  者∴酢熱水眉）、役  
曹（i南イ音運 

月額‾658．000円  
曹）．停用料及び  

2初摩調凝着  

1か所当たり  
畳  

盟凶迫巴   

基幹的職員研修  基幹的   基幹的職員研修  
基幹的   
職員研  事業に必要な報償  職員研  事業に必要な報償  

修事業  費、旅費、需用費  修事業   費、旅費、需用費  

（印刷製本費）、使  （印刷製本費）、使  

1都道府県（指定都市、児童相談所設置市）当たり  1都道府県（指定都市、児童相談所設置市）当たり  

貸金、委託料   貸金、委託料   

皇三上題迫円  羞迫越円  

身元保証人確保  身元保   身元保夏正人確保  
身元保   
証人確  対策事業に必要な  証人確  対策事業に必要な  

保対策  役務費（保険料）   保対策  役務費（保険料）   

事業   
1就職時の身元保証  福祉事  

事業   
1就職時の身元保証■  福祉事  

施設退所児童等の保険対象者1人当たり  務所を  施設退所児童等の保険対象者1人当たり  務所を  

設置す  10，560円  設置す  
10．560円  

る町村  る町村  

2賃貸住宅等の賃借時の連帯保証  
が行う  2賃貸住宅等の貸借時の連帯保証  が行う  

施設退所児童等の保険対象者1人当たり  事業に  施設退所児童等の保険対象者1人当たり  事業に  

対して  19，152円  対して  
19，152円  

都道府  都道府  

県が補  
県が補  

助する  助する   

＿▼1  

、 
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新  旧  

場合  場合  

2／3  2／3  

DV・  次により算出された額の合計額  婦人相談員活  DV・  次により算出された額の合計額  5／10  
女性保  動強化対策費のた  女性†  動た  
諸対策  めに必要な報酬  譲対策  めに必要な報酬  
等支援  

1婦人相談員活動強化対策費  
（婦人相談員手当  

（婦人相談員手当  
事業   についての歳出予   等支援 事業   1婦人相談員活動強化対策費   についての歳出予  

（1）婦人相談員手当   算の節を給料又は  
（1）婦人相談員手当   算の節を給料又は  

賃金としている場  
lヨ  厚生労働大臣が必要と認めた婦人相談員の数の範  合は、それぞれ給  厚生労働大臣が必要と認めた婦人相談員の数の範   

料又は貸金とす  囲内における各月現員延数に107，000円を乗じて算   る。）、旅費、需用  料又は貸金とす  囲内における各月現員延数に107，000円を乗じて算   る）旅費需用  

定した額。   費（消耗品費、食  走した額。   費（消耗品費、食  
糧費、印刷製本  

ただし、婦人相談員を月の中途において任免したとき   費）、役務費（通信  糧費、印刷製本  
ただし、婦人相談員を月の中途において任免したとき   費）、役務費（通イ言  

は、上記該当額を限度として都道府県条例又は市条例  運搬費）、扶助費  は、上記該当額を限度として都道府県条例又は市条例  運搬費）、扶助費  
等に定める給与方法により算定した額とすること。  等に定める給与方法により算定した額とすること。  

（2）婦人相談員活働費  （2）婦人相談員活動費  

厚生労働大臣が必要と認めた婦人相談員の数に都  厚生労働大臣が必要と認めた婦人相談員の数に都  

道府県においては年額5乳000円を、指定都市、中核  道府県においては年額5乳000円を、指定都市、中核  

市、児童相談所設置市及び市においては年額49，00  市、児童相談所設置市及び市においては年額49，00  

0円を乗じて算定した額。  0円を乗じて算定した額。  

ただし、婦人相汝員を年の中途において任免したと  ただし、婦人相談員を年の中途において任免したと  

き、その在職期間が6か月未満の場合は年額の1／2  き、その在職期間が6か月未満の場合は年額の1／2  

の額とすること。  の額とすること。  

売春防   
止宿  

5／10  売春防   
止活  

5／10  
動・D  動・D  
Ⅴ対策  
機能強   Ⅴ対策  

機能強   

化事業  （1）婦人保護事業啓発普及費  婦人保護事業啓  
ヒ事業  ・（1）婦人保護事業啓発普及費  婦人保護事業啓  

発普及を行うため  発普及を行うため  
A型（東京・大阪） 年額604－000円   に必要な報償費、  A型（東京・大阪） 年額604．000円   に必要な報償費、   
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需用費（消耗品  

費、食糧費、印刷  
製本費、光熱水  
費）、備品購入費  
費託料、扶助費  

需用費（消耗品  

費、食糧費、印刷  
製本費、光熱水  
費）、備品購入費、  
委託料、扶助費   

B型（北海道・埼玉■神奈川・静岡・愛知・京都・兵庫・  

広島・福岡・長崎・沖縄）  

年額 444，000円  

C型（その他の県） 年額 338．000円  

B型（北海道・埼玉・神奈川・静岡・愛知・京都・兵庫・  

広島・福岡・長崎・沖縄）  

年額444．000円  

C型（その他の県） 年額 338▲000円  

婦人保護施設退  
所者自立生活援  
助事業を行うため  
に必要な報酬、貸  
金、旅費、需用費  
（消耗品費、食糧  
費、印刷製本費）、  
役務費（通信運搬  

費）   

婦人保護施設退  
所者自立生活援  
助事業を行うため  
に必要な報酬、貸  
金、旅費、需用費  
（消耗品費、食糧  
費、印刷製本費）、  
役務費（通借運搬  

費）  

（2）婦人保護施設退所者自立生活援助事業費   

1施設当たり年額⊥57乙000円に10人を超えた対   

象者1人につき1321060粗を乗じて加算し、算定した   

額とすること。  

（2）婦人保護施設退所者自立生活援助事業費   

1施設当たり年額」．592岬に10人を超えた対   

象者1人につき珊を乗じて加算し、算定した   

額とすること。  
攣］  

2配偶者からの暴力対策機能強化事業  

（1）休日夜間電話相談事業   

①休日電話相談  

9時～18時（8時間実施）  

月額 53調円   

②休日夜間部分実施   

18時－22時 月額 26．600円  

18時～20時 月額13．300円   

③平日夜間部分実施   

18時～22時 月額 57．叩0甲  

18時～20時 月額 2臥500円  

2配偶者からの暴力対策機能強化事業  

（1）休日夜間電話相談事業   

①休日電話相談  

9時ん18時（8時間実施）  

月額54蓬PO甲   

②休日夜間部分実施   

18時～22時 月額 27．300円  

18時～20時 月額13．650用   

③平日夜間部分実施   

18時～22時月額 58岬．   

1卵専一20時月額2∈り5（岬  

婦人相談所で行  
う休日夜間電話相  
談事業を行うため  
に必要な報酬（歳  

出予算の節を給料  
又は貸金としてい  
る場合は、それぞ  
れ給料又は賃金と   

婦人相談所で行  
う休日夜間電話相  
談事業を行うため  
に必要な報酬（歳  

出予算の節を給料  
又は貸金としてい  
る場合は、それぞ  
れ給料又は賃金と   

配偶者からの暴  
力被害者保護支  
援ネットワーク事業  
に必要な報償費、  
旅費、需用費（消  
耗品費、印刷製本  
費）  

配偶者からの暴  
力被害者保護支  
援ネットワーク事業  
に必要な報償費、  
旅費、需用費（消  
耗品費、印刷製本  
費）  

（2）配偶者からの暴力被害者保護支援ネットワーク   

事業  

年額 鋸5．6川円  

（2）配偶者からの暴力被害者保護支援ネットワーク   

事業  

年額 800．8∞円   

l■■▲  
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配偶者からの暴  
力相談担当職員  
の研修に必要な報  
償費、旅費、需用  
費（消耗品費、印  
刷製本費）、使用  
料及び貸借料   

（3）配偶者からの暴力相談担当職負研修費  

年額 79，330円  

配偶者からの暴  
力相談担当職員  
の研修に必要な報  
償費、旅費、需用  
費（消耗品費、印  
刷製本費）、使用  
料及び賃借料   

（3）配偶者からの暴力相談担当職員研修費  

年額 79，330円  

専門通訳者養成  
研修に必要な報償  

費、旅費、需用費  
（消耗品費、印刷  

製本費）、役務費  

（通信運搬費）、使 用料及び賃借料、 貸金   

（4）専門通訳者養成研修事業  

年額 630．M円  

専門通訳者養成  
研修に必要な報償  
費、旅費、需用費  
（消耗品費、印刷  
製本費）、役務費  
（通信運搬費）、使  
用料及び賃借料、  
貸金   

（4）専門通訳者養成研修事業  

年額 684．500円  

法的対応機能強  
化事業に必要な報  
酬、報償費、旅  
費、需用費（消耗  
品費、印刷製本  
費）、役務費（通信  
運搬費）  

（亘）法的対応機能強化事業  

年額 713，960円  

法的対応機能強  
化事業に必要な報  
酬、報償費、旅  
費、需用費（消耗  
品費、印刷製本  
費）、役務費（通信  
運搬費）   

（皇）法的対応機能強化事業  

年額 713，960円  
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